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第267次調査全察(束力、ら)

中央省寄りの)j[凶方向のZiEまりが*

区干vj~(，J左前官'IÏ築地5Al7010で、 この

;{_Iが草Jj1:t院、左がvJj1j&殿院である。

Jl[靭J1住民t5B60001立川lTE区間辺て~&
JIt:lt鴻iのみがみλている。5B6000の

北でli2粂の東凶'dli-(北から 50

16940、5017350)、5017350に|仁から

合流する南北減5017351などを検出

した。幽而乎iiijの南北方Jii)の;171まり

は仰Ut般院東而築地5A5985である。

本文 4民参照(j霞影/牛餓 茂)

1996年度のおもな調査

第273次調査発錨区全景 (北から)

ド11面l(i:')j!院{奈良時代後JUj)の基111.
!<ll物21mの十t想定住iJLに人ト1，を配し

た。平安，:;.;1: 11OJt:去に平j成""1の州通Il¥if

も.Itを正Tfiiとしている。写真奥の正

民主でlij也君証石の抜取のみを検.IP.し、

法l¥'llillljl)lされていた。ザ，jijの，jij般

でlij也E耳石の紋J[~ と百以 iJ\li1，j のtlH i

をほぼ|日lじ而で検出 L， )，p¥7.が低か

ったこ とがわかる。

本文31頁参照 (j窓影/1図 持主主)

祭文iJf(1'骨V l997・111



平総京左京二条二坊十一

坪(第279次)出土の線約

~斗瓦

i指紋色の1由が瓦凸而の半

分泌のtiJI:.-jiの側而に

施されている。 これはIil

Ii!の!JIiに'.51斗瓦を.ft7んだ

時に外部iにr&IP.する部分

を7怠似lしてのニとである.

十-tド:1'.土の施粉瓦の9

wりが事1・I-}f.であ り‘十点に

だけ施flhJ:r.が{史われてい

たと思われる 。 市~~する

1-ニ1・1'-で:1'.土した680点

におよぶ飽紬:瓦の 9;，甲lが
千瓦であることと対照的

である。本文47頁診照

(æ~/佃幹縫)

日 俗文僻 11'骨V l997・111

平線京左京二条二紡十一坪

(第279)，欠)出土の二彩蓋

ゆるやかな1111而をも っこ彩

陶器の破片で、軟貨のよI也

にi%'I*まと IIの二彩が飽きれ

丸 山I(II(I!~に主IJ絡で1[1 1 11文

をあらわしている 。 j;}fllI~lJ

誌での11(，引をみないが、半

減'::~' :11
• 1:のm忠器!ill.の7.iに、

([1 Ij 1文 ~施したいu:の製品

がある.

本文4B頁診照

(!1Il影/偲 空宇主主)



第270;欠調査で出土した糧事害復

鰭トl川向I宜給2本を和1)11しUIU.始以で、

阪ill'i: ':~IIUi形tìIJ:拾寄:でI~I本し、中には王

者Hがi，~IJ ~ドされて いた。，1111 す~*か ら 51止

紀Ijij葉ごろの もの と忠われる。当II，I'，ニ

のtlU.f針'1:'に近4奮してM:fli，気が仇まれ、至

近の~J1継に I~米~Jlì折I ，!ïtft ilf.;l.>! j1!新lと32泣

きれていた。地姶の村置をからみて、I地4ω4姶歯
れ怜;'(C 1ド，1付1

本文2包2頁章診s照(j癒窓E膨!v杉本和樹)

頭倍下古噴出土遺物

li!it，丹-Fi1ittt司lヰ':1人lより:1'.ゴ4 しt:
泣物。1断、辻イi1:J!-なEのa!!』よ，!;.

fJUJ 、 tUlt~'}のi\r;L ニI".r.rli除、

m忠告f(よか、 続々 な.'.¥IJ葬品がみ

b れる。:1'.I状態からみて、イi
五日!lM!!1年にも|党乱さ れる ニとは

なかったようである。 6111:紀'1'

ばlのll~Jtttlの l'I~ IJ ~t~ lllIl， としては一

般的なものであるが、大有11./;)血

北部での良好な，)1，111'1卵}は少ない

ため、市i:~}i{ な i'tH Iこ なる 。 本文62

頁参照 (海軍'3/楠本真紀子)

お文面，Jf1ド骨1/1997-111 111 



頭洛の下で古繍発見

vliJ存の悲Jliの下から、 61止紀.，.t:Jiの縦穴

式:{:I釜がJ.)lれた。vJ[t1fのj立立川ーに石室 t

J[¥丘:の上半分が破淡されたのだ。I見肢か

らみ てl:f.mJt'Iの 1 ;岱t~.ろう 。 本古J1'Iの周

辺に現与する古JJ'Iはない。 しかし新薬師

寺からiim丹にfiI.ぴるfM且」ーに、かつて多

〈の小波紋ï!iJ貨が存在し、周辺のl時H~で

消滅したことが推定でき る。

本文62頁参照(j軍第/佃静緩)

上層頭縫の磁石と心栓痕跡

J二mntlfの心伎の礎石を発見した.J也山

市に礎石を抑えたのではな〈、 ~6 段合

的み!ltiめてからの仕事である。心主1:と踏

石中央の~起は‘ずれている 。 務'.J~によ

る火災でfJi剖i姥設が焼けたf久 心トtを抜

き I紋って、火のほに 7.í1;~1'-通貨 ・ -1-'1'功|持IW

をm2U文納め、 1St土でJ'Ilめ I)~ し ていた。

頭併を祭〈 際のii1澄共ではない.

本文5B~参照 (線影/佃幹雄}

IV 奈文研 1 HIl/1997-111
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平城京l人l追跡等の発掘調査の概要報告であ り、 これまで刊行 してきた 『平城宮跡発

掘調査部発掘調査概報』ぞ引き継〈ーものである。手キ淵TE報告の執筆lま、終調査の発

掘担当者が主におこなった。軌ijI名・名には、1996年度引在の所属調査室名を付ーした。

2. 発御泣構図に付した座標伯は、 いずれも国土方眼第VIJ主棋系による。 また、 rJjさは

すべて海抜市で示す。
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4.平城;皆川i土1肝瓦 ・土器の編年は以下のようにあらわす(かっこ内は西暦による田九年代)。

平城京|ノ伴}: に つ い て も 、 ニ の編王I~ に準拠 し て い る 。

11司:瓦 :IJZJ.成宮 出土刺:瓦編年第 1JUj (708-721)、第 II期 (721-745)、第 1IlJUI 

(745-757)、第IVJUJ(757-770)、第V期 (770-784)

土器 :平城宮土器 1(710)、II (725)、111(750)、IV(765)、V (780)、VI(800) 

VII (825) 

5.本文未収録の調査については、巻末の 「その他の淵Tむを参照されたい。
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関査次霊童 関査旭区 調査期間 面積 関査地 le当者 調査嬰因

267 6AAV・6AAIV会凸門]ヰ医療地 96.4.1-7.17 23∞ 耐 奈良市住紀町 古I?:谷知r-t.. 'i~ 

270 6ALS東院地区 96.7.1-10.17 189Om' 奈良市法事守町 箱崎利久 百f
271 6ALF)医院l副泡 96.8.30-10.7 135耐 奈良市法帯守町 I.li瀬要ー -企も. 

273 6AAI 式部'fíJl(方官~j 96.10.1-97.2.10 2400耐 奈良市仲足町担トヶ辻1000-1 1ft.沢殺 -白... 

2i5 6sGN大泉院陸間 96.8.5-9.25 540m' 奈良市町畑町 加藤氏ニ 史持J1H幅
276 6ALF JI(院l掴池 97.2.6-4.18 950m' 奈良市t.t帯寺町 i勾悶剥1仲 4企g

277 6sZT 額貯 96.10.14-2.20 l∞m' 奈良市高畑町 li水省三 証!HJ軍備
278 6sGN大東院御所北京隅 96.10.15-12.26 180m' 奈良市高畑町 i丑川滋9) 教会i!殴

279 6AFF左京二条二妨十二坪 97.1.7-3.28 1600耐 奈良市法事守町浄上1i.:282-1 Jf上初人 住宅建段

269-1 6AFB左京一条二幼十五坪 96.4.3-4.11 75耐 奈良市法帯寺町地蔵iiij1122-1 立木修 住宅建訟

269-2 6ASA r .. :北方遺跡 96.4.17-ι18 12耐 奈良市佐紀町2680 山崎俄ニ 住宅住銀

269-3 6ASC lj(北方遺跡 96.4.24-4.26 20耐 奈良市法磯町1065-11也 立木修 住宅i!設

269-4 6AFL左京三条二幼二坪 96.5.30-6.24 90耐 奈良市二粂大路市 1T1;I122-2 小野健古 ピ片i!段

269-5 6AFj東-tljtJililJ路 96.7.1-7.31 400耐 奈良市二粂大路市2丁目173-1他 玉田芳英 日i!車駐ll!l~建段

269-6 6AFM左京四条ニtJj十六坪 96.8.15-8.18 15耐 奈良市四条大路 1丁目710-3 玉凹苦手英 住宅主主段

269-7 6A13N 大腸lIiI~t1j地区 97.8.26-8.30 28附 奈良市佐紀町2761-1 山下li:l一郎 住宅建股r，;n
269-8 6AFj左京三粂ー妨九坪 96.9.9-9.20 36m' 奈良市二粂大路ili250-31'血 f青野孝之 住宅建段

269-9 6AAN 11i縫古lJl(内泉北方) 96.9.24-10.4 24耐 奈良市住紀町22∞ -2111 山下位一郎 住宅建段{官}

269・10 6ASA 1宮北方遺跡 96.10.11-10φ16 23m' 奈良市佐紀町2802・2803-2 小林鎌一 住宅住段

269-11 6A5s宮北方遺跡 96.10.22-10.23 8m' 奈良iIi佐紀中町2939 小林謙一 住宅建ti
269-12 6A513宮北方遭跡 ・市陪古lJl 96.10.30-11.7 20耐 奈良，liI主紀町2241-4 金i日明大 住宅i!投

269-13 6AF日UJ;>:一条ニtJj十1i.Jif 96.11.11-11.22 90附 奈良市法都町1126-1 渡辺拡~ 住宅建段

269-14 6AAN市縫古lJl(内泉北方} 97.1.13-1.17 18m' 奈良市佐児東町2196 臼杵 1'-1 住宅建設{宮)

269-15 6A5s 11，脳古lJl 97.2.12-2.17 15m・ 奈良市佐紀東町2230-21血 西山初宏 住宅a扱

269-16 6A5A 'iì~t1î遭跨 97.2.24-2.26 30m・ 奈良市山陵町2823-1 t，l野和己 住宅建段

269-17 6A5A宮北方遺降 97.3.10 15m' 奈良市山陵町37寸 ・2 向型~i羊成 住宅建訟

表 1 1996年度平減宮跡発短調査部発錦調査一覧表(宮は平域・'~f内、 *1ま「その他の ~I宝tJ 収録)

掲霞頁

14 
25 
31 

“ 27 
58 
68 
44 
42 

*12 
*12 
53 
5ー5
57 

*72 
*71 
* 71 
*12 
*72 
*72 
42 

*72 
*72 
*72 
*12 



平城宮の調査

F 
.1しji 

図 1 1996年度平線宮内発繍調査位置図 1 : 10000 



.第二次朝堂院南面築地の調査
一 第267次

ー はじめに

第267次調査は、いわゆる第二次朝堂院(東区朝堂院)

の南限区iilll純設と朝集殿院の京阪区画施設の検出、およ

び、 これらに固まれた朝集殿院のうち、京朝集殿の北側

の区域の状況の把握を目的としたものである。調査商税

は約2300mヘ調査期間は1996年 4月 1日-7月17目。

調査区は来朝集殿を調査した第48次調査区の北、朝堂

院束第四堂を?調査した第213次調査区および同束第六堂

を調査した第261次調査区の南、朝堂院南門を調査した

第265次調査区の束に接して設定した。

2 基本層序

調査区北半の朝堂院部分については第261次および第

265次調査区の延長であるため、それぞれの澗査の概報の

記述を参照されたいが、 このうちの束土幹部分については

新い、大きな土坑により撹乱されている。

調査区南半の朝集殿院部分については、西端では現地

表から表土 (10cm)、挺官id盛土 (15cm)、床土 (20cm)に

続いて、造物包含層である I別賞灰砂質土(5 cm)、暗茶梢

土 (10cm)があり、その下、現地表下約60cm(標高

64.1-63.9 m)の とこ ろに武灰粘質土または賀褐粘質土

の地山がある。東端では現地表から表土(10cm)、整備雌

土(l5cm)、床土 (lOcm)に続いて、造物包含府である賞

灰色粘質土(lOcm)、際i昆茶灰色砂質土 (15cm)があり、

その下、現地表下約60cm(根市64.1-63.9m)のところ

に茶斑灰色砂質土または茶灰砂質土の地山がある。奈良

時代の整地土は削平されているらしく、遺構は基本的に

地山上而で検出した。

3 遺構

検出した奈良時代の遣榔には、朝堂院南商築地 l粂、

その下府の掘立柱塀 1条、朝集殿院来而築地 1条、 基tfI.

4 r;宅文研 11'報/1997-1JI

建物(来朝集搬) 1棟、講10粂などがあり、古墳時代の

竪穴住居 l棟、溝3粂、土坑数基も検出した(図2}。

古墳時代の遺構

806030 幅約4.5m、採さ約 1mの索掘りの斜行構。第

48次調査で検出した講の北西延長部にあたり、屈曲して

第265次開査区で検出したSDl6930につながることが確

定した。 41止紀の土器、埴輪、木製品などが出土。古墳

時代における この地区の主要な構と考えられる。

8817363 一辺約 4mの方形の竪穴住居。削平され、深さ

は約10cmとなっている。 4世紀末一 5世紀初のものと考

えられる。

8017353 幅約80cm、深さ約10cmの索掘りの斜行構。

SB17363を囲むように L字形に折れるが、同時期のもの

かEうかは不明。

8017365 幅約80cm、深さ約15cmの紫掘りの斜行部で、 6

世紀末頃のものと考え られる。

奈良時代前半の遺構

8A16960 茶良時代前半の京区朝堂院の南限を画する掘

立柱塀。柱間約 3m (10尺)。柱穴を17箇所検出したが、

一番束のものは朝堂院の南東隅にあたる t推定される。

この柱は東区朝堂院南門の心から来へ約90m(300小尺=

250大尺)に位置しており、朝堂院の東西怖は約180mと

なる。柱穴の断面を観察すると、第265次調査の所見と同

じく、地山而から掘形を掘って柱をたてた後、基埋を造

成している こと がわかる。そして この柱を抜き取った後

で上府築地SA17010の越国土を柏んでいる。抜取穴と fj'(

み土の切り合い関係、からみて、抜き ll~ り作業はすべての

柱についてはぽ同時におこなわれていたと考えられる。

8X17354・17355 SA16960の東端の柱から商、上府の朝

集殿院東|浪築地SA5985の下府に位置する掘立柱列。両者

とも-11日分確認した。柱11:11まいずれも約 3m (10尺)。霊

復関係からみてSX17354の方が古L、。SA5985の下層には

奈良時代前半の朝集殿院東限の塀が存在する ことが予想
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図E 第267次調査遺栂平面図

されたが、これ以外に南北に統〈柱穴は検出きれなかっ

た。第48次調査ではSA5985の下肝に掘立柱J>>FSA5990を

検出しているが、 これは北まで:iili続せず、]:011長殿院の区

画を構成するものではないということになる。奈良時代

前半の朝集殿院JI[限区画施設は存在しなかったか、ある

いは上層築地とは別の位置、つまり今回の調査区より来

にあったか、いずれかであろう。

8016940 扱立柱塀SA16960の南約lO.5mの位置で、.

れに平行する東西部。幅約1.5m、i奈さ約60cmの葉掘り

溝。第265次調査で検出したものの東延長にあたる。平城

宮造営当初に作られ、短期間の内に埋め戻されたと考え

られる。J1ミ端では埋め戻された後に朝集殿院京阪築地

ヲE文研年<<VI997-111 5 



SA5985がつくられているが、この位置で急に浅くなって

おり 、来には延びな L、。水が流れた痕跡を示す椛秘もほ

とんどみられないことから、排水な Eのための榔て唱はな

く、宮造営にともなう何らかの区画溝か。

下層から上層への建替え期の遺構

S017350 掘立柱塀SA16960の南約19mの位置で束流す

る幅約 1m、i奈さ約60cmの葉掘りの東西部。重抜関係か

らみて、奈良時代後半に存在した南北部SDl7367や東西

消iSD6010より古い。東端で南北部SDl7351と合流し、東

西都SDl7352として束流する。合流点ではおIYj.の底が

SDl7350の方が高〈、沌状に落ちる状況がみられる。

S017351 朝堂院東限か ら西へ約10mの位置を南琉する

幅約1.5m深さ約60cmの紫掘りの南北滞。北端は朝堂院南

限より 北約 2mの位置から始まっており、これより北へ

は延長しない。北端か ら約15mの位置までは人為的に一

度に埋め られた状況を呈 しているが、これより南は埋め

土の下に水流による堆棋を示すとみられる砂層が検出さ

れた。朝堂院南限区画施設との関係をみると、 SDl7351は

下府掘立柱塀SA16960の抜取穴および上!日築地SA17010

の基壇梢み土の一部を切っているが、築地北雨落講

SDl7011には切られていると考rえられる。従って上層築

地SA17010の築造過程で埋められていると判断される。

また、後述するようにこのSDl7351が束折したSDl7352

は朝集殿院束限築地SA5985築造にともない埋め戻され

ているので、上用の区画施設が完成 した時点では全て埋

められていたことは石在笑であろう 。

S017352 幅約2.8m、深さ約 1mの索掘りの東西部。

SDl7351がSDl7350の交点で束折したもの。これが埋め

戻された後でSA5985が作られている。

SDl7351・SDl7352からは後述するように木ffijなEの

他、造営時に廃棄されたとみられる木片が出土した。

以上3粂の構は、 SD17350とSDl7351・SDl7352の合流

点におりる堆積状況からみて、 SDl7350の方が他の 2粂

の溝よりも先に埋め られているが、ある時点までは同時

に機能していたとみられる。これらは下府掘立柱塀

SA16960抜き取り後に掘られ、上層築地SA17010の基壇

築造過程のある段階までは機能していたが、 SA17010・

SA5985完成時点では埋められている。 このことから、京

区朝堂院下層南門・掘立柱塀をすべて取り峻し、上府の

南門・ 築地な Eを造営 している時期に、朝堂院・朝集殿

6 京文研 年報/1997-111

院の排水を行うための消iであったと考えられる。

奈良時代後半の遺構

SA17010 掘立柱塀SA16960を抜き取った後て‘ほば同じ

位世に築かれた基底幅約1.8m(6尺)の築地塀。奈良時

代後半の朝堂院南限区画施設にあたる。調査区内ではほ

とんど削平され、残っているのは一部に過まない。残り

の良いところでは、築地基底部の北縁、犬走りとの境に

平瓦を立てて並べている状況が確認できた。

S017011 幅約1.8m、深さ約15cmで、東流する索掘りの

東西部。SA17010の北雨落情。廃絶後、講の上にSA17010

にff.かれていた t思われる瓦が大量に堆積していた。な

お南雨落溝は削平のため検出て、きなかった。

S017025 幅約50cm、深さ約15cmの索掘りの東西部。第

265次調査の所見て、は築地犬走りを流れた雨水を流すと

ともに朝堂院南限の排水部の役割を兼ねたものであろう

としているが、調査区東端から約16mの位置で途切れて

いる。

SA5985 基底幅約2.1mの築地塀。奈良時代後半の朝集

殿院束!浪区画施設にあたる。

S017356 幅約50cm、深さ約10cmの索掘りの南北榔。築地

SA5985の西雨落講にあたる。東雨落泊dま削平されている

らしく検出できなかった。

S86000 1奈良時代後半の京朝集殿。これは既に第48次

調査で検出しているが、今回その北端部営再調査した。

今回の調査ではSB6000の下府の状況をあきらかにする

ことが課題となっていた。 京区の他の朝堂や南r"~ と同様、

下j荷に揃立柱建物が存在する ことが予想されたが、調査

区の範囲ではこの柱穴ぞ検出できなかった。つまり、朝

堂院南限掘立柱塀SA16960の南約30m(100尺)の位置よ

り北には奈良時代前半の朝集殿北妻柱は こないことにな

る。このことからみて、仮に奈良時代前半に朝集殿が存

在したとすると、位置を?ずらしてたてかえられていた可

能性が高い。

S011749 幅約80cm、深さ約30cmの葉掘り南北部。東区朝

堂院第四堂の商を南流する構の延長にあたる。南端iで築

地北雨帯構SDl7011に合流するが、 i暗渠な Eにより築地

を越えて南に流れている状況はみられない。判堂院内の

間水を排水するための講であろう。

S017367 幅約80cm、深さ約15cmの素掘り南北部。朝集殿

院を南流するが、南端から約20mの地点以北は削平され
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図3 第267).欠調査出土木器

ている。築地南雨務部から分岐している可能性もあるが、

不11)1。

S06010 幅約 1m、深さ約15cmの 索 掘 り 東 西市。

SDl7367が来朝集殿SB6000の基担の北辺の位置で来折

したもの。第48次調査で判集殿院来而築地SA5985の凶陥

落溝と令流している ことが判明している。

以上のSDl7367・SD6010は、朝集殿院北東部の同:j水を

初水するためのものであろ う。

4 週物

(古尾谷知浩/史料)

水器

古rnllw:代の斜行hYiSD6030から、鍬破片 4点、木錘 5

J点、縦斧 1 点、 槽 l 点が出土 した。鍬破片にはナスビ)f~

鍬身も存在する。以下に泣存状況のよい 5点について報

4 

告する(凶 3)。

鍬 (1・2) 1は、直柄の繊鍬の身。上下端ij{r欠制してい

るが、部分的に残る両側紋は狐状て'J)がつく 。全体は、

情円形ある いは隅丸方形を呈 していたのであろう。中央

の納孔問団には段状に隆起を作る。現存縦長14.5cm、横

師66.7cm、厚さ3.4cm。コナラヨlihJ!，o 2は1111柄平鍬の身。

車IhliJiの装者而に段を作る 。 ~Ih脅11I: 片部の差 lま lリ1版。 身の

~Ih付近を若干l平〈 、段状にする 。 身の下半者1Iカ f欠航し 、

全体の形状は不明。現存i毛21.5cm、現存似7.0cm、車Ih1毛12.8

cm、車Ih師2.9cm、J!J.さ1.5cm。アカカボシllliM。

木錘 (3) 心持材をHIL、たも の。長さ12.0cm、阿6.1cm、

!以さ4.6cm。ヒイラギ。

瞭柄縦斧 (4) ー木で掘り と斧台を作る。斧台の先端に

は袋状鉄斧をはめ込む袋行部iを削り出す。ihlりの基部iを
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欠損。斧の装着角度は約60・。 現存長39.2cm、掘り筏3.0x

2.3cm。斧台長12.0cm、斧台幅3.6cm。サカキ。

台脚付き槽 (5) 考Ij物。方形の槽の片iJ!lJ*.泳部が残る。 口

縁厚は木固と直行する辺を厚手に仕上げる。底部には木

目と平行に 1対の脚を削りだす。現存長28.1cm、市さ4.4

cm。ヒノキ。 (臼杵勲/考古第 1) 

土器・埴輪

古墳時代の流路SD6030より 出土した土器について、前

年度(第265次)に調査された隣接する上流昔11より出土し

た土器とまとめて報告する(図 4)。

この流路は 『平減報告XJで報告された、ヨ〈朝集殿下

J(3~'It.の上流部にあたる 。 構内の堆鞘は、造物を含まない

黒褐色粘質土を|世JJ百にして灰色砂層を中心とする下!日と

l渚灰粘質土用からなる上1(3に大別できる。

土器の特徴から下層の年代を古墳時代初頭に、上層を

古墳時代中期に比定できる。下層には近畿地方以外から

持ち込まれたか、影響を受けた t考えられる土器が出土

している。これらの土総の存在は各地域IIHの土器の併行

関係を考える上で重要な意義をもっ。

上層では土師器とともに器材埴輪を合む埴輪が1:1'.土し

た。これらは流路に廃棄されたものであろうが、周辺に

展開する佐紀盾列古墳群や来院埴輪黛跡群とあわせて理

解されるべきものである。本調査区では当該J切の竪穴住

居SB17363が流路の東岸で確認されており、ここに古墳

群と密接な関わりをもっ集落が存在 したことがう かがえ

る。土器は市杯の占める告IJ合が高い こと も特踏できる。

①下層出土土器

董 (1・2) 1は口縁部を肥厚させ、球形の胴音1Iをもっ。

口縁部外面はナデ調整を施し、内面は S字状結節制文の

下部にLRの単節制文を施し、 円形浮文を 4倒貼1.Jする。

胴昔1I外面は日部にLRの単斜純文の下音1IにS字状結節縄

文を施文 した文様を二段施し、円形j字文ぞ 5~1.lIJUi付ーする 。

文様帯より 下部はミカーキを胞す。内面Ii.上告11ナデ、下部l

lま綴方向のハケメを残し、一部ナデ調整を行う 。特徴か

ら|拘束地方よりもたらされたものであると考え られる。

2は有段の口縁部の外而に綾杉状に貝殻!血縁をtJ[，圧し、

内而に貝殻による押引きとtll'圧による施文をおこなって

いる。同様の特徴をも つ ものが 3点出土。いわゆる「杉11

ケ坪型査J 1:.称されるもので、東海地方を中心にみられ

るものである。

聾 (3・4) 3は口唇音11内而を)J山手させる。 4は屈rlllして

直立する口縁部をもっ。)J阿部にはナデの後上下方向に組

いミカ、、キをおこなっている。岡山平野を中心にみられる

裂である。

小型丸底堀 (5) 半球状の胴部と大きく 1m<口縁部をも

っ。 外而は横方向のミガキ、日縁部内而に縦方向の ミガ

キを施す。

小型器台 (6) 外而は横方|旬、内而は縦方向のミガキを

hui.す。

杯 (7) 有段の口縁音1Iをも っ。

低脚杯 (8) 低い脚苦11をも っ。 UJ陰地方に特徴的にみ ら

れる杯である。杯部と脚部の接合部にへラ状の工具痕を

残す。

ミニチュア土器 (9) 外而をハケメ調整する。

⑧上層出土土器・埴輪

壷 (10・11) 10は有段口総のもの。口紘部に文様な Eは

持たない。11は破片であり、特異なものである。

聾 (12・13) 12はやや内傾する口縁部と球形の胴部をも

っ。13はやや長胴の胴脅11をも っ。

高杯 (14-17) 14・15は大型の日杯である。16は内而に

l培文状にミカ。キを行う。17は半球状の杯部に 3方向の穿

干しをもっ脚部がつく 。

鉢 (18) 大型の鉢である。二次加熱の痕跡はなく、特殊

な用途が考えられる。

場 (19) 内外而と もケズリ による調監をおこなう 。

小型柑 (20・21) 20は胴昔11が球形を呈する。口級官1Iは短

〈外反する。外面はナデ調整をおこなう 。21は外而ハケ

制監をおこなう 。

麗(22) 小型府 と同じ作りであるが、球形の胸部に注口

をl収り付ける円干しを焼1iX:以前にあけている。

小型器台 (23) 断f(IJX字形を呈する。脚音11に穿孔はな

L、。

好 (24) 半球状の胴部をも っ。

ミニチュア土器 (25・26) 手担ねでつくられ、内外商に

指頭圧痕を施す。

器材埴輪(27) 直弧文を1M文する。総形は特定て.きない

が、 m・31ヲ ・ 収形もしくは枕J~t直輸の可能性がある 。 埴輪

lま{也に議形・盾形 ・朝顔形 ・円筒埴輪が出土している。

(金田明大/考古第 2) 
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瓦縛類

五は主として朝堂院域では南限築地SA17010:ltの瓦堆

和j習と*第六堂SB16850の南側、朝集殿院域では来朝集

殿SB6000の北東側つま り*限築地SA5985の西側か らま

tまって出土した(図 5・6、表 2)。

このうち、軒瓦に ついてみる L まず朝堂院域では

SA17010北の瓦敏和府で主体を占めるのが平松宮11期前

半の粁丸瓦6311A・Bと軒平瓦6664D.Fである。また、

SB16850南側では包含府か ら主 として平城宮111JUlの粁丸

瓦6225A.C 1:軒平瓦6663Cが出土 した。 このことから以

前の調査の知見もあわせて考える t、東区判堂院成ては

上府の朝堂には平城宮111期の軒丸瓦6225A.C 1:軒平瓦

6663Cが主主かれていたのに対し、上層の南門、東門、南限

築地には軒丸瓦6311A.Bと粁平瓦6664D.Fの組み合わ

せが耳かれていたことになる。

一方、朝集殿院域のSB6000北東側ては、主体となるの

が軒丸瓦6225A、軒平瓦6663Cである。一点だけ南北溝

SDl7351の最上層(埋土)に混入していたのを除くと、他

はすべて包含層からの出土である。次に注意されるのが

軒丸瓦631lA.B、il汗平瓦6664D.Fであるが、これらは

南北構SDl7351、東西十il'/.SDl7352の下胞の椛梢土から 出

土した。つまり、朝堂院南限区画施設のたでかえの時期

の講SDl73511: SDl7352が機能していた期間は、 6311A.

B-6664D. Fの軒瓦は榔の堆fl'f土中に入っても6225A-

6663Cの軒瓦は入らなかったこと になる。

軒丸瓦 軒平瓦 丸 瓦

形式種 '点数 形 式 種 '点数 重量~__1_，_0_5_4_. ~~~ 
6133 C : 2 6561 A : 1 点数: 12，217 

D : 17 6641 A : 平 瓦
? C 2 軍拡: 3，305.lkg 

6225 A 16 6642 C 1 
C 32 6663 C 25 点数: 32.979 

L l ? 5 i専
? 13 6664 0 79 ~!~ _:_ _ _ _1_0_6_. ~~~ 

6233 A F 6 点数: 43 
6275 0 K l 凝灰岩
6279 A b ? 12 nr:fil: : 32.9kg 
6274 B 116691 A 1 
6281 C ‘ 1 16721 C 8 点数 : 40 

6284 C . Gb I 道具 ・その他

? . ? I 事~ Ji. 5 
6304 A 4 16801 A 3 而戸瓦 10 

B 4 1 12式不明 21 隅木'1i. I 
? 1 鍛iIl時代 隅1;1)平ll. : 2 

6311 A 24 
B 21 
? 19 

型式不明 25 
軒丸瓦2十 187 事1司Z瓦官f ・169

表 2 第267次調査出土瓦i曹類集計表
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木簡

木fITjは判集殿院内の東西部SDl6940から3点(全て削

府)、南北前'SDl73511:こ れが京折したSDl7352か ら計

456点(うち削屑402点)が出土した。 このうち主なもの

について釈文を別掲する。

まず内容を概観する。①②は人名を記したもの。③は

や11地元年 (724)の年紀をもっ削用。④lま式部省が発した

召喚状。召された土師宿祢大麻呂が、指定された場所に

持参してから捨てたものであろう 。文而上、日付 も場所

も記していないことか らするし ごく近接した場所の聞

で交わされた可能性がある。朝堂院におけ る政務、儀礼

に際し、 これを掌った式部省が用いたものか。なお、土

問i宿祢大麻呂は 『続日本紀』によれば文武元 (697)年11

月に務広除、迎新報客使として筑紫に赴いた ことがみえ、

謹也二 (716)年正月には正六位上から従五位下に、ネ1111(1

元年2月には従五位上になっているが、 これと同一人か。

⑤i主義老六 (722)年の文書木簡の断片。上下端を刃物で

な図的に切断して廃棄。⑥は散Z)J.以下の女官に何かを支

給する ことに関わるものか。⑦は、稲に関わる木簡を廃

棄後二次利用 し、 ~m名と数祉を列記した横材木問。 口頭

に(摂津国)能勢(郡)がみえ、次いで山(背国)と記

した後に山背国の郡名を挙げる。注意すべきは山背国の

llllの配列が 『延喜式J r和名類深抄』なi:::"1:逆)1前になって

いることである。者11の位置の変更に関わるものか。なお

能勢制は r延喜式』なEでも摂津国の末尾の1111である。

③は勅語に、 ⑨は治部省被官玄務寮に関わる削j百である。

次いでこれらが廃棄された時期を考えてみる。年紀の

推定できるものとして、 ③ ・④ ・⑤がある。③は削附で

あるから暫く お くとしても、⑤は刃物で芯;図的に切断す

るような同様の廃棄方法を取る文担-木簡の例から考える

t、ー図的な情報伝達及びその命令な Eの実行が完了 し

たl時点で再利用を防ぐために切断した可能性が考えられ、

長期にわたり保管 して内容を参照するような文担:ではな

いとみられる。④の場合は作成推定年、つまり土師宿祢

大麻呂の生存年の幅が大きすぎるが、召喚状であること

からすれば一目的な使用で完了したとみられ、廃棄時期

は土桁li大麻呂の生存年代よ り大きく降るもの とは忠われ

ない。以上のように、いずれもど こかで長期間保管され

たとは考えにくく、使用直後にその場で廃棄されたもの

とみられる。従って廃棄された時期は、養老、神地年間
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において、 壬生門の心から来へ97.35mの位世に、奈良時

代はじめの掘立柱南北塀SA14680を検出し、 壬生門と朝

集殿院の間に大きな区画があったことを?恕定しているが、

このSA14680の北への延長が家良時代前半の~UW主殿院東

を大きく降るものではなかろう。

また、これらが出土したSDl7351・SDl7352は北端が途

切れている椛であって、古 〈に廃棄された木簡が大きく

時期を隔てて上流から流れてきたもの1:b考え難L、。

限区画施設とどのよ うな関係になるのかを検討すること

も今後の課題となろう 。

②朝集殿院の東北隅の状況があきらかとなった。

では、すでに確認されていた平城宮造営当初の東西溝

-、.
~ ~ 

まとめ

今回の調査で得られた知見をま tめておく 。

①東区朝堂院の南限区画施設し朝集殿院東限区画施

設を確認した。前者は下l自の掘立柱塀SA16960から上府

5 

SDl6940の延長を検出したほか、 SDl7350・SDl7351・

SDl7352を検出した。これら 3粂の椛は、下}Mt副主;柱塀の

抜き取り後に掘られ、上府築地完成時までには埋められ

ていた。つまり、東区朝堂院南而の1"1・築地をたてかえ

ているl時期に機能 しており、造営時点におけるl;iJl堂院-

);UI集殿院の排水の機能を来たしていた椛であると考えら

れる。

今回の調査の知見でも 、東区朝集殿院南限区画胞設に

ついて、下府の掘立柱門 ・耳浮から上層の礎石主l!ち|吋 ・築

地へのたてかえの時期がまたn:J姐となる。第265次調査の

所見では、朝堂には平城宮川JVIの6225A'C -6663C型式の

軒瓦が葺かれているのに対し、周囲の区間施設では平城

宮H則前半の6311A'B-6664D . F型式の粁瓦カtl'f.かれて

の築地SA17010にたてかえられている。後者は上府の築

地SA5985のみ検出したが、下層には掘立柱塀は存在し な

い。奈良時代前半の朝集殿院束限区画施設については、

藤原宮間様に存在しなかった可能性1:， j;iJj堂院南限措[1.iL

柱i))1が11月堂院の束眼を越えてさらに来へ延び、ある地点

て南折して判~ミ殿院を?囲んでいた可能性が考えられる。

これにl対辿して、第48次調査では朝集殿院京阪築地

SA5985の東方約9.2mの住置で、南北方向の築地

SA5980 (調査時の所見では築地基底の掘込地業としてい

るが、 トレンチの幅を考える t掘立柱塀の柱穴の可能性

むある)を検出しているが、これとの関係が注目される。

また、第222次調査では、 jm集殿院と壬生門の問の区iIITi

祭文研 1"判1/1997-11'12 
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図7 第267次調査出土木簡 2: 3 
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いる こと から、①南限区画施設のたてかえが、平城還者11

(745)後に行われた朝堂のたてかえに先行して、養老

(717-724)、や11屯 (724-729)頃におこなわれた可能性、

②両者とも還都後にたてかえ られたが、区匝l施設には古

〈に製作され、ストックされていた粁瓦を使用した可能

性、③下J百朝堂などに茸かれていた古い瓦を再利用した

可能性、の 3つを指摘している。

今回の調査でも南限築地の軒瓦の型式については同様

の知見が得られた。 さらに、下!日から上府へのたでかえ

の時期に機能していた清から、養老・ 1-1111色頃か らあまり

11寺を置かずに廃棄された木簡や、 6311A'B-6664D' F型

式の軒瓦が出土したのに対し、 6225A-6663C型式の軒瓦

はほとんど混入していな L、。 このことは前記①の可能性

を示唆しよう。ただし、消:出ニlニill物の年代は溝型II没年の

上限に過ぎず、養老 ・ネ1111色頃に廃棄された木聞が選者11後

に椛に埋没した可能性も否定できな L、。 また郡出土のil汗

瓦の解釈も、 上層築地の方が上府朝堂よりも先に改作さ

れたことを示すだけで、一辿の造営工事の段階差 にすぎ

ず、時期の差を示しているのではない可能性もある。今

後に諜組を残す。(古尾谷知浩)

④ 詮 1) 波辺晃宏(1996)r第二次~月堂院南門の調査J r1995

鳩

冬

FI将: 勲

川起俊 一

}I: _I'.剥l人

lλ'J 1 日午~I '(111 

制1野剥1己

平城概報J31-38頁

~IJ ニらむ 欄 ① 

.96年度現場班ラインアップ

者手の班lま、古尾谷知治総担当、 96年 4H 1日か ら7月17
1:1 ;まで稼動。互の班l主、箱崎和久総担当、 7J1! Bから10

}-1171:1まで。秋の班は、 平t尺毅総担当、10月1臼から97年

21118日まで。冬のJiEl立、 HI13トlから4月まで淵究を行

った。このほか、商111、市袋、金問、汗f野の 4名が研修と

して 3ヶJ'I現場に立った。

古l:f谷、箱崎、平津の 3名は95年 4fJ入所組で会.1.120員長

台。も ちろん、総担当初体験。ワカサがI.Ht.::調査だったと

の戸も。 (K)

俗文僻年明1/1997-111 13 



.東院西辺部の調査一第270次

唱 はじめに

平城宮の束張り出し部には、皇太子の居所である東宮

があり、皇太子不在中は東宮・東院・].jt内と称され、内

装に準じる天皇の御在所があったとされている。さらに、

宝屯年間 (770-780) に記録のある楊梅宮も、東宮 ・来

院の地を継承したものと考えられている。文献史料にあ

らわれる束院 ・束内・楊梅宮は、主に饗宴や叙位、仏事

に利用されており、朝堂の記載もみえることから、広い

前庭をもった大規模な施設の存在が想定されている (r平

城報告XIIIJ)。

一方、平城宮東張り出し部の これまでの発掘調査では、

南東附に池を中心とした庭園施設があったことがあきら

かになっている。また、南辺部では、庭国施設とは直接

関係、のない官街があり、奈良時代前半から中頃にかけて

の八省クラスの官街正殿に匹敵する建物追構を検出して

いる。さらに、古墳時代の埴輪窯数基も検出 している。

本調査区は、南東方が第243次(1993年度)、西方およ

び南西方が第43次(1967年度)調査区に一部重複する。

また、北方には、未調査区をはさんで第104次(1977年

度)、第128次 (1980年度)調査区がある。これらの成果

から、本調査区には既発掘区から続く掘立柱遺構の存在

が推定された。

1993年度より東張り出し部南東隅の地を中心とした奈

良時代の庭聞と建物の復原整備が進められており、本発

掘調査は、整備にともなう一般用駐車場建設予定地の事

前調査である。調査は、東張り出し西南部の様相解明を

目的としてお こない、 7月 1日に開始し、 10月17日に終

了した。調査商積は約1890m'て.ある。

なお、本報告では、現在一般的な呼称として用いられ

ている平城宮の来張り出し部を、単に来院と表記し、文

献史料にみえる語には、特に「来院」と rJを付して区

別したい。

14 自宅文研年報/1997-111

2 発掘調査の概要

本発掘調査区は、後世の水路、および調査のために設

定した南北あぜによって、大きく、東部、中央部、西部

にわけられる。調査は中央部・西部で開始したが、追構

残存状況の確認と中央部の遺構との関連を調べるため、

東部を拡張した。

調査地は、平城宮東辺において北からのびてくる丘陵

の西南端部分にあたり、調査区西部から地形が急激に下

がる。しかし、後世の水田耕作により、中央部・西部は

地山である灰色縞混賞褐粘土の直上まで削平されており、

造物包含府はほとんどない。一方、東部は後世の土取り

のため、全面にわたって中央部よりも 60cm-70cmliど削

平されており、遺構が失われてしまった部分も多い。こ

のため、遺構の多くは地山商で検出 した。なお、遺構面

の標高は、最も高い中央部北東方で約64.4m、土取りを

受けた東部南方の最も低いところで約63.6mである。

3 検出した遺構

検出した逃構は、奈良時代の掘立柱建物14棟、雨落溝

l条、掘立柱塀10粂、井戸 l基、土坑 6基、古墳時代の

埴輪棺 1基と斜行構2粂、近代の野井戸 l基などである。

以下、検出遺構とその変遷についての説明をおこない、

その後、埴輪桔について詳述する。

前述のように、本調査区は第43次・第243次調査区と 一

部重被する。ここでは再発捌区ぞ含め、本調査区で検出

した追構について、遺構変遷の時期順に説明する(図

8 )。

奈良時代の遺構

885750 調査区西部北方にある掘立柱南北棟建物で、

東側柱と東庇の柱筋を南から 51l日ぷんを検出した。西隣

の第43次調査では、妻柱を含めた西側柱筋の柱穴を検出

しており、本調査によって身合桁行 9問×梁行 2問、東
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庇っきの建物と判明した。柱間寸法は桁行が10尺、梁行

が9尺、庇の出が9.75尺である。断書IJ調査の結果、身合

柱掘形は段掘 り状になっており、あ る程度の柱位置を決

めて浅い長方形掘形を掘った後、正確に決めた部分を深

掘りしている ことがわかる。東l庇の柱穴は このような工

作がなされておらず、東庇は増築 と解釈した。

S817411 澗査区中央部北方にある桁行 5rUJ以上×梁行

2聞の掘立柱南北棟総柱建物で、 北端は北方の未調査区

に続く。柱問寸法は桁行が9.5尺、梁行が10尺。柱抜取穴

から平城宮土器編年III期の土器片が出土 し、また、炭の

混じる柱穴も いくつかある。

S817412 調査区中央部 ・京都境北方にある析行 6flft以

上×梁行 1JlIJ以上の掘立柱南北棟建物で、西側柱筋と線

通り の柱筋の一部を検出した。束。!IJ柱筋は京都の土取り

によって削平されていると忠われる。柱間寸法は桁行が

9.5尺、梁行が10尺。北方の未調査区に続くが、柱筋力T

SB1741lとそろう ことから、 2棟lま同規模の倉庫建築で、

並立していた可能性が大きし、。

S85720 調査区南西附において検出 した桁行 7間×梁

行 2聞の掘立柱南北棟建物。すでに第43次調査で妻柱を

含めた西半分の柱穴を検出しており、本調査では、東側

柱筋の北から 51mぷんを検出した。柱間寸法は桁行 ・染

行とも 10.6尺。土坑SK17434-SK17436より古い。柱抜取

穴から軒平瓦6721H(平城宮軒瓦編年II-2期。以下、編

年の時期のみ記す)が出土した。

SD5772 SB5720束イJlIJ柱より束 7尺の位世にあるの葉掘

りの南北構。幅li約30cm。茶灰褐細砂が堆積しており、

後述のSB17420やSK17435より古い。南の第43次調査で

もこの講を検出してお り、 SB5720の南 5尺の位置で西に

祈れてSD57121::なる。なお、 SD5712は、第43次調査で検

出した掘立柱東西塀SA5695の北 5尺の位置にもあたる

ことから、 この付近の排水構と考えられる。

S817410 前l査区中央官11にある身合桁行 5HlJx梁行 2問、

北西の桁行 3m1に西庇をも っ掘立柱南北棟建物。柱間寸

法は桁行 ・梁行 ・庇の出とも9.75尺。西の第43次調査で

検出した、掘立柱東西塀SA5735の延長主制ニに南側柱筋を

そろえる。後述の東西;堺SA17413.SA17414と南北塀

SA17416が接続する。当初、酋庇ぞつけていたが、後に撤

去す る。柱抜取穴から軒平瓦6710A(111-2期)が出土。

SA17413・SA17414 調査区中央付近を横断する掘立柱

16 奈文研年明1/1997-111

東西塀。西の第43次調査で西端部を検出 している。 SA

17413は、先述の東西塀SA5735を東に延-長し、SB17410の

南西隅柱にとりつしまた、SA17414はSB17410南東隅柱

から束にのびる が、調査区東部では削平されている。柱

間寸法はいずれも 9.75尺。

SA17416 SB17410の北京隅柱から北方の未調査区への

びる掘立柱南北塀。柱問寸法は9.75尺。未調査区よりさ

らに北の第128次調査区て1立、 この塀の延長線上にいくつ

かの建物の西側柱筋を想定 しているが、柱聞もほぼそろ

うので、 この塀の柱穴とみてよ い。

SA17417 SB17410の西庇の柱筋上にあっ て、 SA17413

から南に5間のびる掘立柱南北塀。柱間寸法は9.75尺。

後にSA17419にたてかえられる。 この塀の柱穴は造物を

ほとんE含まな い。

SA17418 SA17417南端から東にのびる掘立柱東西塀。

調査区東部でも この柱穴は残存し、さらに東方の未調査

区へと続〈 。柱問寸法は9.75尺。SA17417からSA17419に

たてかえるのにともない、西端が東に111日(9.75尺)移

動する。直径約30cmの柱根が残存する柱穴もある。また、

柱抜取穴から、軒平瓦6721Gb(日ト2期)が出土した。後

述する東西棟建物SB17430より古い。

SA17419 調査区中央部にある掘立柱南北塀。SB17410

の南西附柱から南に51l1Jのぴ、 SA17418につながる。

SA17417をたてかえた塀。柱間寸法は9.75尺。この堺の柱

抜取穴は、 SA17417の柱穴とは対称的で、瓦片・石などを

多く含み、 i阿:平瓦6721F(1ト 2期)、6721Ga(11ト2期)

などが出土 した。

S817415 SB17410の束にある 2間の南北掘立柱列。柱

間寸法は 8尺。束に統〈柱穴は完全に削平されているが、

東西棟建物の西側柱筋を検出した ものであろ う。南端柱

を調査区西部のSB5750南側柱筋と合わせる。

S817420 桁行 5間×梁行 2聞の掘立柱東西棟建物で、

調査区西南隅において来半の桁行 2rIIJぶんの柱穴を検出

した。西半は第43次調査で検出している。柱間寸法は桁

行 9尺、梁行 8尺。後述のように、北京隅柱より SA17421

が北にのび、南東隅柱より SA5715が束にのびる。

SA17421 SB17420の北京附柱から次に述べる SA5770

来端柱に接続する 3Illlの摘立柱南北塀。柱問寸法は9.5

尺。柱抜取穴から軒丸瓦6308B 日ト2期)が出土した。

SA5770 SA17413の38尺南にある掘立柱東西塀で、東半



2 t，問分を検出した。第43次調査において西半を検出して

おり、西端は南北塀SA5025にとりつく 。全体で6間で東

端liSA17421北端柱穴と共有する。柱間寸法は 9尺。切り

合いからSB5730より古い。

S817422 SA5770柱筋の東延長上にあり、 SA17419との

間に聞く l 聞の棟門。 柱間寸法は 14尺。 SA5770 との距f~lI~

が4尺、 SA17419とが 5尺をとる。西側の柱抜取穴は、

SA5770東端の柱抜取穴と共有しており、同時に撲された

ことがわかる。 また、柱抜取穴から、 jltf.IjZ瓦672lDa(II 

-2期)のほか、軒丸瓦6282Ia(IIト1期)、軒平瓦6721Gb

(IIト2期)が出土した。

SA5715 調査区南辺に沿う掘立柱東西塀。 SB17420の南

東隅柱から束にのび、南東の第243次調査区に続くが、東

部では削平されているらしく、柱穴が迫;存しなし、。柱間

寸法は 9尺。

S817423 調査区西部中央、 SA17413の南にある桁行 6

間×梁行 2聞の掘立柱東西棟建物。桁行を二分する位置

に間仕切の柱穴がある。柱問寸法はややぱらつきがある

が、 おおむね桁行・梁行ともに5.5尺。後述の井戸SE17445

よりも古〈、 SA17417よりも新しし、。

SA5740 調査区西辺守縦断する掘立柱南北塀。すでに

第43次調査で検出しており、今回はその再発掘をおこな

った。南端は第243次調査で検出した単廊SC16245に接続

し、そ こか ら本調査区北方の未調査区へのび、さらに北

の第128次調査区でも検出している。柱間寸法は10尺。

SB5730に切られる。

S817430 調査区東部南方にある身舎桁行 3間以上×梁

行3問、南北庇っきの掘立柱東西棟建物。柱問寸法1i桁

行・梁行・庇の出いずれも 10尺。身合の柱穴に比べ、庇

の柱穴はやや小さく i支L、。調査区東部ではかろう じて身

舎の柱穴が残存している程度であり、東方の未調査区へ

続いている。規模や泣椛残存状況か らみて、ある時期の

正殿と考・えられる。後述するように、 この建物の北にあ

る東西棟建物SB17450、SB17440と柱筋をそろえる。切り

合いからSA17418より新しい。

S817450 調査区東部北方にある身合桁行 2間以上×梁

行 2問、南北庇っきの掘立柱東西棟建物。身合音11分に西

庇があるが、これは増築と考えられる。柱間寸法は、桁

行 ・梁行・南北庇の出・西庇の出とも全て10尺。自IJ平著

しい調査区東部でも、抜取穴までしっかり残存している。

身舎およ び南北庇の柱穴揃形は、約1.5mの隅丸方形て、

直径約35cmの柱根が追存する柱穴もある。一方、西庇の

柱穴は、身合および南北庇の柱穴に比べ、小さく浅い。

しかし、この柱穴は身舎と柱筋がそろい、距離も 10尺と

計画的な こと、平側に庇をもっ切妻造建物の場合、妻側

仁庇を増築しようとすれば、屋根勾配を確保するために

身会部分にしか庇をつけないことは十分に考え られる こ

と、身舎および南北庇柱穴との規模 ・i奈さの差は、増築

と考えれば解釈がつくことから、月IJの建物の西側柱筋で

はなく、増築した西庇の柱穴と理解した。後述するよう

に、 SB17450のi*i12尺の位置には、 SB17440が、さらに西

40尺の位置にはSB17460があり、いずれもこの建物と柱

筋をそろえる。これら 3棟は周到な計画の下に建設され

た様子がうかがえ、この区画の中心部を構成する建物群

と考えられる。また、 SB17450とSB17440はSB17430とも

柱筋をそろえる。

S817440 制査区東部 ~I-I央にあ る析行 2 間以上×染行 2

聞の掘立柱東西棟建物。 柱H，~J寸法は、桁行10尺、梁行 9

尺。柱穴櫛形は約0.9mのli同丸方形で、 S817450柱穴同

様、抜取穴まで桟存する。S817450と柱筋をそろえ、 12尺

離れる。S817450の前殿 と考えられる。

S817460 調査区中央音111:西部の境にある桁行 7間×梁

行 21UJの掘立柱南北棟建物。柱問寸法は桁行が10尺、梁

行・が9.5尺。この建物はS817450・SB17440と40尺離れ、

北側柱筋をSB17450の北庇柱筋、南側柱筋をSB17440の

南側柱筋にそろえること から、 この2棟に対する脇殿と

考えられる。 しかし、柱穴はこれらに比べると 浅く、特

に南北二本の妻柱の柱穴はごく浅L、。妻柱のみ礎石建ち

とした可能性 もある。 この建物の柱抜取穴からは、平城

宮土器編年IV-V Jmの土器片が出土した。

S85730 調査区西部南方にある桁行 9 1l~J x染行 2聞の

掘立柱南北棟建物。第43次調査区の東辺に東側柱筋の柱

穴がかかってお り、本調究では、再発掘を含めて建物の

東半分を検出した。柱問寸法は桁行が8尺、梁行が9尺。

調査区西宮11南方の遺構群の中では最も新し L、。柱抜取穴

から平城宮土器編年IV-V1Ulの土器片が出土 した。

SE17445 調査区西部南方にある井戸(図 9)。周囲に葉

掘りの排水柿:があり、北西部から西に排水していたらし

い。ヂ|二戸枠は残存せず、断而観祭て]立、掘形の痕跡がほ

とんどなく、抜取穴が掘形をほぼ破壊して井戸枠を抜き

衆文田f年明1/1997-111 17 



Y-18.025 .025 .024 Y-18.023 

63.∞m 

園排水iW時上

Jt-il怜抜J({穴埋上

・t世形妓 1:・1也111
図9 井戸SE17445断面図 1 : 60 

取ったように見える。 しかし、発掘時の濁水も少なかっ

たことからみて、掘削したのみで弁戸 tして使用しなか

った可能性もある。井戸型土の造物には、瓦・土器・桧

皮などがあるが、全体的に註は少なく、廃棄され底部に

地秘したような状況ではない。瓦は軒丸瓦6285A(II -1 

期)から、軒平瓦6760AOV-2期)、「理」の芸IJ印をもっ

瓦片 (V期)まで、 II- V期のものが混じっている。土

器は土器編年IV期にあたるものや緑豹11陶器片があるが、

立は少ない。盤tli:土総については造物の項でふれる。

SK17431・SK17432 調査区中央部南方にある瓦制。粁丸

瓦6282Ca、6284Ec(いずれも II-2期)が出土した。

SK17433-SK17436 調査区西部南方で検出したごみ捨

て穴。多量の瓦片、 土器片が出土 した。軒五はII-2期か

らHト2期にかけてのものが多い。このうちSK174341ま、

埴輪窯の窯壁ら しい赤〈焼けた粘土の残骸を多量に含ん

でいた。これらの土坑はすべてSB5720、SA17421より新

しく、 SB5730より古い。

SX17438 • SX17439 調査区西部中央付近にある土坑状

遺構。L字型・コ字型に布掘りした後、その中に重複して

小穴をいくつか掘っている。性格不明だが、怖にとも な

う迫椛の可能性 もある。

古墳時代の遺構・その他

SX17455 調査区中央部南方にある円筒埴輸を柁とした

古墳時代の埋葬施設。後に詳述する。

S017456・S017457 いずれも古墳時代の紫掘りの斜行

部。 SDl7456は埴輪棺SX17455の北にあり、 SDl7457は調

査区西部北方にある。いずれも幅10cm-15cmて‘ある。

SDl7456は両端が削平されているが、南京方の第243次調

査区から続くものと考えら れる。第243次調査では、埴輪

銭に伴うと思われる粘土塊SX16282を検出しており 、 '
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うした埴輪製作関連施設からの排水溝の可能性がある。

SK17458 調査区西部南方にある浅い土坑。瓦はなく、埴

輪j守、古墳時代の土器片のみを多iiiに含む。古墳時代の

ごみ捨て穴であろう。

SE17446 調査区中央部北方にある近代の野弁戸。

4 遺構の変遷

以上、記してきた遺構は、古墳時代の土坑 ・埴輪棺・

斜行部、近代の野井戸を除き、すべて奈良時代の泣桝て‘

ある。これらは、大きく A-El切に分けられる(図10)。

A期 奈良時代前半。A1.A21切に分けられる。第43次

調査で検出した掘立柱南北塀SA5025とSA5745を、東西

塀SA5735を介 して鍵の手状につなぎ、東院の西限ぞ匝|

す。一方、 南方の第43次・第243次調査で検出した掘立柱

東西i})fSA5695そこの地区の南の区画塀とす る。

A1 期は、 SA5745の束10尺、 SA5735の北30尺の位置に

SA5745と柱筋および柱間寸法をそろ えてSB5750をたて

る。この時点ではSB5750に来庇はない。

A 2 J切は、調査区北方ては、同規模の総柱建物SB17411

とSB17412を東西に並立させる。 2棟の建物のIIIJI痛は20

尺で¥さら にSB17411とSB5750との間隔も20尺をとる。

SB17411の梁行 も20尺であり、 SB174111:SB174121ま、

SB5750東側柱筋を基準に計画的に配された こと がわか

る。しかし、柱筋、柱間寸法が一致しない ことから、 SB

57501:同時期の建設ではないと考えられる。一方、調査

区西部南方には、 SB5750と西側柱筋をそろえてSB5750

の南60尺の位置に SB5720をたてる。また、SB5720は

SA5695の北10尺に位置する。SB5720の柱間寸法が10.6

尺と不自然な数字なのは、上記のよう にして桁行会長ぞ

決定した後、それを柱間数で等分したため と考えられる。

このSB5720の設計手法はAl期のものとは異なるため、

造営l時期をA2期と判断した。SB5720の東約 7尺の位置

には、雨予寄稿SD5772がある。SB5720の来てはSA16251が

SA5695から北に 2問分のびる。

B期 奈良時代中頃。B1.B2.B31切に分けられる。 B

期は、束院の西限を区画する塀はA期のままで、間査区

中央部にSB17410をたてる。SB17410には、南側位筋に

SA5735の延長である東西塀SA17413を接続させ、さ らに

SA17414を京にのばす。また、北京隅柱からはSA17416ie

北にのばす。SA17416はAJ切から存続する南北塀SA5745
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とともに、東西78尺の区画をつくる塀と考えられる。 こ

のSB17410を中心として、これにとりつく塀で椛成され

る区iilllがBJUIの刊-裕となる。なお、 SB17410とこれに取り

付〈塀SA17413・SA17414・SA17416-419は、位問寸法

がいずれも 9.75尺という完数値にならない単位寸法を使

用 しており、これらの造営は一連のものと考えられる。

また、 AJUJから存続するSB5750の東庇の出も 9.75尺であ

り、この時期に増築したものと考えられる。

BUUJ は、西庇っきのSB17410をたてて塀がとりつく

tいう BJ切のfl'佑をつくる。SA17413から南にSA17417

をのばし、南端でおれてSA17418が束へ続〈 。一方、

SB5720/:: SB5750はA2期 の ま ま だ が 、 南 の 区iilll~肝

SA5695を利用して 11i廊 SC16250に改変する。 また、

SB17410の京には、 SB5750と南側柱筋をそろえて東西棟

建物SB17415をたてる。

B 2 JUJは、 SB17410の西庇を撤去し、 SB5750に束庇を

つりる。 これにともな っ て、 SA17417を9.75尺束の

SA17419にたてかえる。

B 3 J闘は、調査区南西部を大きく改作する。東西棟1&物

SB17420をたて、その南側柱筋を束に延長してSA5715を

つくり、南の区画塀とする。 またSBl7420北京附柱か ら

SA17421を北に 3IiIJのばし、 SA5025より*にのびる

SA5770と接続させる。SA5770、SA5025、SA17413、

SA17419で四われた内部に、 1m仕 切 りのある小組物

SB17423をたてる。SA5770の延長線上、 SA17419とのIiIJ

には、初H"JSB17422をたてる。SA17413より北{JlIJの区画は

B2則のまま存続する。

C期 奈良時代後半。 BJUJまでの建物のほとんどを改変

する 。 SA5025 . SA5745に代わって、掘立柱南北.Iff~SA5740

をつくり、来院の西限とする。SA5740は南端て掘立柱東

西lji廊SC16245に接続させる。 SC16245は新しい南の区

画施設となるが、 SA5740以西は東西塀SA5710となって

SA5025の伐存部分に接続する。一方、 SA5740の束170尺

の位置には南北塀SA16260をつくる。 SA5740、SA16260

の剥l線は北に行くにつれて来に振れており、 SC16245も

束で南に若干振れている。 この区画の中に適当な主l!物は

みられず、空附I也であったと考えられる。SC16245の南に

は孤立柱東西側{辿物SB16276がある。

D期 奈良H制t後半。それまでの建物を全て撤去し、南端

部の第43次 ・第243次調査区に南北塀SA5765、東西.lfff.
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軒丸 E 軒平 E 丸 E 
形式種 :点数 形式 種 :点数 ffi1il: : 219.7kg 

3 I !点数 ~ ----1)ii6 6132 A : 1 16663 A : 
6135 A 1 I 6664 F : 1 平 瓦
6282 B a ; 1 I 6691 A : 3 ffiill: : 749.4kg 

Bb: 1 I 6719 ? : 1 E ・・・・7・・ーーーー....-... 

Ca 1 I 6721 C : 2 
点数 ・ 4.734 

E D . 3 主導

H 2 E : 1 illi主・ 61.8kg 
ーーーー-r-------_-_---l

I a ; 3 F b: 1 点数 ・ 55 
? 

' 
1 G : 17 凝灰岩

6284 E 5 H 3fill.批 : 7.0kg 
6285 A : I ? 5 r-.;;.-，.-;;r--
6304 ? 1 I 6732 C 

l 点数 ・ 6 

6307 A : F 1 道具 ・その他

6308 A a : 2 I 6760 A l 刻印丸瓦「理J:3 

B 2 
? 
. 

l 

6316 s 
型式不lリl 4 . 
11'1ll巴 1 
軒丸瓦Jt・ : 31 軒平瓦;11 : 43 

表3 第27Oi.欠調査出土瓦白書類集計表

SA5705/::雑合SB16277をたてる。京院の酋限を区画する

胞設がなく、 D期はE期の建物を造営するのための過渡

的なl時期 t考えられる。

E期 奈良時代末期。最も整った1&物配置をみせる。南北

築地SA5760をつくり、束院間限の区iilll塀とする。これま

で南辺にあった区画施設を撤去し、南方の未調査区を一

体とした土地利用をする。調査区南東には身合梁行 3[，旬、

東西棟の正殿SBl7430をたて、その北には正殿と柱筋を

そろえて正殿クラスの東西棟!&物SB17450をたてる。

SB17450には前殿SB17440、)J仏殿S817460を付属させる。

また、築地心より束に20尺の位置で、 S817460の南20尺、

西20尺の位置には、南北棟!ill物 S85730をたて、正殿

S817430に対する脇殿とする。 S85730の束には井戸

SE17445~掘る 。 正殿を桁行 91:11 /::椴定すると、築地心か

ら正殿心ま での距離は150尺。SB17450は後に西庇を増築

する。 (箱崎和久/遺構)

5 出土遺物

全体的に造物の註は少な L、。 これは本調査区において

は泣物包合府が大き く I~IFJZ されているためであろう 。

瓦Jl~類

瓦I導要Jiは本間査区内から多祉に出土しているが、軒瓦

は少ない。数誌を表 3に示す。1.1'1土追構lま西部南方の土

坑群のほか、 SA17418、SA17419、SB17422、SE17445が



ある。型式月IJに見ると、 {也より数誌がやや多いものに、

6721G型式があるが、 こ れは平城宮粁瓦編jl~III J切に同し、

本調査区から 出土したものは全て直線電nで、ある。なお、

東院地区の版発掘調3!f(こおいて出土の多い緑fdl瓦は、本

調査区てはIJ'，土しなかった。(清野孝之/考古第3) 

土器・ J也給

茶T!I時代の土器はSK17435、SE17445など.から出土し

ているが、制片「が多〈特鎖すべきものはなL、。 また、古

墳時代の造物には、埴輪片、土器片が多いが、いずれも

完形、またはそれに近〈復原できるむのはほとんどない。

これらはSK17458からの出土が最も多〈、ついてそのI.'i!

辺の土1itl洋である。数は少な いが、 SE17445や建物の位穴

からも .'1'，土して いる。I直姶結SX17455とそのIJ'，土地物に

ついては後に述べる。

邸宅i:土協は、 SE17445から計 9点が出土した。このうち

釈説できるのは、転用硯とした須車、総杯B荒の裂に、 rJJ券

!跨」とある l点のみである。 (山下信一郎/史料)

6 まとめ

建物と建物配世の特徴

A期 i立柿の数も少なく性絡む不明だが、倉庫!&築と

南北塀に沿った南北棟建物の存在に注目すれば、ある円

前械の周辺音11である可能性が大きL、。

B期 特mすべき雄物はな いが、建物配出は特徴的で

ある。すなわち、長L、!})(:. 111廊によって大きな区間をつ

くり、その'1'で建物の壁を塀としながら、短い塀によっ

て小さな区匝|をつくるという点である。これらの小区間

および雄物の機能 ・性絡については、小区画が調査区内

で完結している部分が少ない こともあって、あきらかで

はない。このような挫物配置は、平城宮内でむ類例が少

なく、内車内の周辺殿舎地区に若干み られる (r平城報竹

山IJ)が、その性絡についてもあきらかではな L、。 ここて‘

は、官術中心部分の儀式的区画に対する実務的色彩の強

い区闘と考えておく 。

C期 出liと!Jff.で区i匝|された空間があるのみだが、 これ

は発掘区がこの区画の前嵯部分にあたるためであろう。

したがって、 CJUJのこの区画の中心部は本関空t区の北)J

にあったと考えられる。BJ閉および後述する EJ切の!&物

配置が内泌に類似する点がある ことを勘案すると、 CJUI

の広場1;1:、奈良時代を通じ て広場であった内誕の東南区

画に類似するものとも考えられる。なお、 2粂の南北塀

SA5740とSA16260の東西師170}くは、 『平城報告XIIIJ:が述

べる IIJtH- IV期(聖武)i!JJ- ì!;~仁);1)1)における内泌の京区

画の東西帽に近い。

D期 前述のように、 EJUJの挫物造営のための過渡的

なl時期と推定できる。と ころで「来内Jの訟は、 『絞円本

紀』の、 fll'議長芸元年 (767)12月C3年 1Jiに記載があ

る。元年12月9日粂には「jit東!λl次官fJが任命された記

事がみえ、 このころ「京内J の造営がおこなわれていた

t考えられる。本調査の遺構変濯において、その時期を

考えるならば、 DJ切にあてはめる ことができるfごろう。

E期 調査区南東に身合梁行 311¥1南北此っきの正殿

SB17430がある。身会梁行 311¥1の掘立住!&物の発掘例は、

.IIL城宮内では、内装正殿(来四十点、凶im此、第IV}UJを除

<>、内装第 1J明(元町J-元正j;リj)の御在所正殿(東西

版、四WffJiE)のほか、通称、第一次大極殿地区のSB7150(東

西棟、四国庇)、第二次靭jjt院東部一堂の下j市立構(南北

棟、凹fffiJ.庇)がある。また、長岡宮の第二次|λl謀、*宮

の正殿(東西棟、凹而庇附欠き)も身合梁行 311¥1である。

さらに、平城上皇の内裏と考えられている平城宮第一次

大極殿地区第IlIJ切のSB6620(東西棟、 l山而庇)がある。

一方、平械京内て.は、 左京三糸二幼の公民=EJ5II'llうた内草11

の正殿(来四棟、南北庇)があり、右京三条三坊八坪の

正殿 ou凶棟、商庇。奈良iIl257-1次W.'iJj!t、 1992年)も 、

位11¥1寸法は小さいが身合梁行 311¥1の例である。このよう

に、身合梁行 3IHJの建物の発掘例は少ないが、いずれも

正殿クラスの絡の高い建物で、|よl磁正殿にはよく用いら

れた規模である ことがわかる。さら に此のつき方にj主討

した場合、 ÎJ誕のような凹I(II此正殿のほうが給上で、右

京三粂三坊八坪の片庇正殿は絡下といえる。 そうする L

今回検出したSB17430は、身合梁行 31l¥lでかなり絡の高

いも のであるが、南北J.ttであることを考えれば、内装正

殿に次ぎ、長屋王邸正殿 t同クラスの建物という こと が

できる。

また、 この11寺J切の建物配世をみると、本調査区東部お

よび東隣古11分がこの区rrmの中心部て¥ この区jiITlは雨に広

がっていた t推定される。iiij述のよう に、.iE殿SB17430を

桁行 9111Jと推定すれば、その心から築地SA5760までが

150尺tなり、 この区l事|の来阿川は300JO;;!の規模を有して

いた ことtなる。 この区同の性絡の判明には、本調査区
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の南および京の発掘調査成果を待たなければならない。

しかし、 この区画の規模、 身合梁行3間の正殿SB17430の

存在、また、その背後にもう 一つの正殿クラスの建物

SB17450を配置する点、この 2棟の建物がそれぞれ脇肢

をもっ点などは、 『平城報告XIIIJが記す平城宮内装地区の

内装正殿 ・御在所正殿の建物配置に類似する(ただし、

内裏正殿 t御在所正殿の!日jにはII期以降に区画J界が設け

られている)。すなわち奈良時代末期には、内裏に次ぐよ

うな重要な区画がこの付近にあった t考えてよ かろう。

周辺の既発掘区との関係、

①第243次閥査区との関係 本調査区南東方の第243次

調査区 とは、C期 まで単廊、塀仁よ って区画されており、

本調査区 tの直接的な関わりはうすいと考えられる。第

243次調査の所見ては、 奈良|時代前半の本調査区南方を、

東西に細長い大規模な役所と恕定している。本調査区が

B1切において、前述したよ うな実務的色彩の強い空IUIc 
考えれば、そのような官街に付随した区固と理解するこ

ともで‘きょう。一方、 E1UJには、第243次制査区の西宮H
一体にな っ た、大規模かつ絡の高い区画を恕定て.~る 。

奈良時代末期には第243次調査区西宮11の泣桝の密度カ川、

きくなることから、本調査区で検出した区画の前庭にあ

たる可能性があろう。

②第128次胴査区との関係 本調査区の北方、未調査区

を隔てた第128次調査区は、奈良時代品末期に南北築地を

つくり 、大型の弁戸を掘って区画内を整備している。ま

た、 「大!陪j r蝶所」 等の器担:土器が出土 しており 、調査

所見では、「京院に付属する台所的な役目を担う官街であ

った可能性Jを示唆している。第128次調査で検出した南

北築地とは、 SA5760の延長部分であるから、この井戸の

時期は、本間査におりる遺構変遷E期にあたる。前述し

たように、 E期の建物配置は内喪中心部に類似する。こ

のよ うな内説的建物群の北側に厨的空HHがある とい う構

成は、 平城宮中央部の内装と内n普司の関係に類似してい

る。また、南北築地SA5760の他、 A期-B1切にかけての

南北塀SA5745、B期の南北塀SA17416、 CJ倒の南北jJf~

SA5740は第128次調査区まで辿続すると考えられる。す

なわち、本調査区は奈良時代営通 じて第128次澗査区とは

密接な関係があり、その末期にはきわめて関係の深い重

要な空間 と考えられる。

22 奈文研年偲/1997-1J1

奈良時代における本調査区の様相

本調査区では、 奈良時代前半の遺構fi.少ない。また、

第128次開査の所見では、本報告でAJ!JJに比定した南北塀

SA5745も奈良時代初頭までさかのぼらない。したがっ

て、 この付近の本格的な土地利用は、平械遷都よりかな

り遅れる可能性が高い。一方、 E1切に重要な機能をもっ

た区画があ らわれてくる ことを考慮、すれば、それ以前も

軽視すべき区画ではないと考えられる。すなわち、 E期

以前の挫物配置にも、内装中心部をとり まく建物群との

類似点がみられるのであり、 E期にあらわれるような中

心部周辺の建物群てあった可能性もある。いずれにして

ら、本欄査区に限れば、奈良時代を通じて時期ごとにそ

の機能守変えていった地区と いうこ とができる。

なお、*院正殿と目さ れ、瑠璃瓦をま~:いたという 「来

院玉殿」は礎石建物であったと考えられる。しかし、本

調査区では礎石建物は検出きれなかった。これは、後世

に完全に削平されていると考えることもできる(調査区

東部は後l止の土取りに よって、完全に削平されていて礎

石建物の存否は不明)が、自1I平といっても雨落溝SD5772

が残る桂度の削平であり、礎石そのもののみならず、根

石や礎石建物にとも なうと考えられる基担の痕跡も全く

ないことから、礎石建物は存在しなかったと考える方が

自然である。また、瑠璃瓦と いわれる縁粕瓦が出土しな

いこ とからみても、本調査区と「来院玉殿」 との関連は

うかカfえない。

文献史料や出土資料にみえる「東宮j r来院j r束内」

「楊梅宮jCの関連は今後の検討課題であって、今後の周

辺地区の発掘調査によ って、本調査区の性格がつかめる

ことを期待する。 (箱崎和久)

7 値縞棺 (SX唱7455)の調査

本調査区の東南部で鰭付円筒埴輪 2本等を使用した古

墳時代の埴輪柁を 1基検出した。周辺には、南西に第43

次調査で検出 した古喰時代の方墳 1基、南・南東に第243

次調査で検出した古境時代中期以降の埴輪諜 5基が存在

すんまた、佐紀盾列古墳群東群が北方に並び、その一

部は平J.IJX宮内に埋没して いる。

遺構

墓壌 周囲は地山岡まで削平されており、埴輪棺も 、円

筒形の柑の上半部は会〈残存しておらず、下半部のみを



検出した。墳丘等の外部胞設は削平のため、確認できな

かった(図11)。

基販は地山を掘り込み、基機長172.5cm、幅54cmで、 i奈

さは約18cm残存していた。平而形は長時阿)1ヲを呈し、ほ

11:"東西に主車111をとるが、西IJ!IJがやや北に振れている。

基峨内には場所に より j早さを変えつつ控褐色粘質土が

敷かれており、その内側 に茶灰色粘質土が約1.5cmの!立さ

でほぼ均等に張られて、柁周囲ぞ駆っていた。日IIj者は松・

の市さを調節するための世ニ仁、後者は柁を被援する粘土

であろう 。 また、桜褐色粘質土中には埴輪片が数点含ま

れている。

棺 鰭付円筒埴輪を2*、東西に並べて使用していた。

説明の便宜上、西{JlIJを酋柁、東{J!lJを東柁と l呼ぶ。凶;fr;は

わずかに残存する口縁音Ilを束に向けて いた。路部は端部

を折りとって、 lよぽ垂直:に立てた状態で納め られていた。

束柁も、埴輪の形状から兄て口縁部イJ!IJを来に向けていた

ことがわかる。鰭苦11はほぼ水平に納められていたが、北

側は削平を受け、 金〈残っ ていなかった。束、西柁の端

li接するように並べられ、 一方を他方の ~I:I に差 し込んだ

形跡はなかった。 柁lま、東に行くに従t、徐々 に市くな る

ように墓峻内の置 き土の市さを調節し て納め られていた。

西給の西端は朝顔形埴輪の口縁告11の一書Il{t>使用して端

仁可

X -145.665.5 

ギ1M凶小の

01まれril勾ガラス小ヨi

口は桁内tT玉
.Ita掛買い1;ゲラス小 E

.は蕊嫌I);JTI"T

のnJ，土位低を示す

Y-18，016.0 

部を閉塞していた。束棺の:w:端は非常に残存状態が悪〈、

端部を 1!l1~するように垂直に立てられた埴輪小片が残る

のみである。

副葬品の出土状況

松i内より管玉 l点、カヲス小玉 2点、枯[下の墓織内よ

り管玉4点、ガラス小玉2点、 墓域外より管玉 3点が出

土した。基峻外出土品l立、 I直輪柁'に隣接する位置か らt171

土。周辺には玉1況を出土するような造椛 もなく、棺内や

事機内出土品 と大き さ、形態、素材が共通する ことから、

元来、 I直輪柁にともなうものであったと考えられる。

ぬ[内の玉野iは、東i柏: f.Hfl~' :U.とよ り管玉 l 点、ガラス小

玉 1点が、 i!S柁と束柁の中IIHから管玉 1点カ:/J'，::1二してお

り、全体的に東側に偏る傾向を示す。柁は西側の方が低

〈、造物がより良好に残存する条例二を備えているが、西

側には全〈 副葬品が認められない こと から、もと もと京

{J!IJ に副葬品が多カ・った可能性が正~:j l、。柿下の墓域内の玉

類も、全体として墓機の京{JlIJに偏る。柁下は撹乱されて

おらず、1:'ぽ原位置をナ保っていると考えられるが、玉類

には向色、 市さにま とまりがなく、ばらまいたような状

況を呈する。

造物

植輪 (図12の1・2) 柁に使用された鰭付円筒埴輪 2本

H=64.30m 

.1匹以色村i~'í i : .t笠ト同色*1;質:1:

図11 煩輪mSX17455平面・断面図 1 : 15 
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図li? 短編僧 (SX17455)出土遺物実現IJ図(1・i? 1: 8， 3-6 1: i?) 

と、西村の西端部を閉塞していた朝顔形地絵、東棺の東

端部を|羽饗していた埴輪j午、 基境内から出土した埴輪片

がある。いずれも土師質で、一部に黒斑が桟る。

東松に使用された鰭付円筒埴輪(1)は、口縁部、底部

を欠き、 6段分の約半分が残存する。色調は明褐色。残

存高66.5cm、復元径31-33cm、器壁厚約1.2cm。各段の高

さは、 14cm前後てi.iぽ一定 している。長方形のスカシ孔

を一段おきに 2方向に|持lけていたものと思われるが、残

存する最も下の段には、長方形のものより上辺の長いス

カシ孔がわずカ・に残る。これは三角形か半円形のスカシ

孔であったと思われる。外而 2次調整には、ストローク

の長い ヨコハケがみ られ、内面調整l.;t.ユピナデをおこな

うが、 一部タテハケを施す。外商には赤色顔料を塗った

痕跡がある。突幣の断而形lま端部の突出する台形である。

西柁に使用された鰭付円筒埴輪(2 )は、 1段目の一

部 t， 2 -4段固までの約半分が残存する。色調は白檀

色。残存高45.7cm、復元径約30cm、器壁厚約0.9cm。各段

の~::j~ は、 15.5cmでほぼ一定しているが、最上段のみ 8

cmである。口縁部iま大きく外反し、端部を指てなでる。

スカ シ孔は長方形で、 一段おきに 4方向に附けていたも

のと忠われる。外而調整は、タテハケ後、ハケメをなで

消し、内而淵監はユピナデを?施す。外而には赤色顔料を

塗った痕跡がある。突'H-}の断而形は端部が突出した台形

で、埴輪総控外Tlliの、突4停を張り付ける位置には棒状の

工具で断続的に擦痕をつけている。

朝顔形埴輪は、口縁部の一部のみ残存する。東側端部

24 ~詩文研年報/1997・111

に当てられていた埴輪片は束柁と、基境内か ら出土した

埴輪片は京総・西棺と同様の特徴をもち、一部、東棺 t

接合するものもある。

これらの埴輪は、いずれも古境時代前期末葉か ら中期

前葉の特徴を備え、大きな時期差はない。 また、柁使用

地輪t類似した特徴を持つ埴輪が佐紀盾列古墳群束群や、

第243次調査で検出した埴輪窯で確認されており、埴輪捻

の時期および立地から、 これらとの深い関わりを推測で

きょう。

玉類(図12の3-6) 管玉7点、 Jゲラス小玉6点が高IJ葬さ

れていた。管玉はいずれも緑色凝灰岩製で、長さ1.6cm程

度、径0.6cm程度の小型品(5 )、長さ3.0cm程度、径0.9

cm程度の中型品(4 )、長さ3.4cm程度、径1.2cm程度の大

型品(3 )に分けられるが、大きさによる使い分けはみ

られなかった。ダヲス小玉(6 )は、いずれも径0.5cm、

厚さ0.2cm程度である。

まとめ

埴輪松・の時期は特定材料となるような副葬品を欠くた

め、推測の域を出ない。 しかし、埴輪カfいずれも短期間

の内に製作されたと考え られること から、埴輪が製作さ

れた時期しその埴輪を柁と して利用したl時JVJに大 きな

隔たりはないものと推定できる。また、 玉類の出土数が

多いことが注目される。埴輪柁に叶13点の玉野iが副葬さ

れた例はほとんEない。全国的にみても京都府金比緑山

古墳例に次〈ーもので、埴輪粕・としては異例のことである。

(清野孝之)



.東院園池地区の調査一第271次・第276次

t 第27唱次調査

はじめに

来院園池地区の復原事業に先立ち、水田の畦目半、皇道

など、第44次および第99次調査において未調査地 として

残されていた部分を調査 した (図14)。

畦畔昔[1は第44次と第99次調査区の間に残された幅 3m、

延長45mの東西に長い区域で、ここには国池の東岸から

中島中央部が合まれる。闘池の遺構は奈良時代前半期の

下層泣構と、奈良時代後半期の上層迫構の 21時期の遺構

が重複 していることが、これまでの発掘調査で明らかに

なっていた。しかし、 この地区における最初の調査であ

った第44次調査の時点では上府と下層と いう2時期の悶

池の存在を確認できず、調査は上!日園池の検出で終わっ

ていた。その後、第99次調査では、 下層園i也を発見、上

層泣構の調査後に上!日追構をとりはず し、 下層遺構I面ま

で下げている。今回の調査地は両調査区も含めて、両調

査区を再発掘する形でおこなった。したがって、今回の

調査地をはさんだ北似IJの第99次調査区では、上層のi州浜

喋敷きははずされ、下j百回池の池底、つまり地山の砂層

面が露出し、南側の第44次調査区では上層国池の治r浜牒

敷き面が露出していた。

ところで、国池の復原計画の基本は奈良時代後半期の

上層遺構を展示することにある。景石lま泣榔を合成樹11旨

Y: -17.826m 

て強化し、露出展示する。 j州浜喋敷きは第44次調査区の

ように上層追構を残して いる部分ては、上層のi分|浜際敷

きの上に新 しい喋敷きを10cmの厚さで敷きつめ、この新

しい喋敷きを展観に供する。つまり、上暗礁敷きが残っ

ている部分てはこ れを地中に保存した上に、上層喋敷き

を再現するという考え方である。したがって発掘調査も

できるだけ上層追構を残す方針で臨んだ。下層泣構につ

いては要所に 卜レンチを入れ、確認するにとどめた。こ

の下層地構確認調査は第276次調査の一環として次数を

改めて実施したので本報告 とは分けて記述する。

検出遺構の状況と出土遺物

上層圏池 上周囲池SG5800Bの追構は畦畔下にあり、保

存状態は良好であった。幅 3mの範囲ではあるが、 この

中に東岸立ち上がり部、池Eまの喋敷き、および中島中央

部が合まれる。

東j字立ち上がり音I1は、図13のように池底の緩やかな立

ち上がり につづいて、東岸斜面が約35%の急勾配で立ち

上がる。東岸斜面が終わるとその外側は、 liぼ平坦な商

が東而大垣までつづく。この平坦而にも喋敷きがなされ

ている。喋敷きは東I同大垣西雨落溝の西{J!IJに残る喋敷き

に連続するものと考えられる。j姉|浜の外側に広がる際敷

きは、第120次調査や第276次調査などでも部分的に検出

し、また閏池北側の第110次調査では閲池に付属する建物

の周囲に敷かれた喋敷きを確認している。これらのこと

Y: -17.824m 

H: 61 .6m 
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を総合すると、大垣 t板塀で固まれた閑池空間の地表は

植栽地などを除いてすべて喋敷きで盟われていた可能性

が高い。

敷かれている礁は、 i也底では比較的小さL、。径 5cm 以

下の喋を主体に、径 5-10cmの喋が混ざる。 しかし、東

岸や中島の斜面部は少し大きくなり、径 5-10cmの喋が

目立つ。i外|浜外側の喋敷きは径 5cm以下の小礁を多〈 含

み、表面の仕上がりもやや粗い。

中島は東西11m、南北 9mの大き さである。残存して

いる中島の高さは池底か ら約40cmてあったが、 これは本

来の高きではなし、。中品中央部にはj州浜際政きが残って

いなし、 。 I~IJ 王子された結果であろう 。

長石は東岸およ び中島の斜面部に径50cm以下の小さな

石が全部で11石残っていた。石質は安山岩 5石、花節i岩

系 4石、すャー トl石、 j容結凝灰岩1石であった。

東面大垣地区 東商大垣は南北延長20m分が里道下に未

発掘地として残っていたのでこの部分を調査 した。

京商大垣の初土自体lま失われていたが、大垣の断ち書IJ

り調査によって大垣から大垣基壇にかけての掘り込み地

業を確認した。掘り込み地業の隔は3.3m、i奈さは15cmf<f.

Eてあった。復原される大垣基底音11の幅は約2.7m( 9尺)

であるから、掘り込み地業は、 i<f.ぽ大t亘書Il分にとどま っ

ていたことになる。大垣に関連する追構として、他に西

雨落球iを検出した。西雨落講の側石lま抜き取られていた

が、底石は部分的に残っていた。!底石は玉石を 2:yIJに敷

き並べたもので、幅は40cm強。西側消.の西側、つまり庭

園内部には前述のよう にー而に礁が敷かれている。

遺物 若干の瓦 とごく少量の土器が出土した。i肝瓦は 7

点、平J成宮瓦編年の II-IVJtI'J (奈良時代前期~中期) の

もので‘あった。 (高瀬要一/計測修景)

2 第276次調査

はじめに

第276次調査は、第271次調査に引き続き、 JR院国池地

区の復原整備事業に先立ち、遺構解明のために行った。

調査区は以下の 3 カ所に分かれる。①I~l央建物西側地

区の制査 (約180m')、②第44次調査区で残した水田の畦

畔部(約90m')および第44次調査区の精査 (約680m')、

③下府悶池の補足調査。①は第99次調査区の西、第120次

調査地区の北にあたり、第120次調査で検出した南北塀や

南北端、池i州浜の状況確認を、 ②では南而大垣の泣構確

認をそれぞれ目的とした。③では下!苦闘池 (SG5800A)

の状況や下層l盟池造成前の掘り込み地業 (SG5800C)の

確認を目的とした。

中央建物西側地区の調査

中央建物西側地区の東宮!日南部には法務寺の集落から

がH 近現代の水路SDl7569があり、第99次調査区・第120

次調査区との境をなす。i!Wの屈曲点に掘削さ れた近代の

町・井戸 (SE17568)とともに奈良H糾tの遺構而を削平して

おり 、上層困池SG5800B西岸北端の掛|浜は残っていなか

った。!早さ20-30cmの耕作土の下が奈良時代のよ立構商て¥

東辺部のみが地I.LJ、他は整地府であった。 調査区~tl央で

掘立柱南北塀 3粂、南北端4粂を検出したが、これらの来

.fJliJi;t.上下 2J日のパラス敷 (SX17560A'B)て、洲浜周辺

の平坦地にもパラスが敷かれていたことが判明した。

遺構の|時期変~f;t. r年報1994Jに記された第243次・第

245-1次調査の所見と矛盾しないため、以下、こ の時期l

区分に従って報告する。なお、 AJ切に先行する|時期をAO

期とする。

A 0 J聞の遺構

SD17561 jllt褐色粘土の入る幅20cmの溝。断続的に約 3

mにわたり検出した。

SA17562 8尺等聞の掘立柱南北塀。B期下層パラス敷

(SX17560A)の下で 3間分検出した。南へは延びず、北

へ統〈可能性は考えられる。

SA17563 SA17562に取り やれ掘立柱東西塀。B期下層

パラス敷 (SX17560A)の下で 1Itlj分検出した。

AJVJの遺構

SX17560A 下層パラス敷。径数cm-10cmの際用からな

り、約10cmの厚みをもっ部分がある。

SD9280 石組みの南北構。第120次調査区でも検出して

いる。調査区南半部ではfJ!iJ石、底石の造存状況がよく、

北半昔Ilでは構底の痕跡とfWJ石の抜き取り穴が検出された。

底石の残るところでは、構底幅約40cm、縦断方向で約5%

の勾配をもち、一吉11て消底の西端が下がるため、横断方

向て20%の勾配をもっ。東の側石の東側は下府のパラス

事&(SX17560A) につなカfる。

SK17564 径約1.7mの土坑。奈良時代前半の土器が多〈

出土 した。
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BJ聞の遺構

8017565 索堀りの南北部て'N:':J5 m分検出した。幅約 I

m、i奈さ約15cm。北で浅くなり、土坑SK17564を切る。

8A9287 掘立柱南北塀で、第120次調査区でも検出して

いる。調査区北端付近て柱穴を 1基検出した。

CJ聞の遺構

8A9288 北で西に約 3 ・振れる掘立柱南北jJJ~。第120次調

査区でも検出。 北端付近で柱穴 1基を検出した。

809282 SD17566の下)(3で雌認した南北減。パラス敷の

師50-80cmの構底が殺り、{JlIJ石を欠く。 SA9288の東雨落

消て、あろう。

EJ切の遺構

8A9289 掘立柱南北塀で第120次調査区でも検出して

いる。 4間分を検出。柱II1J10尺等問。

8017566 SD9282を担めて、ほぱ同位置で作りなおした

SA9289の束の雨落情。石組みの南北慌て、{JliJ石数石とそ

の抜き取り穴が部分的に技る。講底の幅は約30cm。この

油:の東側には上層のパラス敷が広がる。上j荷パラスは約

10cmの厚みをも ち、下R7ノfラスとのIUJに一部でIUJ)自を挟

む。

その他の遺構

808472 調査区東端で検出した約10度北で西に振れる

暗渠。直径 5-10cmの喋を使い、幅40cm、厚さ約10cmの

礁府が残る。

8K17567 拳大の礁が詰まった 5基の小規模な土坑中、

拙大の土坑。中世の瓦rJfが出土した。

南面大垣周辺地区の調査

第44次調査で検出した遺構の他に、今回はSDl7580、

SX17581、SD5830B、SB17582、SA17583を検出した。新

たに得た知見の概要を記す。

A 0 J聞の遺構

8017580 幅約 2mの紫掘りの東西構。第 8・9トレンチ

およびSD5830西側而で郡北日を確認した。*が流れた痕

跡iまない。

AJ切の遺構

805835 石組東西滞。SDl7580を埋めた後に造 られてい

る。西半音11では底石のみ、 東半部で底石と北側石が古11分

的に残存している。凶の第120次調査区ではこの慌に下層

同池SG5800Aの南岸西端からの排水南北出SD9275が合

流 していた。
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8X5935 幅1.6m、深さ 10cmの東西方向の布掘地業。

8X17581 幅1.3m、深さ0.7mの南北方向の布掘地業。

SX5935とは交わらず、雨は SD5850で切られ、北 は

SG5800Bの洲浜喋敷で製われる。

BJ則の遺構

8A5505 束院南商大垣の築地塀。南半部は削平されて

いるが、北半部は水田の畦畔と して利用されていたため

に泣榔の残りがよい。掘 り込み地業は幅約5.9m、i奈さ約

0.6m。この上に築地の制土が約0.5m残る。今回の調査区

西方で行われた過去の調査では、 SA5505に先行する掘立

柱東西塀SA5010を確認しており、その来への続きを検出

すべ〈、長さ約 5mのトレンチを設けて精査したが、想

定位世に柱穴は存在しなかった。

885899 南而大垣築地i)Jf.SA5505の南側寄柱列。

8017584 幅0.7m、深さ0.3mの紫掘りの東西部。南而大

垣の雨間落部。

809272 幅0.5m、深さ0.3mの石組東西構。南面大垣の

北雨落講。

805850 SD9275と同様、下府国池SG5800Aに取り 付 〈

石組蛇行構。SD9275を常H寺の排水溝、 SD5850をIJlI水の宴

にff1L、た流杯渠 と考えていたが、府位的にはSD5850が上

層て¥ 併存はしない。

805920 SD5850の下流にあたる 幅約1.8m、深さO.2m

の石組東西滞。数カ所で{JliJ石が数石残る。 この摘は西に

統<SD5850とは異なり、 著 しく撹乱され、本来の石組講

の内外に石が散乱している。

C-DJ聞の遺構

805830A 上層困池SG5800Bの排水構。現状では幅約

1.7m、i奈さ約0.5mの葉掘り構。構底の 5-6mにーカ

所、 一対の樹木が泣存する。横木の上に木樋を据えてl暗

渠 としていたと考えられる。

8817582 桁行 5間以上(柱IIIJ8尺等間)、梁↑IH2 HIJ以上

(柱HIJ8尺等111])の東西側:と考えられる。北側柱筋lま

SG5800Bの池底喋敷のため検出していないが、住穴恕定

位tltには瓦片が多〈散乱する昔11分がある。

E-FJ測の遺構

8058308 SG5800Bの排水減。南而大垣下ではC-D1闘

の木樋暗渠撤去後、石組俳とする。構底の堆干:rtJt1から奈

良時代後半の木簡が多数出土。

8A17583 SB17582の南側主主筋に重なる3間分 (9尺等
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rlH)の掘立柱東西塀。

下府園地SG5800Aの調査

第99・120次調査で確認している下肝悶池SG5800Ali、

池岸に沿って30cm前後の扇平な安山岩の玉石を 2-6m

幅の帯状に敷き、護岸として人頭大の石を柿むものであ

ることが判明している。 しかし、園地南半部守調査した

第44次調査区は上府間池密検出したに留まっていた。そ

のため、下府間池の状況を究明すべ〈 、悶池の岸および

中島SX8460に第 1-第6トレンチ、第99次調査で検出し

た上!日困池北端の築山SX8457の南岸に第13トレンチぞ

それぞれ設定 した。

第1トレンチ 上府間池喋敷の数cmT-tこ径40cm前後の席i

平な玉石 と拳大の礁による石敷而を検出した。この石敷

の中に平城宮瓦編年第II-2 J闘の軒丸瓦6314A 2点、

6308Aa 1点が入っていた。下層臣l池を養老;5-天平末

年頃に造営し、天平)協宝年間に上!日園池に改修したとす

る第99次調査の見解と矛盾しない。

第2・3北・4卜レンチ 上府回池喋敷の数cm下lこ拳大の傑

ぞ敷〈下j再の池底を検出し、南岸の削11は下!日l事|池造成UW:

に造られた ことがわかった。

第5北トレンチ 北端では上市闘池池底の15cm下で下府

関池の玉石石敷の一昔11を確認した。 その南には下!習の石

敷を切る柱穴 2基がある。 ともに掘形には下府の石敷に

使われていたと思われる玉石が入札抜取穴は上府園池

の池底の際敷が覆う 。 2越の柱穴は上府間池に伴う建物

になる可能性も考えられる。

第6トレンチ 中島SX8460の一部を削 り込み、新たに北

と南に中品を拡張していることがわかった。 しかし、こ

の拡張が下層図池から上!日間池への改修にともなうもの

か、工程上の差で生じたものかという問題や、下l清閑池

がr.1~ 品をと もなって いたかという問題は未解決。

第13トレンチ 下層図池にともなう 玉石敷は、 築山

SX8457の朋辺の範囲には広がっていないことがあきら

かになった。

擬り込み地業SG5800Cの調査

下!帝国池のさらに下府には掘り込み地業SG5800Cが

あることが第120次調査であきらかになっている。今回、

第 1・2・3雨 ・4・5南 ・7トレンチでこの掘り込み

地業を検出した。これは、 岸fWJから急勾配て掘り込み、

その底は下府悶i也にともなう石敷の0.6-0.8m下にある。

また、第99次調査で闘池東j苧の北山111南半部に設けた第10

トレンチ北壁も今回精査、SG5800Cを確認した。 この掘

り込み地業の束縁は第10トレンチの北に位置する橋

SX8453のιl'央付近でも制か〈蛇行 しながらほぼ雨北に

延び、上府間i也北岸の築ulSX8457の北端に向かつて直角

に向 きを西に変える。 この築山の北東部に設けた第12ト

レンチでも、その北辺延長音11を検出 した。

遺物

E 軒丸12点、 il汗平瓦7点のf也、埼が出土した(表 4)。

土器 唐三彩交IJ併111の陶枕と忠われる破片等が出土。

木簡 南而大垣下の南北端SD5830から731点(うち削用
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より検討を深めなければなの方法などについて、今後、

らない。

④下府間i也に先行する掘り 込み地業SG5800Cは、池の

南岸、京}字、北岸のそれぞ?れ一部て.の検出にとどま った

が、i也の基本形をなす掘り込み地業で、池の全域にわた

(=天

699点)が出土、勤務評定に関係する削府の多いこと カf注

目される。⑬の「吉弥侯」の表記は、天平勝宝 9

平宝字元年、 757)歳に「君子部」が「古美俊郎」に改め

その後「吉弥侯苦IlJ となったもので、これ以降のられ、

って施工されていたことがあ きらかになった。

は太い逆L字状で1)、下府 ・上JVi闘池の平而形とほぼ共通

その形状

ものである。 「天平和11髄二年J (766) とよめる⑤ ととも

この木簡群が破棄された年代を示唆するだろう。

する。この形状は方形の西北:fiJを欠いたも のとみる こと

もでき、 7世紀代の方池 との関連性も考慮すべきであろ

う。ただし、この掘り込み地業には、砂質土の地山を急

勾配で掘り込んでいる場所もあり、 SG5800Cが池 として

の機能を来た した時期があったのか、

まとめ

①闘i也と、園池地区の西限区画施設問の平坦部には

上 ・下 21Viのパラス敷が敷設されていること があきらか

になり、植栽など、特定の部分以外では石敷舗装が施さ

あるいは下層園池

の造成のための工程の一つであったのか、今の ところ未

確定である。 とはいえ、 古代庭闘の作庭技術をあきらか

にする上で、興味深い事例である。

れていた t推定されるに L、たった。

②悶池前日1の岬は、これまで、上層闘池にともなうも

のと考えられてきたが、下層園地て.すでにつく られてい

たことが判明した。

③池の南土幹部で下!日闘池の池底を確認 し、上府図i也と

下!日岡池の池底との差は南半音11では数cmであることが判 (内田和伸/計測修景)

本中nr平城宮東院庭聞に見る定;匠・工法の系譜

についてJ r造園雑誌』第55巻第 5号

註 1) 

lリ1した。一方、 池の北半音[1では同期のi也底の!lJJは約30cm

であ り、場所によ って、下!日間池か ら上府闘i也への改修

の程度が著しく典なることになる。湛水のあり方や排水 1992 
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。式部省東方官衝の調査一第273次

唱はじめに

本調査の発掘区11平j成宮南東部に位置し、第236次調査

の束隣にあたる。1990年にお こなった第205次調査以来、

平城宮壬生門北方の東西両側に奈良時代後半の式部省 t

兵部省の遺構を確認 してきた。 その後、 奈良時代前半の

式部省、奈良時代後半のネ111紙官西院と1ft定される官街の

追梢を検出した(第222・236・256次調査)。今回の調査

の目的は、発掘区西{J!lJに位置する官街の来限を確定する

1: 1: bに、既発掘区と平l成宮東面築地のIIIJの椋・相をあき

らかにする ことである。調査期間は199611三10)-)1R -1997 

年 2月10日、発掘区は東西48mX南北53m、而品目匂2，400

Mて‘ある。

2 遺構

発掘区の基本的なl荷停は、上から、監(Jiiiにともなう盛

土、旧耕土、 床土、灰制粘11J土、灰色-11背制色の砂11土、

灰柑砂、1it褐粘土、 Tf灰 I~粘土、 75・+H*llj土。奈良時代の

制 Nf検出而は基本的にj末梢粘質土w!であるが、発掘区の

約3分の lにあたる発掘区南辺か ら西辺では、灰褐砂府

上で迫椛ぞ検出した。 遺構検出頭の標~::j (ま62.0-62.5m、

北西か ら南東に傾斜する。検出した主な泣柿は、基I笠，建

物 2棟、掘立柱建物18棟、 1"13練、掘立柱J))f.8条、消 l

粂、 l暗渠 1基、井戸 3主主などで、 この他に築地j肝3粂が

想定される。遺構は霊後関係や建物配世などか ら、 A-E

Jlilの 51時期にわたる変遷を tげたと考えられる。

A期 奈良時代初期。塀 5条、建物 4棟、井戸 l基があ

る。敷地 11西と北を倒立住塀SA16340・SA17480・

SA17481で区闘し、 4棋の掘立柱建物がたつ。小心殿舎と

椛定されるのはS817485て¥ これには凶"仏殿SB17486が

付属し、 北側後方にはS817483、S817484とSE17488を設

ける。全体の建物配置は南f!!lJを正而と宅rえられる。

SA16340 発掘区西辺部に南北に並ぶ 8尺等1111の掘立柱

JJJf.。本発掘区で検出した171/11分は、北でややiillに(約40

分)振れているが、南側IJでおこなった第256次発椀区にお

いて検出した奈良時代前半の式部省の京阪を区画する掘

立段南北塀t一連の ものである。

SA17480 発掘区北辺音11に東西に並ぶ8.5尺等1111のf属立

柱J)]1。来でやや北に(約 11支)振れている。SA16340とほ

ぼ直交するJJJf.で、敷地北端の区iilll胞設と考え られる。

SA17481 SA17480の8尺南側にあり、 SA17480と柱筋

をそろえた8.5尺等HlIの樹立位東西塀。検出した位穴の大

きさが、 SA17480のものよりもひとまわり小さい ことな

どから、独立した塀ではなく、SA174801:椛造上一体のも

のて‘あった可能性がある。

SA17482 発掘区の南東部の銅立柱南北t})f.o7尺等1111、5

1111分を検出。

SA17483 SB17487の北主の 5尺北にたつ術立柱東西塀。

41111分を検出。柱間寸法は111央 21Ulにおいては 9尺等問、

両端の 1111]分をそれぞ‘れ 8)くとした もの。 '11火・の柱11

S817487の妻柱のほIfn.北に位世する。

S817484 発掘区中央北京市りの東西 31111( 6 )~ ~平 111]) X 

南北 3l11J(7尺等1111)の総位式掘立柱建物。

図16SE1748日の井戸枠出土状況 (北力、ら)
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S817485 発掘区中央南東寄りの掘立柱建物。桁行 61111

( 9尺等間)X梁間 2間(9尺等間)の東西棟。

S817486 発掘区南西部の掘立柱建物。桁行 5mJ( 7尺等

間)X梁mJ2間 (8尺等t:日)の南北棟。

S817487 発掘区中央北西寄りの掘立柱建物。桁行 5110

( 7尺等11日)X梁!日J2間(8尺等間)の南北棟。

SE17488 発掘区のほぼ中央の弁戸。追構検出時に井戸

掘形とともに井戸枠の抜取穴も確認した。方形椴板組(仕

口は相欠き)のす1:戸枠をもち、弁戸枠最下段のみが逃存

していた。弁戸底の標高は約60.9m。ぅ月三戸枠の追存状況

は良好で、縦15cmX横 5cmX長さ156-158cmの柿の角材

32 奈文研.IJ'fIl/1997-111

4本を井桁に組み、内法寸

{体本をを?北で束に約4度振つた状態でlほtぽ水平に据えている。

迫存していた弁戸枠最下段には、南東一北西方向の対角

に筋交い状の棺材(縦 7cmX横 9cmX長さ約180cm)を入

れ、それぞれの対角に隅柱を立てている。

B期 奈良時代前半。 A期のSA16340・SE17488は存続

し、新たに建物 6 棟、塀 l 粂を設ける 。 B~切になると、

北辺の区画塀SA17480・SA17481カf撤去され、北方に聞い

た空間となる。発掘区中央てはSE17488を囲むように建

物 3棟と掘立柱塀 l粂を設ける。南側では殿舎群ぞ南向

きの「コ」の字形に建物を配する。



間で3IlfJ分を検出した。

発掘区南半中央;の捌立柱建物。桁行 611日(7.5

尺等間)x梁間 2間(8尺等11¥1)の東西煉。SB17493をた

B 期における発掘区南側の正殿。

発掘区南東部の掘立柱建物。桁行.21m以上(9 

尺等mJ)x梁間 2間(8尺等11¥j)の東西棟。北端2間分守

検出したのみで、発掘区の南と束にのびる。北から 2問

自には建物を南北に分けるIlIJ仕切りがあ る。SB17490の

9尺等SE17488の東側にある掘立住南北塀。SA17489 

日五;;;16

: i.:Js815417 

• S815418 
・e、J
!::l3 
4 
(/) S817490 EE32g 

てかえた、

U 
S814685 

SA14681 

S817491 

AJ則

@ 

発掘区南西部の掘立柱建物。桁行 211H以上(8 

尺等IlH)x梁r::J2間(8尺等11¥1)の南北棟。北端 1!B:J分を

検出、発掘区南方にのびる。SB17490の凶脇殿。

発掘区北東部の抗li立柱建物。桁行 311H(8尺等

11m x梁1m21m (8尺等IBj)の身合に南北庇がや1"いた東西

東脇殿。

S817492 ~ --~ル.

FSB5記
! 1::!>815416 

: !::!>815417 

;5815418 

'" g 
宅司「

‘-... 
(/) 

S817493 

iJ 
S814印5

SA14ω1 

版。11tの出は南北L、ずれも 7尺。

SB17484の同じ場所に規模を小さく してたて

かえた、桁行 3間(7尺等11¥1)x梁IlH2 IUJ (6尺等1m)の

東西線。SE17488のほぼ北正而にたつ。

S817494 

発掘区中央西寄りの掘立柱建物。桁行 4間(8 

尺 .9尺 .9尺 ・8尺)x梁IIIJ2 HlJ (8尺等11¥j)

8817495 

の南北棟。

奈良時代中葉。BJUJのSA17489. SB17491 . SB 

17492. SB17493は存続し、新たに建物 3棟、掘立柱塀 I

粂、弁戸 1基を設ける。SA17489に直行する東西塀によっ

て敷地を南北に分割、このめf.?:繊切る位世に新たに井戸

を設置する。南の区間lは悶向きの「コ」の字形弘I!物配置

B~明

C期

品、

・S817499
L SA雨時
存 関裂回

12担92

@ 

: :ごlS815416

: !::知15417

;S815418 

・g
.句才

I ~ 国

し:
S814685 

. ~1!146 

をj前さずに正殿のみをたてかえ、北の区画はSB17493を
@ 

取り込む形で南の区画同様、市向き の 「コJ の字形の建CJ明
物配置を形成する。

10尺等聞 と想定される掘立柱東西塀。末端はSA17496 

SA17489に取り つくと考えられる。途中SE17505の部分

があくが、基本的にはSB17497'SB17491' SB17492から

なる南地区とSB17498・SB17493・SB17499からなる北地

SX17504 

由

N
的

立

4
的
-
【
出
h
戸
国
的

ffii 
区とを分かつ区画塀である。

発掘区南半中火-の知i立柱建物。桁行 6r:H ( 7尺

等1m)x梁I1日21m(8尺等11¥1)の東西煉。SB17490をたて

かえた南地区の正殿。

S817497 

発掘区北辺にかかる抗Ai立柱建物。桁行 51m (10 

尺等間)x染問 2間 (8尺等IIIJ)の東西棟と想定される

が、 北側柱は西妻から 2つ日を確認したのみで、 他lま発
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X -145.925 

仁コヲ1:戸掬i形

亡 コ五労弁押2予判時戸円阿鵡Jf廃附i苑5

仁コ升弁ユ戸円上淵部糊l精構造緋抜取聯f後灸の樫土

X -145.923 

~:1I筒の断而

蕗麹檎皮を大立に含んだ粘土府

医翠土献を大量に含んt，:'1(t質土府

図19 SE17505南北断面および井筒立函図{束力、ら) 1: 20 

一-H=62.0 

一-H=61.0 

1m 

a 木簡①出土用

b 木簡.②、木簡③:1'.ニヒJfI

c 木簡@、木簡⑤出土j白

掘区外となる。北地区の正殿。

8817499 発掘区北西部の掘立柱建物。桁行4間以上(10

尺等間)X梁Iltl2間 (8尺等11日)の南北棟。南北5聞と す

ると、 SB17498の北側柱列と揃い、かつ建物規模も閉じに

なる。SB17498の西脇殿。

日さ1.90m、第241次調査(造酒司、 1993年)で直径約1.40

m、高さ 1.45mの2例が確認されているが、これらはい

8E17505 発掘区中央北京寄りの井戸。東西3.5m、南北

4 mの掘形の南半部に寄った位置で、チ1:戸枠の抜取穴 t

柿材一木考IJり抜きの井筒を検出 した。!析而観察により、

井戸枠などの上部構造を抜き取った痕跡を椛認した。ヲ1:

戸基底郊の標高は約60.1m。ヲ1:筒は、市さ約1.8m、外径

約1.1-1.3m、材)厚平lはま10-20cmて

断商は東西に長い倒卯形をしている。 ぅ月三間の底面外側は

手斧仕上げがなされてお り、南側の底はなお大きく削っ

て加工している。 また、底而から20-30cmのところに縦

7 -8 cmX椴10cm程度の方形口をあけている。ヲ1:筒表而

の全体の加工にはむらがあり、一部樹皮を残している部

分が認められた。 この部分のサンプノレによって、年輪年

代mll定をおこなった結果、 723(養老 7)年に伐採された

ことが判明した。材の大きさからみても転用材 tは考え

難〈、伐採から程なく据えられた可能性が~.~ ~ 、。なお、

平城宮内でのー木考IJり抜きの井筒の例としては、第78次・

南地区調査(内装後宮地区、 1973年)でï(~径約1 .65m 、
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図20SE17505の弁筒出土状況(北東から)



ずれも杉材で、輸材のー木考1Iり抜ち井戸は宮内では初例

となる。

D期 奈良時代後半。 SE17505のみを残し、CJtfJまでの建

物 ・J別立すべて撤去、新たに建物 3棟、東西摘、門 3棟、

塀 3条、 i暗渠 1基などを設ける。敷地を築地塀SA17525・

SA17530・SA17535て‘囲み、 北辺築地塀の二ItfJ[lIには東西椛

SDl7515を設ける。官街 内音1Iには 2棟の基担 建物

SB17500・SB17510を南北に配置し、この南東側 に総柱式

の高床倉庫SB17520をたてる。

8817500 発掘区中央の東西棟基壇建物。基壇は削平さ

れ、礎石や礎石の据付穴および根石などは残っておらず、

地覆石の抜取 りのみを検出。 これにより基閣の規模は、

東西80尺×南北44尺(約24m X 13.2 m) と推定される。

柱間寸法を12尺等間と仮定すると、桁行 61ilix梁間 31Hi

て¥基壇の出は四辺いずれも 4尺と復原できる。

8817510 発掘区北半中央の東西棟基国建物。桁行 5111'J

( 9尺等間)x梁間 21m(10尺等間)の束凶棟。礎石の据

付穴および根石と 、建物北辺に北側柱列から 5尺の位置

に地磁石の抜取り跡を検出した。 これにより基壇の出は

四辺とも 5尺とすると、基壇の規模は東西55尺×南北30

尺 (約16.5x9 m) と復原できる。南北の中軸線は、

SB17510とほぼ一致する。

8817520 発掘区南東部の 31mx31m秘性の掘立柱建物。

柱間寸法は東西 6尺等問、南北 7尺等111105基の柱穴か

ら柱根5本と礎板 4枚を検出した。

8817501 発掘区東端の 4IJJJI叶。柱1mは、 ;1じから、 7.5尺・

9.5尺・9.5尺、 7.5尺て¥ 中央 2聞が広い。北か ら2つ目

の柱穴には柱根を検tl'，した。 4IlI'J 2戸の棟門である可能

性が高い。

8X17504 発掘区東端に検出した、築地塀にともなうも

のとみられる暗渠。底石の凝灰岩 とl情渠の石組を検出し

た。発掘区の束にのびる。東面築地塀SA17525の位置を裏

付けるものと考えられる。

8A17525 官街束而を区画する南北築地塀。築地本体は

検出していないが、地山が南北方向に正:j<残る部分があ

ることや、門SB17501の柱心がほぼこれに一致すること、

築地の存在を示す暗渠SX17504を検出したことなどから、

この位置に官街束限の南北築地塀があったと考えられる。

地山の高まり幅から築地の基底部は 5尺程度に復原でき

る。この場合、築地心の位置は第236次調究で検出したや11

紙官西限の築地心から350尺である。

8817502 発掘区北端の 11111門。柱1'U18尺。官街北而築地

に聞く棟門。1:1'心はSB17500・SB17510の南北中車111線とは

(t'-致する。 また、第32次補足調査(1966年)で築地恕

定位置に検tl'，した 11削叶SB4155や掘立柱塀SA4209の中

心 もこの中指11線と ほぼ一致する位置にある。

8A17530 第236次調査で検出した奈良時代後半の神祇

官西院北而築地 の延長上の位置にある東西築地塀。

SA17520同様、築地本体は検出されていないが、想定位置

に地山が東西方向に í~;j <残る部分があることや、

SBl7502の南北方向の位置と この北側に検出された東西

部との位世関係より、この位置に築地を恕定しうる。

SA17520 C同じく、築地の基底幅は 5尺程度であろう 。

8817503 発掘区西端の 31111門。柱|百J8尺等1111。築地に伴

う3N~J 1戸の棟門である可能性が大き L、。 このSB17503

とSB17501は東西の中車111*泉をほぼそろえている。

8A17535 官街西而含区画する南北築地塀築地塀の痕跡

などは検出されていないが、 1'<1心が東西方向の車111に載る

2基の門SB17501・SB17503の心が一体の建築計画に従

って設けられたと推定できるこ とから、 SB17501にとも

なう SA17525、SB17502にともなう SA17530と同離の築

地塀SA17535をSB17503の南北事11上に想定できる。

SA17520・SA17525の場合と同織に、 SB17503を築地に1m

〈棟門であると向平釈で言、この門位予11の柱心位置に築地

J庶の中心車111が想定できる。築地の基底怖はSA17520・

SA17525と同様に、 5尺何程度であろう。

8D17515 発掘区北辺を東西に流れる端。 幅約1.2m、追

図21 SX17504の検出状況(北西から)
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構検出面からの深さ約30cm。北面築地にともなう悶落構

と北側の宮内道路の南側IJ講を兼ねるものと考えられる。

E期 長岡京選都後。 D期の基壇建物は廃絶するが、 SE

17505は遷都後も機能していたと考えられる。建物 3棟、

塀 l粂、土坑多数を検出。特に、発掘区北西部のSK17551

は炭、焼土とともに、輔の羽口片や鉄棒 ・銅i事な Eが多

量に出土し、 この付近に金属鋳造関係の施設が存在して

いた可能性を示す。炭・焼土混じりの土坑群の時期につ

いては、第236次調査で恭仁遷都から平城還都の |伺

(740-745)を想定しているが、今回、長岡京選都後と考

えた。

8A17545 発掘区北西部の掘立柱南北塀。 3fl日分を検出。

北から 2つ目の柱穴には柱根が残る。

8817546 発掘区南東部の掘立柱建物。桁行 4問(8尺等

間)x梁r:日 2問 (8尺等!日J)の南北棟。

8817547 発掘区南部の掘立柱建物。桁行 3問(7尺等

間)x梁間 2間(8尺等間)の東西棟。

8817548 発掘区北西部の掘立柱建物。東西 2Il~ ( 4尺等

間)x南北 2間(3尺等1m)の総柱式建物。

8K17551・8K17552 焼土、輔の羽口)午、鉱擦な Eを含む

大土坑。

その他の遺構 主なものは以下の通りである。

8817553 発掘区南西部の掘立柱建物もしくは掘立柱塀。

柱問7尺程度の柱穴 2基を検出。いずれも礎板が出土。四

隣に接する第236次調査ではこれと一体の泣椛を検出し

ていない。

8E17554 発掘区南東隅にあり、井筒または井戸枠の抜

取町、が認められる井戸。 抜取穴はJI-!西約1.5mx南北約

1. 8 m の丸みを，帯びた方形をなし、 2 段掘りで井筒の据1~

穴は径約 1m、底のJ際高は約61.0m、井戸基底部の径は

約0.5m 、標高約60 . 5mである。掘形は E~切のS817546の

て

柱穴を切っている。

8K17555 発掘区東辺で検出した古墳時代中期の土師器

を多量に含む土坑。完形のものが多〈 出土した。

8K17556 黒褐粘質土を埋土とする土坑。l暗渠SX17504

の掘形である可能性がある。

8K17557 B. C 期のS817492の西妻柱の柱穴を削平し

た東西に長い不定形土坑。 (平津毅/計測修景)

3 遺物

土器(図22)

SE17505から大量の土器が出土した。中でもさE土上層

からまとまって出土した土器群は、いずれも平城宮土器

編年VII(9世紀初頭)にあたる食器類(杯.llll・塙)である。

これらは互層状に檎皮 ・凝灰岩片を大量に含む堆獄中

から出土し、井戸廃絶後の捜戻しをおこなう際、一括し

て投棄されたと考えられる。 (金田明大/考古第2) 

瓦

出土した瓦は表 5の通り 。造物包合層より出土したも

のが多〈、量的に卓越した型式はない。奈良時代i好瓦の

出土数は2.04佃/aて.あり 、これは平城宮内でも低密度

の方である。基壇建物な E、予告良時代後半の主要な瓦耳ー

の建物が造営後Ilt'なくして移築、 これにともなって軒

瓦がほとんど搬出されたと考えられる。

また、 D~UJの中心的建物である S817500の基壇がほと

んど削平されている状況や、 主に発掘区の東北部で旧耕

作畦畔沿いのj末土中に検出した大量の瓦堆積などから判

断すると、後代の耕作に伴って他の場所に投棄された可

能性も考えられる。

土製品・ 金属製品

輸羽口片72点、鉱i宰56点(総重量約5.5kg)のほか、炉

壁、鉄告TなEが出土 している。このうちの多くが発掘区

て1 ノ?!
てこニJ二--ー-J~ てこ

L ----~ 

ミー~二二:-dk o JOcm 

図22 SE17505出土土器 1 : 4 
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ら1:1:'，土した。SE17505出土木簡の約 7i'}IJ は、この!日の造物

て、平安初JlfJの井戸の最終廃絶|時に投棄されたものであ

ろう。基盟主l!物SB17500の下て検出されたSE17488の弁

戸枠内最下府か ら出土 した⑥は、村1紙官以前のこの地域

の官街に|拘わるも のと考えられる。

考

E 
重 f立 : 816.6kg 
点数 L__~._~~~ 

平均m:批 : 98.6g 
平瓦

重 凪一寸寸，223.2kg
点数 ;_ _ _2_~._~~~ 

平均量虫

i事

備
一丸
一

4 

1 
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D
 

:点数|形式

6643 
(渡辺晃宏/史料)
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i

n
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u

qJ

舎回出土の木簡の意義一上層官衝の性格4 

今回の制査で、官街内部の追構から官街の性格ぞ示す

木簡が見つかったことの意義は誠に大きいといえる。こ

の点について、従来の検討の経緯守含めて、 若干の考察

を加えておきたい。

西隣の第236次調査において検出した式部省東方官街

四半については、①第32次補足調査で官街の南を束に流

重 量 : 11. 7kg 

点数，------ }~
平均1fIi;t 344.1 g 

道具瓦 ・その他

~t.::~}ζ I 1 
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れる前SD4100か ら神祇官に|刻i単する木miや盤担:土器が

出土していること、 ②北を正而とす る特異な配置を とる

格式の市jt、礎石建物群で構成されており、

宮のキ111紙官西院と建物構成が類似すること 、③宮の南東

附とい う位置が平安宮におけるネ111紙官の位置に近いこと

これをネ111紙官西院と 1fl:定した

しかも、平安

20 

北西宮11の炭入り土坑SK17551中、

ものである。これらは、第236次調査北区の京都で検出さ

れた焼土・炭 ・灰色粘質土を含む土坑群か ら出土した大

量の輔の羽口片、鉱滞等に|期是liするも のと考えられ、金

第273)，欠調査出土瓦集計表

またはその問辺か らの

表5

軒丸瓦合;ri-; 

(r1992平城概

報J)。

一方、 こ の東側にある今回の発掘区のうち、 2 棟の~

J宜建物SB17500・SB175101:井戸SE17505によって構成

などから、

属加l工や鋳造に関わる施設が存在していたことを示して

し、る。

木製品

される DJU'Jの官街は、 ①西隣の官街ブロ ック と道路を挟

まずに直接築地で接していること、②東西棟雄物 2棟と

ニれらに挟まれた井戸としづ建物配置が平安宮の1111紙官

SE17505の井筒中の柿皮を大iii;に合む府から柏扇片63

これらはいずれも SE17505を樫点などが出土している。

① S
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井戸SE17505の姻形から 1点、 向井戸枠上部構造の抜

取から146点(全て削府)、向井筒内から66点(うち削用

64点)、井戸SE17488抜取か ら4点、向井戸枠内から 3

(平津戻 した際のものである。

木簡

点、計220点が出土した。主なものの釈文そ拍げる。

①はSE17505の井筒内最下層である背灰砂府か ら出土

したもの。井戸が使用されていた時期に枠内に落下した
(荷
札
ノ
削

mカ

可能性もある。竪魚、飯、 i毎謀、 11皆、塩などの食料品、

それらを盛るl握、原の品目名と数hlを311:き上げた木簡で¥

延菩ネ11'紙官式に見えるネ111践の目録に酷似した内容をもっ。

。。
】
(。

ω匂
)

。
由
同

。申
H。一VH

O
U
H
 

②@はチ1:筒内t1l.!.土上j習の|培灰粘土}f1から出土したもの。

③は神社名をヲIJ記した木簡の削府と考えられ、この地域

カr111'紙官であったことを示す、官街区u.!Ii内出土の文字資

料として特に注目される。④⑤は寺IJり抜きの井筒の上告11

に据え られていた升二戸枠の抜取穴の立11こi二下部の木市府か



図23SE17505出土木簡

東院北半 t酷似す

ること、③しかも

官街内の弁戸SE

17505からヰIjI自民官

のものと考えられ

る木簡が出土した

こtにより 、今回

の調査地のD期の

官街は神紙官の実

務空間であるネ111紙

宮東院 U佐定され、

第236次発掘区と

合わせてキ111紙官で

ある こと がほぼ確定した。官街外側の溝の泣物だけで.は

なく、今回官街内の遺構出土の文字資料による説付けが

得られた意義は大きい。

しかしながら、ここでもう一つ大きな謀題が残ること

となった。 それはこの地域に神祇官がたてられた年代、

すなわち D~U}の具体的な年代である。第236次調査の概報

では、式部省(正殿のたてかえあり)を奈良時代前半、

キ111紙官を奈良時代後半と考えた。この地域の式部省は、

奈良時代後半のある時期に、朝集殿院前面に兵部省 と対

称の位置にたてられた式部省(奈良時代前半の式部省の

西隣)に移転したと考え、この移転を東区朝堂院の下!日

から上!日へのたてかえに辿却jするとみて、そのl時期を745

年の平城逃都後と鍛定した。そしてこの式部省の移転し

た跡地にtlll紙官がたてられたと類推したのであった。下

層の弁戸SE14960出土の削屑の最新年代が天平初年であ

ることとの15年近くの年代的な聞きにはやや問題があっ

たが、基本的にはこのう月二戸の廃絶は式部省の西隣への移

転にと もなうものとみたのである。

第236次調査の成果のうち、上層進構をやi嚇官とする点

は今回1i'(fi証を待たのであるが、その時期については、実

は第236次調査の概報では言及しなかった大きな問題が

ある。それは、 奈良時代後半の神祇官とみた官街のまさ

に真南で、奈良時代後半の式部省の勤務評定木簡の削l丙

が多量に出土していることである。宮南而大垣北{J!IJの治1

SD4100からは、 第32次調Iì足澗査や第~155次調査において、

13000点に及ぶ木簡がt仏土したが、大垣を南に抜ける南北

部SD1l640及び その西側のSD4100か ら奈良時代前半の

38 ?詩文研 il'総/1997・111

削月号が出土し、これより京{J[IJのSD4100から のみ奈良時代

後半の削屑が出土している。従来の見解では、式部省は

奈良時代後半に西側の朝集殿院南側に移転したとみるの

であるが、奈良時代後半の造物が奈良時代前半の泣物の

上を流れてその東側に堆積するというのは不自然であり、

しかも SD4100の削屑の出土状況は、流路に堆献したと い

うよりは、流路内の土坑状の窪みに投棄されたような様

子を呈している。従って、卒中紙宮南側のSD4100出土の茶

良時代後半の式部省の削屑は、 北側の奈良時代後半の神

紙官t考える位置の官街から投棄された可能性が高いの

である。すなわち、 SD4100出土木簡か らみる限り、今回

神祇官と確定したと考える地域には、奈良時代後半に式

部省の実務空間も存在 し た可能性がI~;J l 、ことになる。

この矛盾を解〈鍵は、恐らく上府迫梢の成立年代にあ

ると考えられる。 SD4100出土木簡の年代は、従米漠然と

奈良時代後半といって きたが、よ り厳密に L、うと、その

最新の年代は神謎景雲 4年すなわち宝地元 (770)年てあ

って、点数的に最も 多いのもや11龍王E芸年HJ1(767-770)の

ものである。すなわち、神謎紫雲年間までこの地岐には

式部省の実務空聞が置かれていて、宝1(1初年になって初

めてここに神祇官がたてられたと考えれば、上記の矛盾

は解消するのである。道鏡の失脚、称徳のJm御を受けた、

光仁の即位、そして仏教重視の政策の見直しの中で、朝

堂院南而への神祇官の移転を捉えることができるだろう。

但し、このような理解の最大の問題点は、一木考IJり抜

き井戸SE17505のう件筒の柑材の伐採年代である。723(養

老 7)王子とい う伐採年代は、第222次発掘区の式部省のう件

戸SE14960廃絶の上限年代(天平 5(734)年。 消IJ屑によ

る)より 10年以上も遡る。光谷拓実によれば、このよう

な材は当初から弁筒用として切り出すのが普通で転用は

考えにくく、切り出しからさほど年代を置かずに加工 ・

設置されるのが自然であるとい う。従って、 SE17505の設

置が平城還都後にまで降る可能性は低い。

その場合、 SE17505が設置されたC期の官街の性絡を

Eう理解するかが、前述のSD4100の式部省の削屑の理解

とも |掬述して問題となる。現段階では、 CJ切からネ111紙官

の実務空間として機能した という理解、 CJ納は式部省の

実務空間!として用いられ、 DJ切に至ってキ111紙官に挫て替

えられたという理解(その場合SE17505は式部省の井戸

からネ111紙官の井戸に転用されたことになる)の 2案が考



えられるが、C期の段階まで、の官街の束限施設が検出さ

れていないこととも合わせて、 A-CJUlのこの地域の性

格についてはなお慎重な検討を要する。

今回の発掘区の官術の変造は、発掘区内で完結するも

のではな L、。 D期にヰ'11紙官西院として一体であった四隣

の第236次発掘区内の官街、及び朝集殿院南側の奈良H奇代

後半の兵部省 ・式部省の変避と述重)Jするものであり、東

区朝堂院南方官街全体として総合的に理解する必要があ

る。また、 B• CJOlには官街区画が北へ延びるので、今

回の発掘区北側の官街と のつながりも重要になろう。

(渡辺晃宏)

5 まとめ

区画施設について 今回、 奈良時代前半の区l百|施設とし

て、第256次調査で検出した揃立柱南北JJjf.SA16340のおしき

を発掘区西端で検出した。これによって、奈良H寺代前半

の式部省の京限が確認された。 また、発畑区の北端では、

掘立柱東西JJjf.SA17480・SA17481を検出したが、これが京

{JliJにどこまでのびるかについては、今回の調査では未確

認である。さらに、発掘区内て1ま束。!IJを区画する掘立校

南北塀についても未検出である。今回の発掘区の来{!lIJと

第32次補足調査で確認している宮内の排水路SD3410の

西眉を北に延長した想定位置との間は 3m程度て‘あり、

ここに掘立柱が検出される可能性は桟されている。 しか

し、第32次補足調査において、この地域の南限を区画す

る東西塀が検出されていないことや、平城宮の東南附と

いう位置にあることなどを考えると、奈良H寺代前半の式

部省の来世IIJは官街としての明確な区imlを持たず、広場的

な空間1に現業部門ごとの控物を配し、機能していた可能

性も考えられる。この場合、 A期から BJtJlへの変避にお

いて北側を区画するSA17480・SA17481を撤去し、北方へ

空間がより広がる際に、 奈良|時代前半の式部省の来|浪を

区画する SA16340がそのまま ~tfJ[lJ に延長されるかどうか

の調査がひとつ重要な課題として残る。

奈良時代後半については、 門SB17501・SB17502'SB 

17503、l暗渠SX17504の位置および地山の山まり等から、

築地J扉SA17525・SA17530・SA17535の位置を恕定てき

た。この場合、この官街の*四幅は154尺程度と 考えられ

る。ま た、来限の築地塀の心は、 奈良時代後半のキ'11紙官

西院と推定される官街(第256次調査)のilliI浪築地塀心か

ら350尺の位置にあるとできる。しかし、 この位置の推定

は、築地本体の迫構を未確認のため、{抗iEによってのみ、

想定したもので、ある。特に1当[術を東西に区画すると考え

られる SA17525については、 SB17503の位置のみを根拠

としている。このため、今後、さらにこれらの推定の妥

当性を詳制に検討してレ〈必要がある。

奈良時代後半 (0期)の様相 DJ切について検討すると、

①四隣の官術ブロック t道路をはさまずに門の付属する

築地塀一条だけで区画されている こと、②東西線砧PIi建

物 2棟とこれらにはさまれた空IIHの東寄りの場所に弁戸

が配置されるという、平安12;のネ'11紙官来院北半とよく似

た建物配置をとること(図24)、③SE17505の底からぬ土

した「兵主神社」と型:ヵ・れた木簡が出土したことなどに

よって、今回の発掘区における茶良時代後半の泣構はやjI

紙官束院に相当すると判断した。 これし奈良|時代後半

「ネ111紙官凶院J 1: 推定された西隣の第236次発掘区の成果

とを考え合わせると、奈良H寺代後半の式部省東方に存在

した官街を「ネ'1'紙官」とする恕定が、空間的に検証され

たと考えられる。

ただし、建物の配置|品l係については、今回、平減宮ヰ'1'

祇官と推定した官街と平安宮キ'1'紙官の建物配置を示す

「ネ'1'紙官全陸IJ等とは南北を逆転した形となっている。こ

れは平安宮におけるやjI自民官が幅の広い道路のある北側に

iE門を1mくものの、南限より lブロックニItfJllJにあるため、

官街の方向としては南を正而にしたのに対し、平城宮で

は材紙官が宮前辺に位置することから、官街の正面を北

に向けたためであろう 。平安宮ネ'l'ffiL~官では、奈良時代の

t'l'紙官の建物配置を拙形に、新たな計画カ~JM行されたも

のとみることができょう 。

また、造営年代としては、すでに木1mの項て考証した

ように平城宮東南附の この付近には、宝fOJHH(770-780) 

頃まで式部省|民l:iili胞設があったと考えられる。相:瓦の出

土状況から長岡京選者I 1の |際、建物が移転するのにi!l~って

ほとんどの刺1瓦が搬11'，さ れたとするならば、基Jff.建物と

築地塀によ って構成されるヰ111紙官は、奈良時代末期に造

営された可能性がある。この士品合、 主 な問題点は、

SE17505の井筒の伐採年代カf723(養老 7)年であり、こ

の井戸の底からはネ'1'紙官に|品l係する木簡が出土している

ことである。 とくにこの井戸はー木寺IJり抜きの特殊な井

戸であ ることから、当初の設置目的を改めて、利用主体

衆文研 年制[/1997-111 39 
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図24 r干申祇宮全図J (r大内裏図考証』より)

が変わるということがありうるのか、詳細な検討が必要

である。

『続日本紀』巻第十、天平 2(730)年 6月庚底 (27日)

の粂に「神紙官曹司災」、同壬午 (29日)の粂に「雷雨。

ネ111紙官屋災。」の記載がみられるが、 これによって、すで

に奈良時代前半のこの時期以降、別の場所にあったネ111紙

官関連の施設の一部が今回の発掘区に移された可能性は

ある。ただし、 r続日本紀』には神祇官移転の記事はみ ら

れないので、 この被災による材紙官の移転の有無は判断

がつかな L、。また、ー木考IJり抜きのう件筒については、 も

ともとか!の場所にあった神紙官に設置されていたものを、

移転造営に際して据え直した可能性もないとはいえず、

この点における妥当性の詳細な検討も必要である。いず

れにせよ、これらの問題はD期以前のや11紙官の所在位置

と密接に関連している。

奈良時代前半 (A-C期)の様相 本発掘区では、奈良時

代の前半 (A-C期)と後半以降(D期)で建物配置の

基本的な構造が大きく変化したことが認められ、その用

途も大きく変化したと考えられるが、奈良時代前半の様

相については現在のところあきらかではない。裳松田ネ!ji

考証の r宮城復原図J (図25)によれば平安宮の式部省の

40 誌を文研年報/1997-111

坊

城
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図25平安宮南東部の富衛配置(裏松田様考証「宮械復原図J より)

敷地は L字形に展開し、北東部は別の官街によって利用

されている。 これを参考にすれば、 CJ切の東西塀SA17496

は、 その南側の施設が式部省のものであり、北側に広が

る官街施設と区画するためのものであったとみることが

できる。SE17505の所見な Eからは、こ の塀の北側には神

紙官の施設が広がっていた可能性も考えられる。

この点、で、こ の時期に立てられる建物の多くが桁行 6

問×梁間2聞の規模を持つものである ことは注目できる。

桁行が6聞という偶数聞を示す規格は、桁行の中心に柱

が位置するもので、宮内では一般的ではな L、。 この規格

の建物は 『大内裏図考証J r神祇官全図」に多くみられる

ものである。すでに指摘したように D期の基壇建物

S817500も柱|湖寸法を12尺等聞と仮定すると、桁行 6

IIIJ x梁間3問、四辺の基壇の出がすべて 4尺の建物に復

原でき、 r大内裏図考・証』におけるネ111紙官東院「北合」の

平商と著しく 類似する。 このような建物規格の連続性を

考慮、に入れると、 奈良時代前 ・後半で官街が共通した機

能をも っていた可能性も否定できないであろう。

平J成宮東南隅のこの地域においては、前 ・後期の式部

省関連の施設と他の施設の配置状況を検討する ことが、

今後の重要請L題のひと つである。 (平津 毅)



平城京等の調査

図26 1996年度平械京内発鋸調査位置図 1 : 50000 



。左京一条二坊十五坪の調査
一第269・1次・第269・13次

唱はじめに

今回の調査地付近は平城京の粂坊復原に問題のある地

域である。すなわち、南北方向に通る束二坊大路が、一

条大路の住置で束に鍵の手に曲がった後そのまま北に延

びるのか、それとも海龍王寺の北で再び西に鍵の子に曲

がって正規の住置に戻るのか、一方東西方向に通るー粂

粂聞大路(外京では北京極大路でもある)がこの場所て

そのまま西に延びるのか、それとも海龍王寺の北辺に沿

う形て南に鍵の手に曲がるのか、これらの点が未だ明確

にはなっていなかった。

ところで、 1996年 4月に今回の調査区の西隣て実施し

た第269-1次調査では、鍵の手に曲がる講を検出した。

ここは束二坊大路が海龍王寺の北で正規の位置に戻 り、

また一条条聞大路がまっすぐに平城宮に突き 当たる場合

の両大路交差点の南西部にあたり、 この鍵の手状の構は

ー粂粂間大路南側溝 ・来二坊大路西側溝の可能性が考え

られた。今回の調査地は閉じ想定に立った場合のー粂粂

聞大路と東二坊大路の交差点の南東部にあたる場所であ

り、 ー粂粂間大路南側溝 ・来二坊大路W:{J!I同tを検出する

可能性があり、この地域の平城京の粂坊を考える上で重

要な成果の期待される地点てあった。

2 基本層位

調査区の基本的な層序は、置土、旧水田耕土、床土、

奈良時代の地山である撹褐色ないし桂白色粘土の順て、

現地表面から調査区北端で約40cm、南端て、約70cmて泣構

検出而である地山商に達する。造構而の標高は北端て約

68.3m、南端で約68.0mである。

3 検出レた遺構

検出した主な造構は、奈良時代の柱穴 5基、中近世の

井戸 5基、性格不明の中近世の土坑12基(円形土坑5基、
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方形土坑2基、南北滞状土坑 1基、不整形または全形未

検出の土坑4基)などである。

柱穴のうち調査区北東部の 2基SX6860は8尺の間隔

て南北に並び、建物を構成 した可能性が高い。また調査

区中央北部の柱穴SX6876には柱根が残存していた。ただ

し、 柱穴は深いも のでも検出商から約40cm、浅いも ので

は約5cm程度残るのみである。

井戸'はいずれも井戸枠は検出されず、葉掘りの井戸と

考えられる。検出荷からそれぞれ約 2m以上掘り下げた

が底を確認できず、崩壊の危険があるためいずれも掘り

下げを断念した。

4 出土した遺物



直下が地山商て¥造物包含!習はほとんどなかった。従っ

て、奈良時代の造物はさほど多くない。瓦は表の通りで、

特に調査区北端の井戸SE6869からの出土が多L、。土器は

少量で 2基の土器据え付け穴の中近世の瓶がある程度で

ある。この{也、調査区西端の井戸SE6895からは内聞に漆

を塗った柄杓、井戸SE6869からは石製の浮ち彫りの地蔵

尊、五輪俗の地輪(方形石) 2 11ol、また南北講粂土坑

SK6875からは同じ五輪踏の一部と思われる水輪(球形

石) 2佃が出土した。 これらはいずれも 中近世の ものと

考えられるが、年代の特定li難しい。

5 まとめ

四隣の第269-1次調査で検出した鍵の手状の講をー粂

粂聞大路南側溝 ・束二坊大路西側溝と 考・えた場合、今回

の調査区は南側溝 ・東側部の想定位置にあたるが、そ の

痕跡、は全 〈確認できず、逆に奈良時代の建物と 考えられ

る柱穴を検出した。すなわち、 海龍王寺の位置で東にず

れた束二f}j大路は一粂粂間大路以北で元の位置に戻らず、

従来の想定通りそのまま 北に延びる とみてよい。一方、

一条粂間大路も従来の恕定通り まっすぐに平城宮に到達

せず、 来二i方大路より西ては海龍王寺の北!波に沿う形で

南にずれると考えられる。すなわち、 1975年の第95-2次

調査で検出した築地塀及び東西識が、この地域のー粂粂

|出大路の南|浪であろ う。従って、左京一条二坊十五坪IJ:

通常の坪よりかなり 大きな ïiíi柏を I~í めることになり、今

回の制査j也はその南東|糾の一手1Iということになる。

(渡辺晃宏/史料)

軒丸瓦 | 軒平瓦| 丸瓦

I II~~ !;"fi : ....!IIh I illfok : 83. 6kg 形式種 :点数|形式種 : 点数ト~---; ー 邑

点数 286
聞 Aa:1lm?b;!l 平 瓦
6648 A 

U
H

一
i
 

-

1
2
 

22式不lリl

鎌倉lI，nl:: 1 

9 
i専

小IJJ・
重i，l:: J2.6kg 
点数 ;-------u

道具EL.その他

鬼瓦 : 1 
而戸瓦 : 1 
文字瓦 「法」 ・2

91 道具瓦(鬼門 :1 f.i・丸瓦日l 141軒王F瓦iil.

表 B 第269-13).欠出土瓦集計表

X-145.215 

図28 第269-13;欠調査遭術図 1 : 100 
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.左京二条二坊十一坪の調査
一第279次

ーはじめに

この調査は、分波住宅，il!設にtもない、奈良県教育委

員会の依頼を受けて、法務寺町で実施した。調査J也は平

城京左京二条二J方十一坪にある。平城宮東院と西北附を

接する位置であり、京の中でも枢要な場所であったと思

われる。奈良時代後半に総因分尼寺として大伽慌をほ こ

った法務寺の寺城、およびその南半部にあった阿弥陀浄

土院跡 L 二粂粂1111路をはさんで南接する。 これまでに

十一坪内での発揃調査例はないが、坪の京を画する京二

坊坊u:n-lt小路について、 1988年に奈良市教育委員会が調

査をおこない、その位置と規模を確認している:

2 遭憎の時期変遷

!lぱ40m四方の調査区は、十一坪の東北四半部分のー

匝lに位世する。主要な造椛は主絞関係、配世状況、 出土

宮
J
隠

滅
，u
u

ノシ

平

1

・
/

d--
f
k
・乱
斗
t

! ~UI品11 1-"T可 i二.:...1U言
第2791.欠調査位置図(左京二条二t方十一i平)1 : 4000 
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遺物などから大きく 5J切に分けられる。 なお建物や;塀lま、

いずれも倒立柱形式である。

A期 調査区の中央西寄りに、北半部でわずかに西にふ

れる南北椛SD6996が南流する。幅1.1-1.9m、i奈さ

0.45-0.70mはEの、断而が逆古形をした、人工的に掘

削された消。滞水した形跡がほとんどなく、人為的に一

気に埋め立てられており、捜土にはわずかな瓦片が含ま

i'Lる。

B期 2棟の東西棟SB69601: SB6986が南北に24mの1111

隔をおいてたつ。いずれも造営方位が北て約 l度30分東

にふれる。

C期 2悼の東西WSB69631: SB6989がたち、調査区東端

近く に、北で束に IUI折する椛SD6970・6971がある。

SB6963、SB6989、南

北講SD69701:も、造

常方位が北で約 11度

四にふれる。SB6963

の雨、制査区南端中

央 に直径7.7mの大

きな掘形をもっ井戸

SE6959カfある 。 おわ.~

}jlli設 tみられる石組

hYJ~ SX6956の一部が

残る。井戸枠は抜き

取られている。

D期 正殿、脇殿、後

般を中心とする建物

群の立つ11キJUJo2小

JVIに分け られる。

0-1期 ill物群がfik

bf，措l密になる。調査

区西南附近くの

SB6950は京長-のみ

一_， cコ
: cコ

日

図30886950の伎に使用された転用材
(1・ 20)



-145.780 

y=ー17.700

図31第279次調査遡備平面図 1 : 250 

を確認したにとどまるが、粂lJj計画上の坪の南北1:11心線

上にたっ とすると、桁行総長は80尺 (23.6m)となる。桁

行の柱間寸法は幾j函りかの似元ができるが、染HIJの位HII

寸法はrl'の 2HlJが10尺等11¥1、両端HIIが 9)くであるので、

この他物は南北ニ而庇であった と考えられる。 この建物

は解体に際して柱を抜き取る場合と柱似を地 ドに伐す場

合とがある。妻通りの雨 2カ所の柱穴に伐された柱根は

抗径40cmの円柱て¥下端部に複雑な仕口の形跡があり、転

用材である ことを示している(医130)。

5869501:品ワ5.5mIIIIßM をおいて ~t にある 586990 も発〈

安だけが調査区内にあるが、坪中心線上にあったとする

と、 :f!Nt子主主長カfk:125m、84)ミほどの土毛い31tiJYfJRになる。

調査区東北隅の586993は桁行 51日1以上の京間棟。柱HH寸

法は梁HII21日j(ま 9尺等IBl、桁行は末端|iiげごけが10尺で、

それ以外は 9尺等1111となって いる。この!&物の柱穴はさ

しわたし2.5mbの大きな不幣附円形を呈するが、これは

柱抜き J[~ り穴の絡事líであり、本米は方形の柱掬iJ彩をもっ。

この586993む坪中心線上にたつ tすると 、正而44.5m(l.

E、150)てという長い建物となる。

586950の京5.3mには、 iJYI.庇をもっ南北棟586957があ

る。iオ_:HH寸法は身合、IfEの11'，ともに10尺等IBlで、桁行 6

Hll分総認しており、調査区の雨に統〈。以 卜.4械の長大

な規模と fll定される un立柱!&物l~下は 、 586950を 小心建物

とし、 586990、 586993~後殿、 586957を京協搬とする

配置m追をとっていたと-tWalllすることカfできる。なお来

!I必殿586957の身合北主主位の北1.8mに、柱11113 Hllの南北

J})(5A6988カfある。

調TI:区東半音11には T:'f:形 に交わる長い JJJf.5A6976と

5A6977がある。南北塀5A69761:京脇殿586957のHHtこは

南北岡庇をも っ586961な/::.3棟の東西棟が配される。 こ

子長文E庁 (1'首1/1997111 45 



A期 B期 C期

S86986 

ロ
S防971

S86960 

S06970 

D-l期 D-2期 E期

口
S86981 

SA6969 

S86954 S86972 

図32遺憾変遷図

のうち北側柱通りを当初来J1仏殿SB6957の北安通りと合

わせてたて られたSB6967はこの小期のうちに南に位置

を少しずらせてSB6965にたてかえられる。またT字形の

塀に画された東側には 2棟の建物SB6973・SB6974が西

側の柱筋をそろえてたつ。

0-2期 D-1期の中心建物SB6950と南{JlIJの後殿SB

6990、T字形の堺やその束の建物群などをそのまま にし

て、東脇殿や北の後殿その他の建物をたてかえる。北の

後殿SB6993は束去を来に1mあまり移し、南庇をつけた

SB6994にたてかえられる。この建物も 前身のSB6993と

同じに、桁行の東端聞が他より広〈、 11尺に設定されて

いる。束脇殿SB6957は身舎の北妻柱でいうと南に約12

m、*に約 4mずらせてたてかえ、 SB6958とする。庇は

ないが身舎の柱間寸法は10尺等問、梁聞は10.5尺等IlIJo

調査区内には桁行 2問分があり、さらに南にのびる。こ

の時期には中心建物SB6950の東 4mに柱|日14問の南北
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塀SA6953がつくられる。

調査区東半部の T字形堺西側ではSB6966(→SB 

6964)、SB6978にたてかえられる。また塀の北では東西棟

SB6982がたつ。この建物は南側柱の 5間分 t間仕切り柱

と思われる柱穴を確認したにとどまる。各柱穴間には幅

50cm、深t>15cm Il. 1:"の浅い滞状の掘形があり 、その上而

に縦に半分に筈1)った平瓦が比較的雑にー列に並んでいる。

これは礎石建物に見られる壁地型であると みられるが、

掘立柱建物での確認例をほかに知らない。

E期 DJtflでの整然とした配置に復元できる大型建物群

とその周辺の建物群はすべて撤去される。調査区のIi.lf

中央に東西塀SA6969がつくられ、北に東西棟SB6981と

総柱建物SB6975がたつ。 南には東北端に角屋のつく東西

棟SB69541:，調査区の京商附にSB6972がある。SA6969

は調査区の西半部でーカ所柱間隔の広い部分がある。

SA6969やSB6981・SB6954はいずれも造営方位が北で約



平総宮 平械京左京 平結束右京
I勾高~tyけl:rif~r地1>( 17，7 Ir./;'; 1 :f<3t1i10・15呼 5，8 .(i/;(.It辺2tli2・3呼 0，3 
蔀2:)(判官民，lir'lJ色1>( 14，1 占l:Jj(2条2)lill呼 16，4 イi /;(~t辺 ・It/j 6 Tf 1.8 
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華干瓦出土密度(点鍛/100m')表B

められる小片の漆紙文:!?がl点包合1f1から出土している。

:rJi 

軒:h.1Lが155点、 粁平瓦が92点、合計'247点の杓:瓦、鬼

瓦 1点、 0ti卜瓦3点、時42点が，1.1'，土した。 また紘粕喫斗

瓦を主とする施1111瓦が215点ある。

刺:瓦の，'1'，土密度は100m'あたり 16.4点となる。淵査而柿

カf1，OOOm'をこえるいくつかの地点での出土密度を表 8

に示したが、平械京内では左京二粂二坊十二坪ての13.1

時期 温情 桁行(尺} 梁間(尺)

B JI!刑制(5B6960 511lJ(9・9・9・10・10) 21111 (10・10)
JI(jJljlJl(5 B6986 3J1IJ (10符JlIJ) ? ( 1 Ii/Jl: :7J~) 

C JI(内l点。5B6963 4JiiJ(9・9・10・10) 211iJ( 11・9)
東西l点5B6989 31llJ(8・a・8) 2111J(8・8)

D-I JI(丙l車5B6950 41:1J(9・10・10・9)
JI(jJljW5 B6957 71111以 l二 (JO~IIII) 3JiiJ(州I1E:IO・10・10)
JI(jlljl車5B6961 411lJ (ï~宇間} 4JiiI(lli~t庇:8・ 7 ・ 7 ・ 7)
Jl!jlljt車5B6965 31ii1 (8~JlIJ):内市に 1/1尿 21111(7・7)
見E丙l車5136957 31111 (7;"，i11l1) 2111J (7・7)

? 5 136973 ffj~t3 l1lJ (lO~事 1111)

? 5 136974 南北3/111(8~1IIJ)
Ilj ，lt~ 5 A6976 131m以上(6-10)
JI!同制5A6977 61111以上 (8~JlII)
Ili ~t~ 5 A 6979 311iJ(8・6・5・6・5)
JI!内側5136980 4JiiJ(~(11E :6. 5x 3・ 7 ， 5) 3I1lJ(llil1E:8・6.5・6，5)

? 5 136987 東西31:lJ(l0~事 1111)

IIi北地151¥6988 3 I1lJ (6~事 JI日)

)I(I'IilJli 5 136990 ， Ili.1じ21111(9・9)
JI!:内ilJli5B6993 5WJ以上{リ9・9・9・10) 21111 (9・9)

D-2 Ili~t~ 5 A6953 411lJ (8・9・10・9)
Ili~t~ 5 B 6958 31l1J以 1:(10・10・..) 2J1lJ(l0.5・105)
京両I車5B6964 311lJ (i布1111) 2111J(i・7)
Jl!jlljl車5B6966 21111n 1:(7・・・1 211lJ(7・7)
Ili~tl~[5 136978 3I:1J(7~11I1) 21:11(7・7)
米両1~[5 136982 61111以ト:(8・6・7・7・7) 211111:.t 1'. ? (7・ー)
見I図版5136994 51111以上(・ .9・9・9・11) 311111:.t 1'. ? (，Ii庇 9・9・9)

E 点凶|点5136954 3111Jm事JI:I) :JI(~tに l'I JiiJ 2JiiJ(7・7)
? 5 136972 東北21111以上(9・ー)・南北2UIJ以1'.(7・.)

JI!丙Jf)t5 A6969 20JlII以上?(6-8'ーヵ所14)
総柱 5 136975 JI!:丙211lJ以上?(8・・，)' ，lj~t2J1lJ (8.8) 

i!(肉tJli5136981 411lJ (10事1111) 121111(8，5・8，5)
? 5 s6984 東西21111以上?(7，5・7，5).，ti北IJlIJ以上'

ヲ JI(内|車5136995 3J111 (7.5・8・7，5) 21111(8・8)

瓦

J点が若・しく 多〈 、左京三粂二j方ー ・二 ・七 ・八坪の6.9点

がこれに就く 。左京二一114粂あたりまでは100m'あたり 3

から 5点を こえる地点もあるが、右京城や左京の五条以

南ては 1}，'Y，J，:J下か ら2点ほどというのが将通であること

第279次調査建物 ・線の規慎一覧表

このH制切とみなす その他の 2械の

表7

l度西にふれており、

建物も同様の造営方位とみるニとができる。

がわかる。いっぽう 、平J成宮内て.は内説北外手11の官街地

区が17.7.'.'Xと最も多く、第二次朝堂院南川問辺の14.1点、

第一次大航殿地区や内誕地区、造柄司、:iIミ院南辺地区な

このi時JUJあるいは以降に石敷SX6983が敷設される。拡

がりは不明。なお、調jit区間北陥仁ある*i叫束SB69951ま

EJ切の!ill物柱穴カT小さく、平而形もややゆがんでいる。

Eの12.'，川

次1;l月堂院の;;1)]堂問辺ては 9点前後、奈良11#代後半JtJJにlJ.

瓦:tT:き殿合が櫛比していたと推定される兵部省、式部省

は4.6点、 4.4点と比較的少なしさらに左13寮は2.6点な

どという状況である。いうまでもなく、追跡での造物の

とは共存しないかもしれない。

出土遺物

今回の調査では調査区の全域から多ili;の瓦が出土した。

後述するよう に、 京内ての従米の調査iylJに比べると絡段

3 

一織に判断しがた
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に多L、。土綜類は多くはないが、 小片ながら、 二彩など

の施利l陶慌の存在はj主Uされる。D“lJUJの東1J私殿S8

6957の撤去後に掘られた 3x 5 m、i奈さO.ljmの方形の土

坑SK6955からは瓦や土品の破片のほかに加工のある木

片、各種の木製品、制11い新の燃えさしゃ，n木灰のような

もの、桧皮、それに木怖が出土した。

木簡 ・盤書土器 ・漆紙文{f}
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木前iIJ.S1<6955から 10点、 D-2 J切の後殿S86994の位ikil

形Eまから 2点出土した。 うち 4点で判説ができた。

主主千!:土(，fi.は文字を判説できないものを合めると 29点あ

Hω
吋
・N
0

・ωcωω
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H
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W
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・M
∞-m
O
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H

吋∞・
ωα
・印。
ω]{

る。土坑SI<6955からは「口 (相ヵ)撲所J(凶 5-1)、rJ'.J 

(2)、「小似J (4)、「主水J (5)、「下」、 r7JJ、 と221H!?され

た須恵品、土師器片が/1'.-仁している。i立構/1'.土ではない

包含府から出土した主!ぷlj:上総に「大志 ・帯J (3)、r:Jl:J、

また文守lま判読できないが、 主iA痕のよ巴
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戸「上」などがある。



時期 事干丸 瓦 軒 平 瓦 合計

1 -1 6272A 2 四m弧文

6272日 6641C 
6273B 3 6664C 
6275A 3 
6284 E 3 

15 15% 3 49，〆〆O 18 10% 

1 -2 6664G a 
6664K 

2 396 2 196 

小川 15 15% 3 796 20 11% 

11 11-1 6285A 66640 6 
6304A 3 6664 F 3 

6304B 3 6664N 4 
6311A a 9 6666A 3 
6311A 2 6667C 3 
6311Ba 17 6671 B 
6313A a 6689A 2 
6313A 

37 37~6 24 31% 61 34% 

11-2 6135A 6663A 3 
6282C a 6663B 2 
62820 6681B 4 
6308A a 3 6682A (段顎)1
6308A 2 6682B 10 
6308B 3 66820 
63081 24 6682F 
6308 J 6688A b 
6308 ? 6691A 2 
6311C 6694A 4 
6311G 6721 G b 

39 39% 30 38% 69 39% 

11-2-111-1 

6225A 5 6663C 2 
6282B a 6721C 7 

6 6。〆6 9 12% 15 8% 

小a~ 82 81% 63 81% 145 81% 

111 111-1 6131A 6663E 
6318A a 

2 2% l ~，〆。， 3 2% 
111-2 6682A (直線顎)1

6691 B 
6702A 

3 4% 3 2% 
小J~ 2 2% 4 5。〆0， 6 3% 

IV 1¥'-1 6663F 2 
6663 J 
6768A 

4 5% 4 2% 
IV・2 6146A 6759B 

6760B 

19ノ。〆 2 396 3 2% 
小百十 1% 6 8% 7 4% 

令 ill・ 101 100% 78 100% 179 100% 
時期不明 6282 ? 2 6663 ? 2 

6311 ? 4 6721 ? 2 10 
噌式不11)1 48 10 58 
総書| 155.'.'.': 92.....~ 247!.'.( 

道具瓦・その他

丸瓦 平瓦 世E 鬼瓦

|賞最 | 429.1kg 1 1.395kg 1 28.7kg 5lll.瓦{無給) 31.~ 

l点塁I 4.181 点1 11.218 点! 42 t_( ヘラ錨瓦

表 9 第279次調査出土瓦類集計表

(亡二二コlま左京二条二筋十二坪と共通するもの)

い側而があるが、そのことを前提にしても、今回の調査

地での粁瓦の追存密度のおき は平城宮内でも'IIHi，農lAiな

地域に匹敵する とみてよかろう。

!阿:瓦l立、平城宮il汗瓦編年のIUtijからII1-U切にかけての

ものが大半ぞ占めている。軒丸瓦ては型式を判別しうる

101)慌のうち81%にあたる82点、軒平瓦も 78点中81%の63

点がこのl侍JUIに属する。より制別のl時期区分での軒瓦の

48 1;守文研 $1'ta/1997-1I1

一彩 ー彩。r彩 緑柏 褐柏 納剥港 計

事F九瓦 1 

粁平瓦 l 

九瓦 2 2 4 

平瓦 3 9 2 3 18 

事;f.ij'瓦 11 3 106 71 191 

ffl 16 12 110 3 74 215 

表10 第279次出土飽紬瓦内訳表

組合わせ関係、は、 11-1期では6311A'Bと6664D.Fなど

が、 11-2期では63081-6682Bが主体を占めていたと考

えられる。調査区内での出土分布の状況をみると、 6311

A • B-6664D • Fは調査区の西北 4分の lの北寄りに集

中しており、 63081、6682Bはそれ以外の場所で目立つ。

従って、 D-2期の後殿SB6993の届担に茸かれていたの

は6311A. B-6664D • Fであ り、それ以外の瓦葺き建物

に主に使われていたのが63081-6682Bの組合せであっ

た可能性が市いと考える。

これまでの知見によると6311A'B、6664D'Fは平城

宮内出土軒瓦の中でも最も点数の多いも のの一つであり 、

Il /:んどが中山瓦窯て.生産されたも ので、その組合せは

平城宮内装内草1Iやその周辺地区な どで頻繁に使用されて

いる。一方、 63081、6682Bは今回の調査で最も 多〈 出土

した (63081は軒丸瓦全体の24%、6682Bは粁平瓦の13%)

が、この組合せは平城宮内でこれまでに確認されておら

ず、63081、6682Bそれぞれの出土例 もきわめてまれであ

る。この軒丸、軒平瓦の二者は、後述するように、平城

京の中でもかなり限られた場所で使用されていたようで

ある。

施利l瓦11、表11に示 したように、合わせて215点出土し

た。この出土量も京内ではきわめて多い例に属す るが、

そのうちの89%は緑紬製斗瓦であった。 総't1I~ti.ト瓦は、

完形を保つ資料はないが、 師12cmほどが標準である。幅

20数cmの1111率の小さい薄手の平瓦様の方形の製品の凹商

に施された縦方向の分割裁線を目安にして、焼成後に祈

り告IJった形跡が残る。治111刈IIJ而と凸而に施す。凸而の施

車111はfJ!lJ*永から3.7-5.5cmの純聞に限られる。緑利l製斗瓦

の67%、施手111瓦全体でみる と71%が調査区の西北 4分の

1の範囲から 出土し、と くに調査区の西北コーナー付近

に集中していた。軒瓦の分布状態と必ずしも一致しない

が、これら緑利l製斗瓦を主 とする胞豹b瓦11D -2 Jtflの後殿

SB6994の棟な どに使用さ れて いた とみてお く。

土器 ・土製品

土製品としては、硯 5点、須忠君ifを利用した転用硯17

点、土錘 5点がある。また土坑S1<.6955から1(1申文のある

こ彩のw.の破片が出土 しており、 そこか ら5m肉Itれた小

土坑か らも 同様の小片が出土した。施，，11陶総にはそのほ

かに二彩小査など二彩陶器片 3点、緑利l陶器片 1点が包

含1Mから出土している。なお、白色の硬質な紫地をも っ
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函33 第279次調査出土墨書土器・木製昂
( 1-7・91ま1: 4、日 l引:3) ~ I← 」か〆 9

楽査の形をした土器片が包含!脅から出土 している。施豹"

する前段階のものを製品として使用したものか。

木製品

土坑SK6995から木製の杓子(図33-6 :長さ33.0cm・ヒ

ノキ)、引lり抜きの箱の輩(7:現存長32.6cm、師4.9cm・

ヒノキ)、漆刷毛の柄 (8:長さ 13.3cm・スギ)、中央に

小孔のあく rlJl物容器の蓋板 (9:径16.8cm・ヒノキ)、 詩

木(ちゅうぎ:大使のあと に局部を必ぐう紺Il、板)など

が出土した。

4 まとめ

時期変遷の年代

調査区内の追構変遷についてはA期から EJ閉ま でを考

えたが、それぞれの実年代をあきらかにする直接の資料

は少ない。D-1期の後殿SB6993の柱掘形内から、平j成宮

土器II(730年前後)の土師器杯Aの破片が出土 してい

る。この建物の周辺からは、前述したように、軒瓦6311

A・Bおよび6664D'Fが集中して散布していた。この1肝

瓦は養老 5 (721)年頃から天平初 (729)年頃と考えら

れている平城宮瓦編年第II-1 j切に属する。先に、軒丸瓦

6311A' Bと]1汗平瓦6664D'Fの組合せは D-21tJjの後殿

SB6994の所用瓦と述べたが、 SB69941.1:SB6993と同じ位

置にたてかえられたもので、両者とも桁行の端聞が他よ

り広〈設定されているという共通性をもっ。従って、当

初JSB6993に使用されて いた屋根瓦をたてかえに際して

そのまま利用 したものとみる。 D-1期の他の建物のう

ち、瓦葺きの挫物には63081-6682Bのセットが軒瓦の主

体的な組合せとして使用された可能性が高L、。この組合

せの粁瓦は平城宮瓦編年II-2期、天平初一天平17(745)

年に属する。このこ tは、中心建物SB6950や }lHあ殿

SB6957などは後殿SB6993よりも造営がやや遅れる こと

を?示すものかもしれない。 しかしこれらの建物が一述の

工事になるものとすれば、 D-1JtJIは瓦編年の第11-1 J切

の終わり頃から第II-2 J切にかけてのl時期、つまり 天平年

間初頭頃に始まるものと考えられる。

D-2期への改作時期も判断材料が乏し L、が、 この時期

の東JIあ殿SB6958の柱抜き取り穴から63081や6691Aなど

の第11期の事F瓦とともに第II-2期から第Hト1期に属す

る朝夕L瓦6682Ba、軒-平瓦6721Cが出土 している。今回の

調査区内からの出土数は少ないものの、6282Bt 6721Cの

奈文研年哲V I997-111 49 



図34 第279次調査地所用主要軒瓦

組合せは平城宮内でも出土iLIが多〈、法務寺や左京三粂

二坊六坪の宮跡庭闘でも組み合っている。 6721Cの年代

観については、恭仁宮の造営時(天平12(740)年)に新

制されたt考え られているので第II-2 J切でも新しい時

期になるだろう。 6682Bはそれよりやや早い時期に作ら

れ始める。従って、 D-2 J明の造営は天平末年頃と推定し

ておく 。

DJtJ1から E期への移行時期についても確証はない。調

査区内からは平安時代の泣物は出土していないので、 E

JUlは奈良時代の中 t 考えてよかろう。ここでn~姐となる

のは緑~Ih喫斗瓦を初めとする施利l瓦の存在である 。 大量

の緑手Ih喫斗瓦については、先に述べたように、 D-2期の

後殿SB6994に使用された可能性が高い。今次の部l査では

三彩の軒丸瓦6146Aと何:ljZ瓦6759B各 l点が出土した。

両者とも瓦編年の第IV-2 J例 (神諮景芸元 (767)年~宝

也元 (770)年)に位置づけられる。 これら三彩軒瓦がど

のように使用されていたかははかりがたいが、緑軍Ih~t斗

瓦などとともに使われていたとすれば、 D-2期の建物群

は瓦編年のIV-2にはまだ存続していたとみる ことがで

きる。さらに付言するならば、緑軸嬰斗，瓦は、これが軒

瓦6133A. B -6664 D . Fとともに D-UtJJの後殿SB

6993あるいはD-2期の後殿SB6994に使用されていた

ものであれば、途中に棟瓦だけの耳き替えという事態を

考えなければ、その使用|井l始年代が瓦編年の第IIWJまで

さかのぼることになる。間査区中央やや西南の土坑SK

6955からは既述のように桧皮や木片、瓦片、 土器片な ど

とともに、若狭固か らの御調に付けられた荷札木簡が出

土した。 「天平宝字六年j (762)の記載があるが、伴出し

た土器は土器編年の平城宮Vでもやや古い様相のもので

あるので、 この土坑が形成されたのは77011三代頃と推定す

る。この土坑を大規模な建物改作l時の臨芥処理穴とみる

と、D1明から E期への移行の時期をその頃と考え ること

も可能である。

50 誌を文研年報/1997-111

AJOlは南北溝があるだりだが、法土に瓦片がi昆ってい

ることから、平城京造営l時以後の遺構とみることができ

ょう 。この前-の性格についてはよくわからな L、。 B期、

CJ闘はD期のはじまり、つまり天平初年以前の変避とい

うことになる。出土軒瓦には瓦編年の第 I期(和銅元

(708)年~養老 5(721)年頃)に屈するものも全体の l

訓強あるので、 B. C1切にも崖根に瓦を葺いていた辿物

があったと思われる。

遺跡の性格ー左京二条ニ坊十二坪との関連性一

今時の調査区は左京二粂二坊十一坪の東北部分にあたる

ため、坪全体の様相を確実に復元することができないが、

DJOJの比較的大規模な建物群が坪の南北中心線上に設定

されていたとすると、中心建物SB6950をめぐってコの字

形あるいは ロの字形の左右対称形を とる整然とした建物

配躍を想定する ことができる。京内ではこれまでにこの

類の建物配置を とる追構群が数カ所で調査されているが、

今回の例は建物規模からすると、格別に大きい部類には

いる。ここで注目すべきなのが、すぐ南に接する位置に

ある左京二粂二坊十二坪で調査されている迫椛群である。

十二坪て、は4600m'あまりについて発掘調査が行われ、 一

坪を一括して利用した大規模な建物群が確認されている。

I JOlからIVJ閉までの変遷が考えられており 、そのうち II

則は、桁行 71旬、染問 4IIIJの四而庇付礎石建物を中央に

おき周囲を掘立柱の綾廊で囲む(調査では束・西・南而

が確認されている)と L、う、きわめて特集な配置構造を

とる。被廊回廊内の中央建物のfJij方西側に、石敷の;護岸

施設をもっ直径10mほどの池も配される。この調査では、

前述のよう に、軒瓦の出土頗度が100m'あたり 13.1点し

京内では今次の調査地に次いで絡段に高い。さらに特に

注目すべきことに、十二坪においても出土軒瓦の大半を

占めるのは平城宮軒瓦編年の第II10Jのもので、 しかも最

も多いのが6308!(軒丸瓦全体の34.2%) と6682B01汗平

瓦の25.0%)であり、十一坪の様相と共通する。その他

の型式の軒瓦の出土比率ををみても、十一坪と十二坪は

似通っており、十一坪の出土軒瓦の中で十二坪と共通す

る型式つまり同箔のものは軒丸瓦で全体の78%、ff.IJZ瓦

で73%を占める。i好瓦の様相からみるかぎり、十一 ・十

二坪はきわめて共通性の強い造営運営ぞ認めることがで

きる。

十二坪からは680点にのぼる純粕五も tf.ニiニしている。十



一坪では215点のほとんどが緑柑提斗瓦であったのに対

して、十二坪ては91%にあたる620点が平瓦であり、さら

にその 9剖が三彩の製品であった。現.q-瓦は施手111瓦全体

の4%たらずにすぎず、十一坪と十二坪て、は施軍111瓦のlr

かれかたが全〈異なっていたことがわかる。平減宮、平

域京内をj通じて、施~III瓦はまれにしか出土しな L、。これ

まで平城宮内では40余年間におよそ40haにも及ぶ範囲に

ついて発掘調査がおこなわれているが、出土 した施flll瓦

はわずかに80点ほどにすぎなし、。平城京内でも上記左京

ニ粂二坊十二坪出土の680点と、今次の淵査出土の215点

~~-'-:= i I
仁

司II!: 二条条甲南小路 1 !日
坪 川早

( ll-B期J 1 1空

: li;I~ 1 1 1 四 llli
cwl: ; JIわアFEニ掛 111荒

束1 11 ' 1 !lれ!(1 il!l 1 11 Jド ;I Ilfit r I m 111品

日 一
路11l' 

-;i'E三二! -
| ニ条大 路

1/ ~ ':1 
図35 左京二条二妨十一坪・十二卸i'H湾側念図

以外では約250点て、ある(寺院を?のぞく 。ただし平城京内

の寺院から出土した施利l瓦は180点あまりあり、その 8割

強は垂木先瓦。)。 また、わずかな例外をのぞくと、出土

地は左京二 ・三粂の二 ・三坊に集中しており、純fdl瓦で

屋根を飾っていたのは、平城宮内のほかには、宮の東に

隣接するかなり限定された地域であったことが知られる。

その中にあっても、出土並が呉市に多いという点ては、

やはり十一 ・十二坪は他とはかけはなれた共通性がある

とし、えよう 。

もう 一点興味深い事実関係として、十二坪から12点の

「相撲所」にかかわる墨書土総が出土していることがあげ、

られる。「相撲」、「左相撲」、「相撲所」などと記された土

r.ililliL須恵総の破片て¥これらは建物配置の時期変遷の

w切に使用されたと 分析されている。今回の十一坪の調

査でも、既述のように土坑SK6955から l点ではあるが

「口 (相ヵ)僕所」と墨書した須恵器葦の7i皮片が出土して

おり、これまでに他所からの出土例がないだりに、両坪

の密接な関係を示唆するものといえよう 。

/J、総

今回の調査でのD1切の建物配置として推定復元したよ

うな、務然とした左右対称形をとるコの字形ないしロの

字形をとる配置は、従来、官街あるいは公的な施設に探

せられることが多L、。 それは者11城における朝堂院の堂舎

の配置、あるいは内裏などの宮室中枢部分の殿舎の配置

がしばしばそうであり、また地方宮街である~tIí街や国庁

政庁の建物配置が同様に左右対称の配置をとることを一

つの線拠としている。 平城京内では左京五条二坊十四坪

(第II• IIIJ切の建物群)、左京三条一坊七坪のコの字形と

推定される建物群、左京三粂ー坊十五 ・十六坪や前掲左

京二粂ニガパー二坪での ロの字形あるいは長合国平11型とも

f;i;すべき建物群について、公的な性格をも つ ものと評価

されている。いっぱう、建物配置のみから官街かそうで

ないか(住宅か)を速断することに対する瞥告 も提起き

れてお り、 一つの宅地内(ー坪以上の場合も想定し うる)

に公的な機能の区画と 家政機関などの区画が分かれてい

たと考える必要のあることも説かれている。

ひるがえって、今回の調査対象である左京二条二坊十

一坪について考慮する と、DJUJの建物群は、 ー坪を一括

して利舟lしていたと判断される。南接する十二坪とは特

に所用瓦の様相が酷似し、また複l郎を伴う整然と した建
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物群の造営される時期(II-A.B期)は十一坪のDJ切と

ほぼ同じと考えられている。 その造営に際して所用瓦と

して多用された63081-6682Bのセットは、前述したよう

に、 平械宮での所用例はなく、京内では左京二粂二坊五

坪、 二粂二肪十三坪、 三粂ニ坊ー ・二 ・七 ・八坪ほか数

カ所の調査で'ìir~認されている。 しかし、いずれの場合も

少誌であり、左京二粂二坊十一 ・十二坪での状況はきわ

めて特徴的というべきである。かねてより、 平城京内で

まとまった註の瓦を出土する地域での軒瓦の様相には、

①各時期にわたって平城宮所用瓦の同箔品が使用され、

平城宮 と異なる瓦がほとんE出土 しない地域 と、②平城

宮で未出か余り出土しない軒瓦が主体を占める地域との

二つの類型があるとされている。 しかし左京二条二坊十

ニ坪の報告担・て.指摘されているように、 63081、6682Bの

二者は、平城宮内ではきわめてまれとは L、え、他の京独

自の粁瓦にくらべると、「“平J){}.宮式"の範囲浮で理解され

待べき瓦当文様を備えているおしたがって、 このよ うな

様相に対しては、あ らたに第三の類型あるいは第一類型

の亜式としての類型を設定して考える必要があろう 。い

ずれにせよ、 十一 ・十二坪は瓦の様相からみると揃って

“宮な らぬ宮的な"性絡がうかがえる。敷地がより広かっ

たとするし東辺の京二坊坊HHJlt小路をはさんで東側の

左京二粂二坊十三 ・十四坪が対象 tなるが、そ の両坪で

実胞された発掘調査では、瓦の様相や追械の変避のJ席、で

十一 ・十二坪と共通する要紫は乏しい?

以上のことか ら、左京二粂二坊十一坪は、とくに，建物

配世の充実する D-1・2期は、南接する十二坪し(両

平 嶋

坪の坪境には、平城京建設に際して、粂坊道路にi合わせ

て流路を直線状に改修した と思われる菰川が流れており、

地形的には分断されているが、)~、わぱ二卵性双生児のよ

うなありかたを示しており、しかも独自性を示しながら

も宮(1旬、公的な色彩を色濃く もっているといえよう。 そ

こでは相撲所の所管する相撲節会の儀式の執行などにも、

南接する十二坪にあった施設ととも に深い|拘わりをもっ

たことが推測される。
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l草 ニらむ 側 ② 

.30周年を迎えた平城サッカ一部

行ってき ましたよ、みなさん.18丹

131:1の日本対ブラジルl滅。裳技っかつ

て、ちゃん !:SS府のチケット手にt、れ

たまではよかったけれど (8000円だ

ぜ .1)、なんと最前列の席。これがみに

〈いのなんの、自のjjIjに手すりがド、ノf

ーンとあって、 まともにす干めたのは、

サイドパックのロベルト ・カノレロスと

カフーだけ。それにしても、 日本の出

米iまJI~:/1!:というか 、 悲惨というか。ワ

ールドカップへの道l;t、険しいの一言

であります。

ウン ドで口うる さいか ら、人望なかっ

たはずなんfごけど…。で、何をやった

かと いう t、ミニサッカーのゴーノレを

X:iったのです。紅白マッチにでてくる

人数が、総勢10人未満の場合にやるミ

ニサッカ-W-JlIのコふーノレです。 とこ ろ

が、もう文句いってるやつがいる。
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きてきて、昭和42年 (1967)に発足

した平城サッカ一部は、昨年度でめで

たく 30!i司年をむかえ、執行・部一新。 8

1r~ IHJ部長を つ とめたTさ んのあとをう

け、はずかしながら、私が新部長に選

出されました。いちおう悶辞したんだ

りどな。おっかしいんTごよなあ、クeラ

「ゴーノレカt小さすざる IJ t;:.って。

あたりまえだろ、ミニサッカーのゴ‘

ールなんだから。 (A)



.左京三条二坪二坊(長屋王邸)の調査
一第269・4次

唱 はじめに

奈良市二粂大路南一丁目、奈良そ ごう百貨五百四隣のピ

ノレ主l!設にともなう事前調査。調査而析は約90m'o 5 H30 

FIに調査開始、 6月24日終了。調査地は、平城宮町、第178

次調査区の問方、l百1186次西調査区の南方に位世し、 公以

1時代の-'IL城Jj¥左京三条二肪二坪の南西宮11、長!回王思11の敷

地でいえば尚辺中央付近にあたる。

調査地の基本府J子は、近年の雌土、耕土の下に灰柑{沙

質土、 1lt制粘質土と就き、その下の11音灰柑キlli質土が遺物

包含府となる。造材搬 出而はこの包含!自のn'(下の淡l火花j

粘土て¥ その椋正:jは59.90-60.00m付近。

2 検出遺構と出土遺物

第178次調査で、 BJUI(720年頃ー729年/時JUI区分はr公

文liJf学報第54illbによ る。以下問。)の南北岡庇f寸き東西

棟~!挫柱建物SB4235の来端 1 nn分を検出していたが、今

凶の調査ではその酋延長上て¥東端か ら数えて 4WJ目t

5 HIJ日の南北側柱、|百JIlUtの位穴計8穴を検出した。 5

IIIIUに安柱がないことか ら、 この主主物は桁行 6HIJ以上の

規快そもつものと判明した。 fIllJ柱の ~Ali )r~ は、おおむね一

辺1.5m前後の方形、庇柱の掘形もそれよりやや小さい程

j立。位IIIJの寸法は、『学卒lねては桁行て3.0m、淀川I;i.身

合2.8m、庇3.0mと制作されているが、 今回の断¥'，iIJり調

穴の結栄や東端から数えて 4IIIJ日の北f!lIJf.まの柱穴底に据

えられていた礎盤の位置からすると、桁行10尺(1尺

0.295m。以下問)、梁HIJは身合10尺、前此10尺、北庇 9

)<!..とみるのが妥当であろう。なお、礎燃はhililJIな石を1'
;IJ

って作ったもので、 30X25cmの大きさ。{也の柱穴にはな

いこと から、柱長の調路のため、引.tt'iであわせてJIJ L、た

八坪

s唱mlZ11 ;コ
lî ~ 

:l 
I[ 

亡二コ

ロ長
Sß/12~5 

A 269-4次

図36 発短調査位櫨及び周辺週114配置図
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図37 第269-4;欠調査遺徳平面図

ものと推定できる。

SA4235以外の検出造構て‘まとまるものとして、調査区

西端付近で検出した掘立柱南北塀SA7025がある。 4間以

上で、柱間寸法は検出したうちの北から 2間目が12尺、

それ以外は 9尺。 SB4235の柱穴を切っている ことから、

これよりも新しし、。ほかにも柱穴をいくつか検出したが、

調査区内でまとまるものはなかった。

主な出土造物としては瓦がある (表12)。軒丸瓦6282C

と6663AはC期(729-745年頃)、 6225EはE期(750-760

年代)のもので、いずれも天平初 (729)年の長屋王の変

以後のものである。なお、土器はごく少量出土したのみ、

木器 ・金属器の出土はなかった。

3 まとめ

今回の最大の成果は、大型建物SB4235の西延長部の

54 奈文研.ij，輔V 1997-111

軒丸瓦 軒平瓦

形式 極 :点数 形式 車E :点数

6225 E 1 I 6663 A 
6282 C I . 
形式不明 1 
軒丸瓦昔|ー 3 軒平瓦百十 l 

丸瓦 平瓦 i事

重量 ; 28.1kg 重量 : 115.9kg 重量 ; 3.4kg 
点数 ・ 366 点数 ・ 1，198 点差i:; 2 

表11 第269-4次調査出土亙熔類集計表

検出である。上述のとおり、束力、ら 5間目で妻柱がなか

ったことから、この建物の規模は 6間以上である。さら

に、桁行はふつう奇数の間数であり、 7閉または 9聞 と

推定できる。しかし、現状では、西端部未調査のため確

定できないので、 SB4500l:の関係から考察する。

長屋王邸は 4町占地で、塀によって中央内事11・東内郭・

西内事1I・北外事1I・東外事1Iに区分される。このうち最重要

区画の中央内事1Iにあって、長屋王邸正殿と考えられるの

が桁行 7問、梁間 3聞の身舎の南北に庇が付く東西棟建

物5B4500である。 A期 (710-720年頃)に この南方にあ

った内部区画施設5A4582.5A4291はB期 (720年頃-729

年)に廃され、かわって5B4235がたてられる。

5B4500の中心点 Pの座標はX=-146176.15、y=-

17936.10。一方、 SB4235を桁行 7聞と仮定すると、その

中心点Qの座標はX=ー146238.25、Y二一17932.80、桁

行 9間と仮定すると、その中心点 Rの座J僚はX=-

146238.25、y= -17935 . 80となる。したがって、直線PQ

の国土方眼方位に対する振れはN3・02'31'明人直線PRの

振れはNO・16'36"Wである。長屋王邸全体の国土方眼方

位に対する振れは、周辺の粂坊にほぼ沿うと考えられる

が、東一坊大路の振れはNO・17'16"Wである (r学報J)。

これは直線PR、すなわちSB4500の中心点!:.SB4235を桁

行 9聞と仮定した時の中心点を結ぶ直線の振れNO.16'

36"Wとほぼ一致する。また、 5B4235は正殿SB4500南方

の広場の南端を区画する建物であり、正殿に対応する建

物として建設されたと考えられる こと から、 SB4235の建

設に際しては5B4500と中軸線を共有するよう に計|斎l・施

工されたと想定できる。この観点に立てば、SB4235は桁

行9問であった可能性が極めて高L、。その場合SB4500と

5B4235の中心点間距離は62.1m、Ilぽ210尺に相当する。

なお、 『学報』でB期の5B4500南方区画総設と推定した

5B4233・4291は上記の広場内にあり、いずれも柱穴が比

較的小さく、仮設的な施設と考えられる。

(小野健吉/計測修景)



。左京三条一坊七坪・東一坊坊間路の調査
一第269・5次

桃の可能性があり、推梢土を分析I~Iである 。

出土遺物3 

はじめに

j苫詰Ii駐車場建設の事前調託。束-l)jjJj間路と左京三粂

-.t万七坪東辺部にあたり、西隣に第242-8次調査区があ

唱

SD7050から大i止の土然、瓦と木製品、木fTijが出土。

tle.fは奈良時代後半~平安l時代のものが主体

である。瓦1.t.6316DcなどのfFA瓦 9型式 9点、 6711AAな

どの]1汗平瓦3型式 3点があり、宮南而のr!j-JTJ J，Lが多い。

三彩'f瓦も l点出土した。

土器・瓦る。調査而干'l'tは約400m'、JUl川は 7月 1日-31EI 0 

検出した主な遺構2 

(玉田芳笑/考古第2)ま?こ、奈良 ・平安時代のものは、東一坊坊1111路と東西両I![iH伴、
SD7050から人形 8点、 1111物fHリ板)"j2点、 111.1物ほ

板片 2点、組簸刺I)r1点、古11材 1点が出土。人形 6点が

しがらみSX7060で集中出土した点に注目でき、人形 3点

木製品

を報告する(図40)。いずれもヒノキの薄板念切って人の

1は両側紘の二等辺三角形の切欠きで

七坪の%ii'ii築地や、四側hV;:カB ら分流するff;;1行i町、 こ仁坑、

泌がある。i也には、弥生時代の識を検mした。

バミー坊ガ'illll路。包含!日を除去した地山而て.検m
し、警在地土等は確認できなかった。規模は側j昨心心で約

21.6mで、 60大尺とする ことができ る。

8F7045 

正而全身を去す。

!f{[部をポJJl、足I.t.下端から 切込みを入れ、 :tlj_取って作る。

頭部は山形、顔lま214揃き。tJJiの約半分を欠加。現存長18.9

cm、幅3.0cl11、 )!i~ O. 3cmo 2は両側縁を浅く 切込んで顕

*ー坊坊間路四fJllJi.帯。帆は検出而て約5.2-807050 

6.0m、深さは約1.3mo1M位は大きく 4府lこ分かれ、

2 J白が奈良l時代、 J-_2 J!71立平安時代以降の11川氏。

古11を表引、足は切込みを入れ、折llxって作る。頭部は丸東一坊inllli路}j[{I[iJ構。幅約2.4m、i奈さ約0.4807055 

い。 T波打iのため、不明瞭だが顔而を~I>.~ .ti'ti きしているら しm。郡東日には大量tの瓦カrJiU1tし、十坪のiLLi而には泣f，Vi:
を確認できなかったが、築地があったt推定できる。 3は上部が長い。現存長19.8cm、幅3_3cm、J♀さ0_6cm。

長三角形のひj久;きで足念表ぃ三角形の切欠きで頭部を、この位西側剖i:から東南方向に分流する71<的。807059 
現する。約半分を欠損。JJlイ長長23_3cm、現存師1.9cm、l平世のSD7050内には、杭を打ち込んで丸太や木の枝、木の
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H~者11後の水田耕作に関わる得水路と考え ら れる 。 SX7060

からは上流から流れてきたと忠われる人形が 6点出土。
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七坪の束而築地。掘込J也業か築l蕊よと思われ

る Îi'i'.制色の粘質一土がわずかに伐る 。 *辺音11 に SS7064 、 íJ~

辺部に I.t.SS7065の添柱列があるが、 SD7065については

後世の土坑、溝によって柱穴が失われている。 そのため、

築地の基底部幅I.t.未確定だが、 8尺前後と211定て、きょう。

8A7070 

SA7070上にある 仁坑。平安l時代以降か。".に8K7057 
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川 原石が 2 個人り、東南附からは斜行 j品~ SD7058が

SD7050に向けてj荒れる。こうした状況か らみて、便所i立
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図36807050出土木簡

IOcm lr1 
3 

図408X7060出土の人形 1・ 3

さO.3cm。なお、SX7060

出土の人形には、 I.t.(i，'

同形品が他に 3点ある。

(臼杵 取/考古第 1) 

木簡 SD7050か ら木

町10点(うち削府3点)

が出土。①の「諸陵寮」

(匡138)は、大宝令制に

おりる治部省諸隊司が

天平元 (729)年 8月に

昇格したもので(r続日

本紀J)、これ以降のも

の。

(吉尾谷知浩/史料)

4 まとめ

今回の調査では、東

一坊坊間路と東西両側

溝を検出し、道路が側

誠心心で60大尺の規模

であることが判明した。

これは、従来京南方で

確認していた規模t等

しい。また、平安時代

の用水路や人形を検出、

平城廃都後の土地利用

の様相や平安時代初頭

の祭杷の様相の一端が

判明するな E、その成

来は大きいと 言える。

(玉田芳英)



.左京四条二坊十六坪の調査
一第269・6次

庖制i建設の事前調査。藤原'fiI1麻呂の邸宅問村第と推定

される左京四条二坊十六坪の中央商寄りにあたる。この

坪lま、過去、奈良市教委と奈文研が3次の調査を行なって

いる。今回はllmX3mの東西 トレンチを設定したが、

現代の盛り土が!早いために遺構面が深〈、実質の調査而

棋は15m'。調査期I[lJI.:t. 8月16日-20日。

検出週構 奈良時代の柱穴 7基、土坑 l越を検出した。

このうち、柱穴は建物のもの と仮定して記述を進める。

887075 東西に並ぶ 4基の柱穴列。東西棟の側柱か。柱

穴は 1辺約70cmの方形て¥柱聞は9尺。西でやや南に振

れる。柱穴底に川原石を置く 。礎盤と考えられる。SK7077

より新しし、。

887079 調査区東端で柱穴を 1基検出し た。南北棟の

西側柱か、東西棟の西謀者11の柱と思われる。位穴のi奈さ

は、検出面から約80cmある。

887080 SB7079より新しい柱穴で、 SB7079と同様、建

物の規模等は不明。柱穴は1辺約 1メー トノレと大ぶりで、

底に木の板を礎盤として敷〈 。

8K7077 調査区西半で検出した土坑。 東西幅1.9m。北

端、南端iは調査区外に延び、f!Wの可能性 もある。t.lli土は

2 府に分かれ、主に上}~か ら平城宮土器IIIの土rnfjJ t :J!，土。

小結 調査面積が狭〈 、遺構の全容解明には歪らなかっ

たが、 31時期にわたる建物を検出、 この地の利用頻度が

比較的市jl 、こと をうかがえた。その中で、土坑SK7077t 

の関係から、SB7075または5B7080を田村第のl時J闘に比

定する ことも可能である。 (玉田芳英/考古第2) 

p

、
J
Wl

 

p
h
v
 

l
 

、，，1
 

• 
v'
 

~之←一。

置

包含「三主9.200

5m 

(文献のぬと図41のNo.l.t.ー童文する)

1 奈良市第133次訴11trifi山政文化財調査慨婆干t1i!i主iJ IIli.f1l62年度

2 :後呉市1984年側資『市山政文化財日!J 'í'E報告~liJ III~平日59JH!1:

3 :奈良市1984年初i査 r市山蔵文化J!初!I査報告t!?」昭和58JI・fil:
4 奈良市1983年調査 rjJil_'Ilii童文化財調査報告)!rJ昭和58iH広

5 :樋考研1975年調査rJJl減点在JÎ'~三条二上方十三ÞlJ 19751ド

6 :奈良市第136次調査 rili哩蔵文化財調査慨婆報告型fJ1I:.l.f1l621H支

7 :奈良市1983年調査『市埋蔵文化財調査報告~~tJ 11日平日58年度

7 

図42 発娼遺憾 ・土層図 1 : 100 

H--ha
-四

ω印

8・3モ文日f買;145次訴15'tr半減点tr.};i~四条二J1j十五 J;FJ 1985"lo 

9・奈文日f第223-20次;iJ!11tr 1991 'Î城慨報J1992Jlo 
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.頭塔の調査-第277次

唱 はじめに

奈良県教育委員会が行う頭塔の復原整備事業に伴う調

査。これまで、第181次 (1986年度 :東北部4分の 1)、

第199次 (88年度 :西北部 4分の 1)、第232次 (91年度:

束商中央部法埋から頂部までの断剖)、第237次(92年度:

束而北半部第 1段・第 2段の断割)、第247次 (93年度 :

北而第 l段 ・第 2段の断WIJ)、第264次 (95年度 :西而北

半部基壇 ・ 第 1 段 ・ 第 2 段の断書1]) の調査を実施、 îm~答

の規模・構造・変選等を解明してきた。特に、第237次調

査で仏寵を伴う下!日第 l段石積の存在が判明した意義1;1:

大きい。第247次と264次調査では、下層第 1段石秘が北

而・西而にも 存在し、上層石平1H同様に正方形平而をも

っ可能性が大きくなった。しかし、これらはトレンチ調

査で、しかも上層石税の泣存状況が良好な場所であった

ため、下l百:ii.nf.苔の規模 ・構造 ・築造年代等の追究には限

界があった。

今回の問責は、下府頭搭の解明を第一の目椋とし、江

戸H寺代に削平されて上層石積の逃存状況がきわめて悪〈、

下府頭塔を広い範囲で検出tできると推定できたiiJi階東南

部に調査区を設けた。また京而中央の断書IJトレンチ内を

さらに掘り下げた。

2 調査地の地形と基本層序

今回の問査区は、第232次調査で設けた束而中央の東西

断書IJトレンチを北限、*商上層第 6段石和とその南への

延長線を酉限に、東限 ・南限iま頭塔外周の見学用通路に

前したフェ ンス際とした。頭t創立新薬師寺から西にやl'ぴ

る舌状尾根上に11&るが、調査区の東側と 南{JliJの現状1;1:、

市街地の形成に際して削られてできた切り 立った嵯とな

っており、旧地形を?とどめない。調査区内の調査開始前

の地形は、京而上層第 5段付近から束に下がる崖状の急、

斜荷があり、その*1ま緩斜面となって、京商フェンス内

58 奈文研 JIニ梶1/1997・111

{J!lJのごく新しい石垣に続いていた。

基本層序は、急斜面の西では、上からJ腐蝕土、貰褐土

(造物包含層)があり、現地表下30cm以内て.上!日頭塔築土

に達する。それに対し、急斜而以来では上から順に、近

年の置土、近現代の多量;のゴミ混じりの表土(1早50cm)、

江戸時代前期の遺構商(この而で基 1基を検出)、陶磁器

守合む淡褐土(厚70-90cm) となり、上j百頭絡の築土に

達する。この築土の上商は上層第 5段石和際から高さ約

5 mの崖状に落ち、上層第 l段石和の抜き取り痕跡以西

では大土坑状の窪地となる。基tf1.部分では第 l段石松際

がもっとも高〈、東に傾斜して基思石積に至る。

3 主な遺構と出土遺物

下層顕格

第237次調査では、*稲中央の断書IJトレンチで、仏寵を

伴う下層第 1段石干}'(を発見した。今回、 その続きの検出

を目指したが、仏寵の南端部以南は江戸時代の削平がひ

どく、第 1段石梢の残りは束而ではよくない。 しかし南

而は良好で、京商と制昔1Iが災なることが判明した。また、

新たに束面第 2段石松を良好な状態で検出した。

基壇上面石厳 過去の調査で、下j音頭浴の基壇上商の舗

装には 11明石敷と II期小喋敷の 2時期があることが判明

している。束而南端部と南而で I期石敷を良好な状態で

検出した。第 l段石棋の階段状基底石に接続し、京商南

端部では幅 2mで、第 l段石棋の東南隅推定地から約4

m北て途切れ、それより 北には仲びない。石が抜かれた

のではなく、元来敷かれていなかった。石敷の上而は西

から来へ緩い勾配をもっ。北而でみられた外周石敷はな

い。石敷の来縁の方位1;1:国土座i擦の方位とほぼ一致する

が、京市北端部では北で西に振れるのと災なる。南而で

1;1:帽1.3m分を検出したが、南半が江戸時代に破城されて

いる。11期小際敷は来商でのみ検出し、従来の所見t同

様に、下層石献の基部まで達していない。
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東面第1段石積 第237次調査の所見ては、基底部が2段

の階段状を呈し、その上に石和が立ち上がる。今制空7.区

ては、 2段の基底音11のうち、下段石列を 9m分検出。方

位は北でやや*に振れる。上段石列は数石のみ残る。そ

れより上の石松は江戸時代に磁波され、残存しない。第

237次で一部検出した仏砲は、奥壁と床面の石敷は残る

が、南壁ーはまったく残っていない。仏痛の規模は奥行き

1.6m、幅1.3m以上、高さ1.5m前後に復原できる。

南面第1段石積東西 4m分を検出、第一段の南北長が

21.1-21.3m1:判明。西て南に振れるが、これは束・ニIt.

西商での振れと逆である。石棋が緩んで、西に行〈ほど

雨へ張出している可能性がある。上層第 1段石梢の前而

から1.15m奥にあり、東商では1.6m離れるのと奥なる。

石和の現存~::Jは2.2m 、京商と異なり基底部が l 段の階段

状を呈する。石梢の上半部は調査区の西壁際で3段の階

段状を呈するが、*寄りでは 2・3段目の石がないので、

2・3段目の石は誕込めて.石積前而に出ていなかった可

能性がある。石松の下方には石を用いず築士のみを制ん

だ部分がある。この工法は西商でもみられた。

東面第2段石積第 1段石積から西へ約3.6mの位世で

第2段石松を7.9m検出。石積南半は木の根で加されてい

るが、北半は残りがよく、現存高は最高部で約1.3m。

下層頭信の規模と構造 第 1段石和は東西長20.8m、南

北長21.1-21.3m、第 2段石干l'tは推定南北長13.6m。段

上のテラスの帽を一律に3.6mとすれば、 3段目の存在を

推定できるが、 3段目の石私鞘，'(と築土は、束而中火央.のの断告相訓|リl 

トレンチ司中Iで、1ははまR

3段目を削平しfたよ可能性もあるカがす、 3段目構築以前に計

画変更したと考えたい。第2段石積下端t第 l段石税の

現存上端部との標高差は1.3mもあるが、 この間のテラス

はほとんど残存せず、石積の本来の高さ、テラスの傾斜、

上而の舗装は不明。現状では、第 2段石和の下端のすぐ

際から、来へ色、傾斜で築土が下がるが、 これは本米の姿

ではなく、上!音頭併構築時に削ったのだろう。

上層碩熔

*而第 2-4段、南商第 2段の石棋は江戸時代に破壊

され、残存しなし、。京商第 1・5・6段、南而第 l、 3

-5段を部分的に検出した。

基壇 長さ9.5m分を検出。第二次大戦中の防空様て.破t'J

された 3m分を除けば、残りは比較的よい。基壇の西半
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分ではIII期基!f1.土が残るが、*半分では東に向かつて傾

斜する形で前IJられており、斜而の途中に下層のH期小際

敷がのぞく。石績は下半分が残る。京而北半部の石松み

は、第232次調査で確認されたように、 14世紀以降に改修

され、基国外周に小磯敷が設けられる。

第1段石積束面では、石積最下部の石がI~l央の三尊仏

から南1.9m、阿南6.7-7.9mの区間にだけ桟る。それ以

外は抜き取られ、抜き取り痕跡の日が、 日I ~切基壇土の高

まりとなって残る 。 南而では長~3m、現存高70cm分を

検出、第 1段の南北長が24.4mと判明した。下用石積前

而に上層石斬を積み、謀込め土の版築作業途中で、石敷

而を作っている。 この仕事は西而でもみられた。

第2段石積来面 ・南而ともに石松はま ったく残ってい

ない。上而石敷は南而第 3段石和の際に数個だけ残る。

第3段石積石積は南而て長さ2.4m 、現存~)i70cm分を検

出、第 3段の南北長が18.9mと判明。上而石敷は南商第

4段石干此の際に 2個だけ残る。

第4段石積石税は南面で長さ 1m分検出、第 4段の南

北長が15.9m1:判明。上而石敷は南而第 5段石積際ては

数倒のみ残り、来面第 5段石仏の前回以北でよく残る。

第5段石積石秘lま南面で長さ1.5m、現存高20cm、京商

で長さ6.2m、現存高40cm分を検出、第 5段の南北長が

12.3 m 1:判明。東南角には大石を据えるが、落下の危険

性があり除去した。東而の南から3.6mの位世で石仏 1基

を発見した。第5段の他の石仏より大きい石(幅90cm.

j平45cm・市80cm)を用いる。絡狭HJJを施した低い座の上

に、蓮務上に座す 2体の同大の如米を並亨IJ、下方左右に

3体す.つ菩薩を配す。向かつて左が釈迦如米、右が多宝

如来であろう。 この種は頭I捨て初めての発見である。上

而石敷は石仏以北で比較的残りがよい。

第6段石積来面で長さを4.8m、現存高40cm分を検出、

第6段の南北長が9.7m1: 判明した。

心柱髄石 第199次調査で心柱痕跡を検出、 i奈さ1.8mま

で掘り下げていた。今回、下府第 3段石和を挫すため、

断告IJトレンチを心柱痕跡の際まで延長したと ころ、心柱

痕跡の下、現項上から2.1m下で礎石毛?発見した。第6段

の下方 4分のーまで築土を和んだ後、掘形(復)京径1.8

m、i奈さ90cm)を掘削、羽1:土をその周囲に土手状に柿み

上げ、礎石を据え心柱を立ててから、 穴守宅IIめ戻し、 6

段目上半と 7段目の築土をEiiる。礎石lま花尚岩製。径78



師、高さ約10cmの柱座のrl'央に、径22cm、市さ3.5cmの突

起を?もち、裏面には自然而を残す。 心位は この突起をは

ずしてやや東南側に据えられている。礎石下を断書1Iった

が館町具等はなかった。孫市による火災で明書11施設が廃

絶した後、心柱を抜き取り、穴底に7/1;年通貨 ・キlt功閲覧.

計'121枚・琉泊玉5点を納め、焼土や炭i昆じり -1ニて目!め戻

している。銭のうち約百枚I;UJlに述ねた差し銭である。

その他の遺構

17世紀前葉以降の墓 調査区の南半中央官11にある。方l.9

mの範囲を石列で囲み、四半に墓標 2基をたてる。墓標:

lま基底部のみ残る 。 石列内は周凪より 一段~:j l、。結石中

2点iま、舟形光背形で五輪終を浮き彫りにした甚棋を二

分WJJして転用。究永の銘がある。墓の背後(西fWD に、

~iJ形光背形で五輪熔を i長浮き彫 り にした謀棋を 9 基南北

に並べ、南端には jlj 柱を~ 1 基たてる。器物;には寛永

(1624-44)・明暦(1655-58)・12文(1661-73)・延宝

(1673-81)の年号、j1J柱には「頭応寺j r1';t:正玄i坊之旧

lf.:tr'j なEの銘文がある。事の北側では、五輪併を刻んだ

石造墓標や新しい石仏を散乱した状態で検出。惑の西側

に並べたものと年紀は同級て.ある。

太平洋戦争時の防空爆 東西長3.5m以上、南北長2.6m。

深さ2.3mまで下げたが、 J末而は未確認。

ul土遺物

J-，IM築土から奈良時代の土問ir.if.llll1:瓦)午、 J-.1杯第 5段

石仏前から土師総小JlIl数点がiJ'J土。表土からは6235M14

点、平安時代軒・丸瓦 1 点、 6732Fa23 }~~のほか、九五173.3

旬、平瓦340.3kgが出土。凝灰岩製の六j付属議十三重I誌の

以上府屋蓋を表採した。

5 調査成果と課題

①下l百頭熔の規模 ・桝jaがかなり iリJらかとなった。下

IMII.貝I則正確実に第 2段まであり、 三iTt)i符として計jililされ

たが、 3段目を造る以前に上!日へと日11曲変更したと考え

たt、。基I創立一辺約32m (108小尺)。本体の第 l段は一

辺約21m (71小尺)、第 2段は方13.6m(46小尺)に復原

でき、第 3段は方6.4m(2l.5小尺)の計四だったと推定

する。第 I段の27iさは、第 2段石平氏の下端までの而さと

すれば3.1mとなる。第2段の日さは不明である。3段築

成で、テラスの幅が広いとすれば、岡山県熊山追跡に似

た形になる。*商第 1段中央には仏印があるが、第 2段

'1'-9.1:以南にはな t、。上府四燃のように多数の仏砲をもっ

た榔造ではありえず、上府への改造に際して造立構想が

大きく変わった可能性を考えたい。

②-'-.1M第 4段と第 5段の上而石敷を良好な状態で検出、

その傾斜は第 4設が 5.、第 5段が16・ t大差があった。

石仏liiji1iiの偶数段テラスが幅広で緩傾斜、石仏上の奇数

段テラスが幅狭て色、傾斜と J故祈できるなら、仙数段テラ

スはイi仏;~拝の参道て\奇数段テラスにのみ屈服を:rÏ: l 、

たと十ft定できる。心柱~J..，{lf.:tr. 'I ' から :1'，土した焼けた板材や

多祉の漆I白からT.Fi上に木造小仏堂ぞ推定すれば、屋根は

5ilHなる。従米の復原案lま再検討を要する。

①上j併顕I符{.、柱の礎石?:発見した。礎石の上而ItIIIA月

桂tYLI二而から5.55m上にある。第199次調究ては悲tfI下の

地山|師に礎石を栂えたとしたが、第 6段を.f!'tみ始めてか

らの11引であった。 心柱は礎石"，央の突起をはずして据

えているが、 他所(たとえば京大寺)から運んだ転用品

て突起があったので柱をずらした、といった::Ii.怖が考え

られよう。 また、発見された差し銭は、 iiIU!fを築〈際の

飢tYi以ではなく、務官による火災で頂部施設が廃絶した

後のf英語!2(こと もなうも のである。

④上IMiiJi併には、 4而て.合計44恭の石仏を配置してい

た。 そのうち発掘調査若手以前に14基、従米の発掘調査

で'124去と紘き取り痕跡5ヶ所ぞ確認していた。今回、上

1M第5段で27体目の石仏を発見した。」二IMiiJlti符石仏1町.ヵt

d長引するものについては、Jl4方凹仏および釈迦八相説(西

村ょ'i)、連帯蔵世界説(久的t色ll)、法華経のl炉砕を取り込

んだ 1(Ii厳経世界観説(松iili.illli':{}がある。今回、釈迦 ・

多:.ii:仏が来而から出土したこ I:It、各石仏の図像を解釈

し、配置の芯;図さらには顕燃の造立構疋.!?:考察する上で

屯裂な先見である。仏教美術火、国{象学など各方而から

の研究がJUI侍される。

⑤ FIM' _Ui"i頭r苔の主I!立年代や下!討の構造について、

今1"1の調TZて、も不IY1の点が多〈伐るが、下肝と上用で構

造に大先がある事が判明、下j刊から上l汚への改造の背後

に、 i立立構想の大きな変更があったと推定するに至った。

HH組は、どの段階から実忠が関与したのかだが、それぞ

れの主l!i[11~ {'Çの確定とと もに、 今後の諜越であ る 。 東南

青11 と同線、 上層の残 りがm.~ l、と推定できる西南部の発掘

，~司会:が是非必要である 。 (岩永省三/考古第3)
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。頭塔下古墳の調査一第277次

唱 はじめに

ii}if各調査の過程て、京面基tf1.の下層に横六式石室を もっ

た古境が存在することがあきらかになり、頭熔 t合わせ

て調査をおこなった。古墳は1ft丘 ・石室共に上半部が破

壊され、その上に頭絡の築土が税まれている。抜き取っ

た石室の石材を頭搭に再利用した可能性もある。調査は

石室を中心におこない、墳丘の観察はトレンチや石室北

側の第二次大戦中の防空域壁-而でおこなった。

2 漬圧と石室

墳E 墳丘は頭f苔と重綾し、顕俗の石干}'1や石敷の下に及

ぶため墳形や外部施設は確認できなかった。土層断商か

らは、 Ilぱ水平に均等な厚きで版築がおこなわれている

iim苔し不規則に土が墳丘に傾斜をもって梢まれている

古墳の墳丘の差異を明瞭に捉えられる。

横穴式石室(図45)

石室の状況 西に争111がつく片祁l式の横穴式石室である。

南方向に閉口する。撹乱により |非!日告1Iは破壊され、残存

長は5.2mである。羨道西側壁は上音1Iに下府頭I符の IJ明石

敷が良好に残存するため検出していない。

石室内には頭搭構築土が充満していたが、床而付近に

は顕搭築造i時までに石室に流入したと考えられるl渚褐色

土が厚さ20-30cmて.堆積していた。したがって床面上の

副葬品は、 iiJiJif構築l時には大きく撹乱されていないと考

えられる。

玄室 会長3.05m、最大幅1.5m、残存市O.77mo{nlJ壁は

最高 3段が残存する。紬石には大型の石 l佃を用いて、

羨道西壁と而をそろえる。両イJ!IJ壁とも若干内傾してたち

あカ%。奥壁s下段は 2石を並べていたと考えられるが、

西側の 2段のみ残存する。床商は石室構築後、張床を施

し、同礁を敷き詰めている。1潔敷の施工過程はl則東では

ないが、石室中央から奥壁にかけて大きめの礁を敷〈傾
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向が観察できる。玄室西北問で棺台の可能性のある石 2

佃が、東西に並んで出土している。

羨道 残存長2 .15 m 、最大~ï.iO.87m、残存高O.41 m を ìJIIJ

る。床面に際敷はなく、土床である。 また、閉塞施設に

ついては調査区内では確認されなかった。

遺物出土状況

泣物lこ馬具 ・武器・装身具 ・土器などがあり、多くが

喋敷直上で出土した。馬具の鉄製環状鏡板付轡・辻金具・

鮫具.が奥壁付近て.まとまって出土し、同じ面繋の部品と

考えられる。鉄万は西壁沿いで、鉄鍬は奥壁付近と玄門

付近で、紡錘事 ・耳環lま玄室中央部で出土した。ガラス

小玉は西北部に集中して出土 し、多くは床面の礁の聞に

落ち込んで出土している。土器は西南隅で提瓶、長頚査

が、残 りは中央から奥壁付近で出土している。

追署長は、棺台の可能性のある石が轡の上部にあったこ

と、奥壁の土器が告IJれて重なり 合っ ている状況から、 短

期IBJに行われた可能性もあるが、出土状況や造物からは

杭極的には肯定し革I~l、。 (金田明大/考古第2) 

3 石室内出土遺物

金属製品、石製品などを図46に示す。

馬具

鉄製環状鏡板付轡(1) Uぽ完形である。鏡板は、鉄棒を

Illlげ厨円形に鍛按し、更に小型の矩形立聞を鍛接して作

る。立聞には9速の兵庫鎖を装着する。街lま2辿。引手

は、街とは別に鏡板に直被連結する。引手の端部はくの

字に屈rlllする。鏡板径 9x8.6cm、引手長16.2cm。

辻金具 (2・3) 同形品が3倣l体分ある。 脚は十字状に 4

個所に付〈 。脚の端部は三角形を呈し、中央の円頭鋲と

基音1Iの賞金具で革帯を留める。賃金具に綾杉状の亥IJみが

入る。鉢は比較的偏平な半球状で稜はな L、。鉢の項部に

花形の座金具を置いて、円頭の鋲で留める。座金具には

均等に4-5個所に穿孔する。鉢部復元径6.1cm、鉢部高



109.4∞ 

勺a bド

ノ~-t-

_ja bL 

109.4∞ 

a 
109.4∞ 

a' b' 

109.4∞ 

。 1m 

b 

図街頭i吾下古煩石室 1・40

2.1cm。脚長1.8cm、脚幅2.0cm。座金具桂2.0cm。

絞具 (4・5) 同形品が 2点ある。鉄格を1111げて鍛彼し、

基苦11に短い鉄怖を巻き付 け京IJ金とする。長6.1cm，師4.0

cm。長4.8cm、幅3.9cm。

武器

鉄万 (6) 西側壁に接して鋒を奥壁1)[IJ に向けて，~'，土し

た。茎が|刻付近で折れているが、出土状況からみて、会

長約84cmに復j京て‘きる。錆ぶくれ ・破損のため正確な法

iJ.l: 1ま不明であるが、平~'f平造で比較的深い刃l刻と紛れ、2症

をもっ片|則の鉄刀 t考え られる。

鉄鋼 (7) 板状の倒卯JIヲ部。鉄万 t近接して出土し、本

米欽刀に装行されていたと思われる。後7.6X6.4cm。

鉄銭 (8・9・10) 20点ある。全て長顕銑であるが形式が

わかるのは 5点のみである。 8Iま長!J!Ji三1(J式。台形|射を

もっ。 |白m~ ，'ij'，は 1 点ある 。 現存長12.7cmo 9は長期片})

筒式。台nヲl測をもっ。同形品は l点ある。現存長13.0cm。

10は布駅三flJ式、事li:t大|刻をもっ。現存長10.2cm。

装身具

耳環 (11・12) 銅地銀張りのlrr.;iが 2 点ある 。 ，~'，土位置

は自Itれている。銅の鋭化が激しく、部分的に飢がはげる。

Ltf;rrnl寸で。径3.2X l. 9cm。

ガラス玉 径 3-5 mmのiV1-W色のガラス小玉が71.'去、径

約 7mmの濃")').色の方、ラス九主カr1点ある。

その他

石製紡錘車(13) 全体は赦頭円錐状を呈 し、 j底部付近は

約 7mmif(立 し、稜をつくる。小央に明者11から筏約 7mmの

穿孔を施す。上而は良(1i}f併されているが、 if(立する側

而は荒い擦4!{が残る。!底而には放射状の線五11を施す。蛇

紋岩製。径3.8cm、高さ 1.6cm。

こ の他に鉄1T片14点 、 )1子 J-~ 1点があ る。

以上の金属製品の年代を考r去さしておく 。轡の小型矩形

立Illl と長述の兵庫飢は、 ~Ji思r，{f編年では、主としてTK10

型式則に盛行し、 TK43型式JUJ凶 まで継続した。辻金兵で

は無稜の鉢はTK23型式JUJから MT85型式JUJにかけて

徐々にふくらみが強くなる傾向があり、本例はその最終
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図46 頭港下古噴石室内出土遺物 1 : 3 (6のみ1: 6) 

段階になると忠われる。綾杉状の刻みを持つ賞金具は

MT85-TK43型式J切に限定される。先端が三角形になる

脚はTK43型式に多いU鉄刀の形状は、 MT15-TK209

型式矧にかけてみられるものだが、倒卵形鈍はTK43式

J切に出現する。また、鉄鉱の腕状関もTK43型式に出現す

る。以上から.f!~具がMT85-TK43型式期、武器はTK43

型式期い、う年代が想定できる。若干、馬具に古い様相

がみられるが、特に追葬を想定するほどの時期差ではな

い。全体としては、 TK43型式期の古い段階を想定するの

が妥当であろう。 (臼杵勲/考古第 1) 

土器

石室より須忠告器16点、土師器 2点が出土した(図47)。

須恵器

杯董 (1-3) いずれも沈線によって稜を表している。天

井部はへラケズリを施す。

杯 (4-10) 立ち上がりの日さは器市の 1/4程度であ

り、底部はへラケズリを施す。

無蓋高杯 (11) 脚部に 3方向、 2段の透かし孔をもっ。

台付畏頭宣 (12) やや内湾する口縁部と、肩の張った胴

部をもっ。胴部lま訂部より下半にカキメを施し、施文後

64 奈文研年報/1997・III

中央部に斜方向の沈線を施す。脚音I1は欠失しているが胸

部より述統するカキメをもち、 3方向の透かし孔をもっ。

畏頭重 (13) 口縁部~頭部が残存。へラ状工具による 2

粂 1単位の沈線を頭部に 3粂め?らし、 IiIJにへラ状工具

による波状文を胞す。

提瓶 (14・15) 14は外反する口縁者11をもち、胴音11前聞に

同心円状のカキメを施 している。15はやや小型な もので

ある。口縁部は内湾し、 11同部はナデ及び回転ケズリを施

している。共に肩部に鈎状の把手をもっ。

畏頭蓋 (16) フラスコ形長頚査と称されるものである。

胴部はへラ状工具による沈線を同心円状に施し、 fl則前に

はタタキの痕跡を残している。前而観が同形で側而観が

やや偏平な胴部の形態、 l阿部成形後側商に口縁部を取り

付け、前面に円形粘土板をはりつける製作技法は提瓶t

類似する。一部に緑色の自然豹hがかかる。これらの特徴

から東海地方の製品であると考えられる。

土師器

高杯 (17) 口縁部は小片であるが、端部がやや内部に屈

Illlするものである。脚部は短〈八の字状を呈する。

畏頭蓋 (18) 長い口頭部と球形の胴部そもつ。胴部上半
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図47頭i答下古煩 石室内出土土器 1 : 4 

にはハケメが施される。

これらは須恵総から判断して田辺昭三氏の陶邑編年

TKI0 (後半)-TK43型式の時期に相当する と考えられ

る。型式的にも、出土状況からも全て同時に副葬された

ものであると考える ことができょう。

4 おわりに

正倉院文書の中の造南寺所解には、東大寺の南を削平

した際に基が破壊され、その:iljの供養に用いる仏I頁経の

書写の費用カrr.i'f求されている3このよう に頭熔周辺は、

平城京選者11から近年の市街地化に L、たる度重なる開発に

よって多くの古墳が破峻されたと考えられ、現状の希薄

な古墳の分布状態が実態を示すものとはL、いがたい。現

存する近隣の当該期の古墳としては東北方350m離れた

春日野に御料国古墳群が存在するが、 これは春日大社の

社地内という条件により残存したものと考えられる。

今回の頭j苔下層における古墳の発見は、周辺の尾根に

群集墳が存在した可能性を大きくするとともに、古墳時

代 における造基活動の様相の解明に重要な情報を提供し

たといえよう 。 (会田明大)

註

1) 馬具全般について宮代栄一氏から ご教示いただL、た。

2) 福山敏男 「頭擦の造立年代に就L、てJ r考古学雑誌』
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.大乗院の調査一第275次・第278次

唱 はじめに

第275次調査は、倒)日本ナショナノレトラストによる大采

院庭問整備のための事前調査で、 1996年 8月5日から 9

月25Rにおこなった。調査区は、池の南東部にある三つ

のねと、池の東岸のうち、平成 7年度調査区の北に設定

した。調査区の而和は約540m'である。

第278次調査は、チャペノν・ウェデイング用の教会をホ

テノレの駐車場に建設するための事前調査で、 1996年10月

15日から12月20日におこなった。発掘区(南北15mx東

西12m)は、御所.馬場北誌にひらく奈良ホテノレ謀門の京

南側に位置し、旧大釆院御所の西北隅にあたる。

2 大葉院庭園の調査(第275次)

向の調査

三つの品に 7本の トレンチを入れ、その断而を観察し

た。その結果、 三つの品のいずれも基本的に、下から、

戸

市町時代'1'聞の仰岬
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図d日発錨位置図

(1 : 300日、森遺 r中世庭悶文化史J 1959をもとに作成)
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灰色砂際府(地山)、腐植土層、灰絹土層、 1'((梢土府、最

近の整備による角礁周および表土府という土府の!(主税を

確認した(図50)。

各府の年代だが、①北ぬでは灰絹土下からI也山を掘り

込んだ中|止末の土器をともなうllll状の土坑 (SK6906)を

検出した こと、②来島の!席植土!日と地山の1mに近世の土

器を含む砂層がみられる こと 、③灰禍土用は中世末から

江戸前半の土器・瓦を含み、賞褐土は江戸後半の陶磁総・

瓦を主体に包含 し、若干の近代以降の泣物を混夜してい

ることなどから、三つの品全体として、灰禍土j百を江戸

時代前半、賞褐土l百を江戸後半~近代と判断した。ニの

ため、品の全域で表土居を余IJがし、武褐土1Mを露出させた。

また、ぬの裾野部にみられる整備にともなう角喋府は、

除去すると現状を大きく変えること、識別が容易である

ことなどから、西品の北西のみを除去するにとどめた。

現在の品は江戸時代以降に構築されたと考えられるが、

SK6906の存在より、一部が中佐末には形成されていたと

推iJllIできる。 しかし、 その状況は不明で、ある。

東岸部の調査

東岸の調査は、平成 7年度調査区の一部含再発掘し、

土府の確認をおこなった後、而的に発掘を進めた。その

結果、表土用直下の暗貰灰土上て¥ 叩き漆喰による造構

等を検出した。

SX6900 調査区中央を南北にはしる叩き漆喰の道路状

遺構。幅約40cm。断続的にSX6902付近までた Eれる。

SX6901 調査区東辺の高まりを南北にはし る叩き漆喰

の道路状遺構。幅約80cm。南端はSX6902とつながる。

SX6902 外径約 3m、内径約 1mの叩き漆11ftによる環状

の地柄。漆喰を滞状に掘り、長さ50.8cm、大き2.8cm，内

径2.2cmの鉄管をほぼ水平に安置する。地表下には特別な

構造をもたない。ま た、一昔11、SX6900上に叩き漆I喰を重

ねており、 SX6900より事庁しいと考えられる。
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・1也111
図50第275次調査 トレンチ断箇図

SX6903 SX6902の南西す ぐにある 叩き漆喰による環状

泣構。外径1.8m、内径1.2m。中心に直径約10cmの鉄管

を打ち込んでいる。

以上の叩き漆喰による追構は、平成 7年度に検出され

たSX6825-68271:一連のもので、鉄管などの利用から近

世末も しくは近代のものと考えられる。

平成 7年調査で検出された池の洲浜石!肢の北延長部に

あたるものは、ほとんど検出て‘きなかった。また、拳大

の円喋が池岸の立ち上がり部では護岸状に府をなしてい

たが、人為的なものは検出できず、地山中の砂喋府が露

出したも のと判断した。池底に散発的にみ られる 円磯も、

この砂喋府からの転石である可能性が市L、。また、調査

区北端で南北の断ち答IJりト レンチを入れ、 断而を観察し

た(図50下)が、東半の平坦而から急激に下がって池尻

に達しており、池の水位が異なっていたことを示す痕跡

は確認できなかった。i也の*1立が90.0m付近であったと

する従来の見解と矛盾する池の堆積状況は認められなか

った。また、 この トレンチの東半では、)早さ 10-30cmの
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土層の水平な推税が観察できたが、それぞれの府泉市に

は、 小石などが水平にかみ込んでおり、旧地表而であっ

たと考えられる。年代はあきらかにできなかったが、数

次にわたる盛り土 ・利用の繰り返しがあったといえる。

さらに、平坦音11南西部の小山状の盛り上がりに トレンチ

を入れ、 この蛾土が叩き漆喰による造構を乗せるl情賞灰

土 t一連のものである こと を確認した。

(加藤真二/考古第 1) 

3 大乗院御所北東隅の調査(第278次)

調査区の概要

発掘区は、旧大釆院御所の西北附にあたる。室町時代

では文明十九年 [1487]に竣工した杉御所、江戸時代で

は隆遍僧正の大采院指図にみえる 「湯釜J r飯釜J r大釜」

が、発掘区のわずかに南方に所在したものと推定される。

明治以降、御所建築の大半は取り払われたが、春日大社

神宮家所蔵の指図によると、発掘区をふ くな池の西北区

にのみ宅地が残り、そこにはなお多数の座敷 ・土蔵 ・雑



合等がたっていた。 その後、国鉄が大釆院の敷地全体を

口収し、明治42年に奈良ホテノレを朝香山にili設した。発

掘区にはホテノレのj先i抱;場と木工所をたてたのだが、それ

らの付属施設i ホテルの新館が竣工したUrH'i158il三に撤

去され、敷地は駐車場となっ て現在に至る。

発掘区の土用には、 この地の近代以降の股火が刻みこ

まれている。現地表而である駐車場の地盤をは?と、多

111のカワラケをふくむ包合胞が土佐秘する。只i沙土 と玉石

をつみあげた近代主tt物の基礎が、 この包合1Mi: liりこん

で縦横にめぐる。また、発搬区の南にたつホテノレ従業員

独身寮(昭和19if三竣工)のトイレ排尿管制形が、近代建

物の基礎を切り込んで南北に走る。J也山而は凹凸がはげ

しいが、基本的に南に市〈北に低い。造物包含層はiWい

ところで約O.5m、l平いところなら 2m以上で、 j也山而守

確認できない部分も少なくなかった。

遺構

調査では、まず井戸SE6920の掘形を確認.した而 (L=

89.1-2 m)で、発掘区全体の遺構ぞ検出し、その後、

南半および北半*壁沿いのみ、 地山商 (L= 88 . 7 -8 m) 

まで掘り下げて、さらにiωル検出をおこなった。

近代の遺構 発掘区南半て¥近代の建物基礎およびゴミ

捨て穴と忠われるいくつかの造構を検出した。

SX6926 南半来壁沿いを南北に tおり、北端でSX6927

と つ ながる 。 幅30cm以上、長~6m以上の4lïì込J也業で、

兵砂土と玉石をサンドイツチ状に約80cmつみあげる。

SX6927よりも約50cm浅く、土層の切合い関係でみると

SX6927よりも新しいが、これは工程差であろう。

SX6927 発掘区中央東半を東西にはしる掘込地業(幅

1.2m X長さ5.1m}o*はSX6926、四はSX6928とつなが

る。担!土はSX6926と類似し、若干黒色土がiltじる。

SX6928 • SX6929 南北になカ九、長方形の抗:1¥込に 3手IJに

わけで杭を多数打.ち込み、そ の上に 5-6本の杭を南北

方向によ こたえて基礎 tする。埋土はn砂土だが、(也の

搬込地業で用いている玉石はほとんど埋めていない。抱

込の規模は、 SX6928が東西1.6mX南北2.4m、SX6929が

東西1.2mX南北2.3mである。

SX6931 SX6929の南端から南に約 2mのぴ、そこで凶

へ折れて発掘西壁の手前約50cmのと ころで途切れる掘込

地業。樫土 ・i奈さはSX6926とほぼ閉じ。

SK6925 発掘区北半の1.1'央北壁よりに位世する。東西

1.2m、南北3.8mの長方形」ニ坑て、黒い汚れたニ仁を型土

とするゴ、ミ捨て穴であ る。

中近世の遺構 発搬区の北半を小心に、 ~I'近 |吐の泣怖が

H'I土した。

SE6920 発掘区北半中央て‘検出した花依i;(1・石組の円形

井戸。 石組の内径は上端でが11.1m だが、フラスコ状に底

がひろくなる。t.:1.ごし、 約1.9mのi奈さまでほり さげた

が、井戸j底は検出できなかった。この深さでの|ノサ筏は約

1.25mである。井戸の掘}彩lま追わIYt検出前て.東西#(.)3.1m、

南北約3.5mの時円形をMするが、通常の掠i形とは呉な

り、断而をj長i斗状にはりさげている。i奈さ約40cmの地点

て、井戸の石組内側から約40cmの幅となり、航石背而の

誕込幅は約20cmli t"になる。井戸の埋土からは、茶碗や

カヲス瓶カ1.11'，土しており、ホテノレの付属純設が竣工した

lりlifi末頃まで活用されて いた可能性が市い。掘形からは

.t-t1のカワ ラケ小lIllとともに、 巾l止と近世の軒平瓦が I

点ずつ山土 しており、 井戸の掘削年代は江戸時代と推定

される。

SD6921 :11:戸の梢石とおなじ花岡岩石ナ用いた石最li構。幅

は約20cmで、 i奈さは石の上品目ヵ、ら15-20cmである。 おそ

らく介戸 とは逆L字形につながっていたも のと推定され

るが、後|止の撹乱により、その連結部分が失われ、南北

I y -14990 |ー14985

図51 週1M平面図 1 : 200 
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方向の部分のみ北壁側に残る。

SX6922・SX6923 柱材と忠われる丸太(径約18cm} を

合む穴。北側のSX6922はJl!:lliil.5 m X南北40-50cmの;隊

長の穴 に、丸太が途切れて数本よ こたわる。南側 の

SX6923は径が60-70cmの穴で、南東よりに丸太が直立す

ん この両者は中近世の掘立柱建物跡の可能性がある。

SX6924 井戸SE6920掘形の南端部分を撹乱する土坑。

東西約 2m、南北約l.lmの横長の不整形を呈する。多iJ:

のj夫とカワラケ小皿が出土した。

SK6933 多誌の赤色土器(カワ ラケ小皿)が投棄されて

いた南壁沿いの不整形の土坑。

SX6937 発掘区中央で出土した大きな落ち込み。井戸検

出而(上府)では桁円形にちかいが、地山而(下層)で

はほぼ円形を呈する。南半部分のみ掘り下げたが、ヲl'戸

検出而から約 1m下け'ても底はてなかった。

地山面で検出した逃構

S06930 発掘区南半四壁ちかくにある コ字形の京掘減。

服は30-35cm、i奈さ約15cm。

SK6932 SX6931の東側に接する 円形土坑。上端の径約

130cm。深さ約70cm。底に人頭大の石をお く。

SX6934・SX6935・SX6936 発掘区北半の来壁沿いで検

出した附丸方形の深い穴(底は未検出)。いずれも井戸の

掘 形 も しくは抜取り穴の可能性があり、 SX6935!:: 

SX6936は一体の泣椛かもしれない。

逃物

地山と表土のあいだの土用から、おびただしい祉のカ

ワラケ小JU1が出土した。一部では、土坑状の落ち込みに

小1Ulが集中的に投棄されていた。SK6933のよう に、赤〈

平 婿

ー-l-89 0 

①)!.I:)壇上
②IIIAil主以穴

③)!';"唱形
Q)(Hilh 1: 
⑤望書地附

図52 井戸SE6920断面図 1 : 50 

塗 られた小皿lが集中して捨て られた穴もある。これらの

小1[11には、完形のものも少なか らずふくまれていた。お

そらく神社の蹴L、な Eて用い られる一過性の強L、器t思

われる。瓦は総重誌で約215kg出土 した。うち 中世-の!肝丸

瓦 3点、軒平瓦10点、近1止のil司:丸瓦8点、 n平瓦 l点、

械に組み込む小型菊丸瓦3点を含む。

おわりに

調査区ては、凹凸のはげしい地形を多誌の造物をふく

む灰禍土で整地し、石組の円形弁戸SE6920を掘削して い

る。掘形の出土造物からみて、 SE6920は江戸時代に掘ら

れた井戸であろう。隆遍僧正の大采院指図にみえる釜屋

など雑合群の北方に近接し、御所の誕方として、釜屋そ

の他に71<を供給する施設であったにちカfいない。埋土の

状況から、奈良ホテノレが付属施設を~放する明治末一大

.iE初まで、この井戸が存続した こと もあさ らかになった。

鎌合|時代以来、姿をかえて存続してきた大釆院御所の最

も誕方にあたる宅地の様相があき らかになった意義は、

けっして小さくないだろう。 (浅川滋男/遺僑)

~!J ニらむ 欄 ③ 

-頭塔で27体自の石仏発見

上I~ D.良府 l立各而に ll~彦、合計・で44基

の石仏を配して、造立者の宗教構想を

表現していた。このうち、発御調査者

手以前に 14法がi，l;f! ら れ、従来の発投~t調

交で12~左と抜取り痕跡 5 ヵ所を確認し

ていた。.ml々の石仏の図像解釈は、造

立総氾lの復原に不可欠の作業だ。今回、

釈迦 ・$玄仏がmたことによ って、*

而一段11'1 うたの ~II* b ~ r.njでなく、多宝

の可能性が~rtì まり、法事経の影響を取

り込んだ部;厳経世界観が有力 となった。

これを実J与の.j，Y1出!とみると、下1Mの造

JL椛!包!は、その榊j立とともに、上1Mと

は相当に災なったはずだ。新たな;深姐

が伐された。 (1)
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その他の調査

官 左京三条一坊九坪の調査(第269-8次)

個人住宅建設に伴う発掘調査。左京三粂ー坊九坪の北

辺にあたる。淵査区は南北 3m、東西12m、基本)f7J:i;は、

上から表土、褐色砂質土、灰褐色砂1'1:土、 l培灰色粘質土

(遺Wt検出而) 。 掘立柱建物 2 服、前~2粂等を確認した。

SB7085は西廟付き掘立柱南北陳建物。:1じ安を検出。身舎

は梁11112 IItl、桁行 2間以上、柱問7尺。S870861ま掘立柱

I Y-18. 276 

。

。 2 m; 

南北棟主l!物。商事-を検出。染11112 IIH，桁行 21111以上、柱

lIilは梁Hll7尺、桁行 6尺。南東附柱と南京.柱の柱根が残

存していた。SD7087は、上1!1(灰褐色砂質土)、下府 (0音

灰褐色料i性砂質土)に分かれる 。 調査区東(JlIJの南北~"Vdj:、

他の迫桃よりもかなり新し L、。遺構の時JU]を特定できる

造物はないが、掘立柱建物2械は、柱Hllが6、 7尺て

い、主挫tt物と坪の主車劇刺d昨~~カがqはtぱ合 うことカか. ら、 奈良時代の

ものと考えられる。 (清野孝之/考古第3) 

|ー18.271 |・18.266

11 X-146.061 

仁~
SB70!泊 -146.063 

図53269-B次関査遺憾平面図

2 内鹿北外郭北方地区の調査 (第269-9次)

専用住宅建築に伴う調筑。調査地は内Jl善司と推定され

ている内泉北外事1I地区の北方に位置する。調査区は南北

8 m、*酋 3m、基本(1ワMJ:f: は、 上か ら 烈色土、 N~色砂

際土、賞褐灰土、遺構而。 ;t~掘東西端SDl7605を検出し

た。i奈さ約 1mで、幅約5.6m1:.推定される。十iYi:の堆棋

は、上 ・中 ・下!日に大別でき、 平城7主VJUjを合む土器類

が整理箱 5箱分出土した。中府のl別賞色粘'Pl土用からは、

藤原宮式の6273A、平城宮H則前半の6311Aa、6311Ba、

6685B、6689A、II期後半の6308Aa、6663A、6694A、日l

期後半の6663MなEを含む大量の瓦噂剥が出土 した。内

膳司北を東西に走る宮内道路側溝の可能性もある。

(山下信一郎/史料)

X -145.069 

.，... 

X-145.065 X-145.061 

-Y-18.310 

図54 第269・9;，欠調査週情平面図
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3 その他の調査一覧

平城宮跡発掘調査部が96年度 に実施した発掘調査で、

本巻に成果を掲載しなかったものを表12に示す。

調査次数 地 区

269-1 左京一条一坊十五坪

269・2 Jl¥北方遺跡

269-3 コナベ古績南方、京北方遺跡

269-7 大腿験北方j也区

269・10 宮北方遺跡

269-11 宮北方遺跡

269-12 宮北方巡跡 ・市庭古墳

269-14 市庭古.tJt(内装北方)

269-15 市庭古1ft

269-16 宮北方遺跡

269・17 宮北方遺跡

平

-長屋王邸出土の墨画土器

裏表紙・に似せた墨画土器l主、左京三

粂二坊のー ・二 ・七・八坪を占める長屋

王正11のう ち、七坪部分のAWJの来外事1I

の*限の1))1SA4520の外にある井戸、

SE4366より出土した。長屋王邸の調査

では、他にも SD5300出土の絵馬をはじ

めとして優れた絵画資料が出土したが、

この資料は長屋王の存命期の邸宅内の

逸材』から出土したことから、王の暮ら

しぶりの一端を示すものとして特に注

目される。

盛岡は土師器のlIllAに記した もので、

土器の内外に鎧画、必{!:=がある。 外商

には 5匹の綴の盤画 t，r船速懸麻

呂」、「進」、「情下J の文字ぞ記し、経

ならしと思われる鎖線もある。伎の五13

直ilま、全身を描くものは l匹だけで、

他lま阪のみの表現である。 この土器に

は焼成時についた県政Eがあり、黒斑上

に記した扱園、必t!日立赤外線カメ ラで

1101総できる。 内而には、枝楽、幹をも

っ樹木 と、犬のJlJiともみれる盤画を揃

き、娘痕がある。似の表現をみる と、

最初Jに自の部分だりを試し描きし、次

に郎、最後に全身と、段階的に描写範

72 {Iモ文研年綴/1997-111

概 要

南北5mX東西15mを発縮、をも]の手状i賞栴l、溝3、小柱穴務 l、石組、池状i立総 lなどを検

出。(本文42-43頁を多lR¥)

南北 4mX東西3mを発婦、土坑1、構 1などを検出。いずれも新しい.

南北5mX東西4mを発婦、滞状遺構 lを検出。

南北 4mX東西 7mを発徳、顕著な遺棋なし.

南北4.5mX東西 5mを発縄、土筑 1を検出。

南北 2mX東西 4mを発縮、池山を確認、顕著なi立械なし。

南北4.5mX東西 4mを発編、顕著な泣緋なし.

南北 9mX来西 2mを発縮、奈良時代の整地層を確認、近 ・現代の土坑u長を検出。

南北5mX東西 3mを発掘、奈良時代の聖在地層を確認、土.lit2を検出。

南北5mxm函 6mを発婦、地山を確認、顕著な遺構なし。

南北 3mX来凶 5m を発掘、土坑8~長を検出、いずれも新しい。

表12 1996年度その他の調査一覧表

縄 w ニらむ 欄

凪ぞ広げていった過程が認められる。

これまでに出土したi盛岡土器では、 こ

うした過程を示すものはなく、表現も

手すきぴで揃いたような稚拙なものが

多かった。しかし、この絞の描写やm
逃いは正確であり、専門の絵師が本格

的な絵を杭〈前に下術きをしたもので

あろう。土器に記した「船述脈麻呂」

l立、絵師の名前であるのかもしれない。

長屋王邸内では、木簡の記載から犬

や鶴を飼っていたことが知られるが、

④ 

絵師がこの様に蹴動的で、写実的な絵

を描いていることから、実物のmをそ

テツレとして写生した可能性l立高〈、邸

内ではおそらく総も飼っていたのであ

ろう 。

土器}にお古いた動物の総画で、 ，鳥ωやJ
lはま こ れまで出土していたカがf、~-~は:f}J例

である。天平宝字五lニ!日J-平安時代にj~IJ

作された、!苫招提寺金堂の筑;ヲミ{象の台

座の反花にもmとみられる盛岡がある

が、今回の扱画はそれより 30-40年古

い。 日本にお

りる沿古のffi

の~!~画である

とtbに、法

隆寺金堂の天

井に捕かれた

動物の占!~画 t

のIlHをつなぐ

資料として、

美術史上でも

m裂な発見で

ある。 (T)
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まとめ

壬且.，、

正

1・2・7 SA870]位穴ikll形、5・6 SA870]位抜取穴

「ノド決追跡 9i欠」を1.5cm右へ移動

VI区

(1-7) 

(8-10) 

30-58cm 

Ijij述した

|ヌ173 南北附渠SX7001析l而図

31M : lIl"i.'i'i"灰色*J1砂
小械の担!七

41M : 11託，!'j)天色車内質土
5 まとめ

図33 本重量師寺1995・l次調査出土軒瓦 l・4
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